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附属学校園と学部とが連携して進める共同研究プロジェクトは，教育学部時代の平成１２
年度にスタートしました。附属学校園の教員も，学部の教員も多忙の中，自主参加を原則と
して，協力してプロジェクトを継続してきました。そこで目指したものは，教育実践の向上
につながる共同研究，子どもたちの成長につながる共同研究でした。 
附属学校園にも学部にも構成員の入れ替わりがある中で，このような自主的な研究活動が
多くの参加者により１０年以上も継続しています。これは，このプロジェクトによる研究を
進める中で得られる成果が，子どもたちの学びや育ちに確実に貢献しているという実感があ
るからではないでしょうか。 
平成２４年度は，１４の研究グループ，100 名近くのメンバーによって研究が進められま
した。たくさんの教科・領域等にかかわる実践的な研究が，子どもたちのよりよい学びや育
ちのために展開されました。附属学校園の教員と学部の教員が力を合わせて進めた研究は，
学術研究的な知見と，附属学校園で日々行われ，蓄積されている授業実践における知見の両
方を十分に活用して進められた研究であり，その意義は大きいと考えます。 
平成２３年度の研究より，研究成果報告は，冊子として作成・配布するのではなく，人間
発達科学研究実践総合センターのホームページ上に公開することにしています。今まで以上
に，この研究成果を多くの方々からご覧いただきたいと考えております。そして，本報告や
共同プロジェクトへの忌憚のないご意見やご指導ご鞭撻を賜ることできましたら大変ありが
たく存じます。 
今後とも附属学校園と学部の連携にさらなるご理解、ご協力を賜りますよう、心よりお願
い申し上げます。 
 
 
平成 2５年６月 
共同研究プロジェクト WG 委員長 
長谷川春生 
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平成２４年度のプロジェクトの概要 
 
 
（１）プロジェクトの実施体制 
富山大学人間発達科学部と同附属学校園の共同研究プロジェクトは、平成２４年で１３
年目を迎えた。本年度のプロジェクトは、昨年と同様、学部に設置されている附属学校運
営委員会の所管事業として実施された。同委員会のもとにプロジェクト推進のためのワー
キング・グループが設置され、企画・運営に当たった。プロジェクト実施にかかる経費は
学部共通経費から措置された。 
 
（２）プロジェクトの内容 
 今年度の共同研究プロジェクトは、ここ数年来と同様、グループ研究を中心に進めた。
グループ研究は、学部および附属学校園の教員が、研究したいテーマを出しあい、そのテ
ーマへの参加者を相互に募ってグループを作り、グループごとに研究活動を進めるもので
ある。本年度は以下のような１４のグループが作られた。 
 
 
グループ名 研究内容 代表者 
国語科教育 研究発表会や教育実習などの機会を通して、よりよ
い国語科の授業のあり方を探る。 
米田猛（学部） 
社会科教育 楽しく分かる社会科の授業づくりについて考える。 岡﨑誠司（学部） 
算数・数学教育 授業実践や協議会を通して、数学的な見方や考え方
を育てる指導の在り方について追究する。 
河原弘幸（附属
中） 
理科教育 理科の授業実践について、テーマを決めて、単元構
想を行い、実際の授業を通して、検証する。 
松本謙一（学部） 
 
音楽教育 よりよい音楽授業のあり方について研究する。 松本淸（学部） 
造形教育 幼小中のつながりを意識しながら、造形教育で身に
つける力について研究する。 
隅敦（学部） 
家庭科教育 新学習指導要領にもとづいた授業実践の開発と研究
を行う。 
磯﨑尚子（学部） 
 
健康教育 児童・生徒の生活習慣について実態を捉え、心身と
もに健康な生活を送るための支援のあり方を探る 
神川康子（学部） 
英語科教育 小学校における英語活動を含め、楽しくわかる英語
科の授業づくりを考える。 
岡崎浩幸（学部） 
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グループ名 研究内容 代表者 
生活・総合 幼稚園（生活単元学習）、小学校（生活・総合）の
授業をビデオに撮り、授業分析を行いながら、支援
のあり方を探る。 
松本謙一（学部） 
支援ツール開発 障害をもつ子どもたちの自立を促す支援ツールの開
発について研究する。 
阿部美穂子（学
部） 
ムーブメント 
教育 
幼児の運動遊び、小学校低学年の体ほぐしの運動、
特別支援教育の自立活動や体育で実践するムーブメ
ント教育を取り入れた授業づくりについて考える。 
阿部美穂子（学
部） 
 
障害理解教育 障害理解教育のあり方やその効果について、実践を
通して追究する。 
西館有沙（学部） 
特別支援教育 
キャリア教育 
知的障害特別支援学校における新たなキャリア教育
のあり方に資する有機的な取り組みのあり方につい
て、授業実践を通して検討する。 
水内豊和（学部） 
 
（３）ワーキング・グループ会議 
第１回 平成２４年４月１６日（月） 
 ・今年度の企画・参加者募集について （持ち回り） 
第２回 平成２４年５月１６日（水） 
 ・今年度のグループの確定 （持ち回り） 
第３回 平成２４年５月２３日（水） 
 ・今年度のグループ予算の確定 （持ち回り） 
第４回 平成２４年１２月４日（火）（於：附属中学校第 1 研修室） 
 ・来年度のプロジェクトについて 
 
（４）グループ研究代表者懇談会 
 ９月１９日（水） グループ研究を実施する上での情報交換 
 
（５）運営組織（平成２５年３月３１日現在） 
 ①附属学校運営委員会 
・学部： 北村潔和（学部長）、小川亮（附属人間発達科学研究実践総合センター長）、
橋爪和夫（教務委員長）、野平慎二（発達教育学科長）、堀田朋基（人間環境システ
ム学科長）、笹田茂樹 
 ・附属幼稚園： 徳橋曜（園長）、平井久美子（副園長） 
 ・附属小学校： 岡﨑誠司（校長）、荒治和幸（副校長） 
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 ・附属中学校： 米田猛（校長）、矢野勝也（副校長） 
 ・附属特別支援学校： 大川信行（校長）、泉溪正十（副校長） 
 
 ②ワーキング・グループ 
 ・学部： 小川亮、笹田茂樹、野平慎二（長）、長谷川春生 
 ・附属幼稚園： 加藤ちえみ 
 ・附属小学校： 北岡明 
 ・附属中学校： 北岡聡 
 ・附属特別支援学校： 書川隆行 
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グループ研究 
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国語科教育グループ
国語科授業の研究
代 表 ： 米田 猛
附属小学校 ： 草野 剛、北岡 明、松井智史
附属中学校 ： 長澤信行、萩中奈穂美、宮崎理恵
附属特別支援学校 ： 加藤雄一
１． 活動の方針
附属小学校・附属中学校の日常的な研究活動に即した研究実践内容にする。具体的には、
(1) 研究発表会で公開する授業や校内研究授業などの学習指導案検討を行う。
(2) 日常的な授業において、お互いに観察を行う。
(3) 教育実習の指導の在り方について、検討を行う。
したがって、特別に研究主題を設けてする研究ではない。また、上記(1)～(3)の研究は
附属教員にも学部教員にも喫緊かつ重要な課題であり、この研究を行うことは、そのまま
附属校園の使命を果たすものでもある。
２． 活動の実際
201２．４．１２（於附属中学校）
(1) 附属小学校「春の教育研究発表会」（201２.6.１４）における公開授業の学習指
導案検討会を行う。
「じゅんじょをせいりしてつたえよう」（小学校１年 授業者・北岡 明）
「自分の考えを明確にしながら読もう」（小学校５年 授業者・松井智史）
(2) 附属中学校「教育研究協議会」（201２.6.５）における公開授業の学習指導案検
討会を行う。
「『類義のオノマトペ』の微妙な違いを分かりやすく説明しよう」（中学校２年
授業者・萩中奈穂美）
「人物像をとらえよう」（中学校１年 授業者・宮崎理恵）
(3) 教育実習の打合せ
［教材の問題］
① 実習生に授業させる単元・教材について、年間計画の時点で決めてほしい。
② 実習生が基礎的･基本的な知識･技能を学べる教材であってほしい。
③ 毎年同じ教材ではなく、意図をもって選んでほしい。
④ 学年のバランスを考え、文種等のバランスをとってほしい。
［学習指導案の問題］
① 学部・教育法で指導している指導案
［実習生への指導内容の問題］
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201２.６．２０（於附属中学校）
(1) 協議会等で指摘された課題について
① 学習課題について
② 単元構想について
③ 教材の特性について
(2) 附属学校として、個人として今後の課題としたいこと
① 教材文に向かう子どもの動機付け
② 思考の組み替え場面
201２.1０.５（於附属小学校）
(1) 教育実習の在り方について協議する。
３． 活動の成果と課題
(1) 附属校園の重要な使命であり、かつ日常的に常に問題意識のある「教育研究発表
会」の授業検討（事前・事後）について論議できたことはよかった。特に、小学校
・中学校の授業について（本年度は特に中学校が小学校のことを）知ることができ
たのは、小学校・中学校の連携の観点から収穫である。
(2) 附属校園のもう一つの重要な使命である「教育実習」について、学部と附属校園
とが情報交換できたのは収穫である。今後具体的な教材（実習で扱う教材）につい
て、学部と附属校園との連携を強化し、実習生に対して一貫した指導ができるよう
に、工夫したい。
（文責・米田 猛）
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社会科教育グループ
「おもしろい社会科授業」の創造（７）
人間発達科学部 岡﨑 誠司・笹田茂樹
附属小学校 岩滝修二・阿久津 理
附属中学校 堀内 和直・北岡 聡・坂田 元丈
はじめにー研究の目的と方法ー
これまで本共同研究プロジェクトでは、公開された社会科授業の観察・批評を通して、
あるべき社会科授業の姿を探求してきた。そして、五年前までは、「資料活用能力とは何
か」「思考力とは何か」に焦点を当ててあるべき社会科授業の姿を明らかにしていった。
ただし、四年前より評価問題の検討を通して、上記の問いに答えていくこととした。その
際、実践した授業との関わりのもとで、評価問題とその背景となる理念を明らかにしよう
とした。そこで、本年度もこれまでに引き続いて、授業実践との関わりのもと、評価問題
を検討し育成するべき能力を明らかにすることとした。以下、研究目的と方法を明示し、
共同研究プロジェクトの概要を説明する。
（１）研究の目的
授業実践の事実を明らかにし、実践後実施した評価問題を検討することを通して、学力
についての考察を深める。
（２）研究の方法
各会合での提案者を決め、提案する評価問題は評価に至る過程での授業内容と合わせて
提案し、それぞれ協議する。そうして、「おもしろい社会科授業の条件」を探求する。
第1回共同研究プロジェクト（7月） 研究の目的と方法の検討・研究計画案の検討
第2回共同研究プロジェクト（7月） 評価問題の検討
第3回共同研究プロジェクト（10月） 評価問題の検討
第4回共同研究プロジェクト（12月） 評価問題の検討
検討会の提案においては、これまでと同様、評価問題の実物はもちろん、評価範囲・評
価問題作成の意図・評価基準を明らかにするよう努めた。それぞれについて、昨年度同様、
以下に確認しておこう。
〈評価範囲〉
具体例として提示した評価問題は、「実際の授業でどのような学習範囲に該当するのか」
を明示することにした。必要があれば、検討会において教科書の該当ページのコピーを配
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布した。
〈評価問題作成の意図〉
「なぜこのような評価問題が作成されるのか」意図を明示することによって、評価問題
が適切なものかどうか議論を深めた。ここでは、作成者の学力観や学習指導要領の解釈が
検討されることになる。
〈評価基準〉
個別的個性的な授業であれば、評価問題に対する評価基準は、やはり個別的個性的にな
らざるを得ない。これを作成者が明らかにすることで、学年に応じた発達段階の仮説を設
定できるだろう。
以上の手順・視点で進めてきた共同研究プロジェクトをまとめるに当たり、一定の結論
を出すことはしていない。本プロジェクトの最大の目的は、メンバー一人ひとりの教師と
しての力量形成にある。したがって、一人ひとりがどのような実践を積み、どのような学
力観に至ったのかを大切にしたいと考えているからである。そこで、基本的には、全員が
執筆することにして、単元の実践概要・評価問題・成果と課題を全員書くことにしつつ、
具体的内容については自由記述とした。そのような過程を経て、本プロジェクトは、さら
に数年かけて、この研究を進め、成果を挙げることをめざしている。
（岡﨑誠司）
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２．小学校第４学年「思考・判断能力」を育成する授業概要と評価問題
－単元「わたしたちの生活とごみ」の評価問題の検討を通して－
（１）単元「わたしたちの生活とごみ」の実践概要
① 単元のねらい
○ 富山市のごみが最終処分場に至るまでの仕組みを意欲的に調べ、ごみ減量化につ
いてできることに進んで取り組もうとする。 （社会的事象への関心・意欲・態度）
○ 調べた事実から自分の生活の仕方とごみ処理との関係や未来の富山市のよりよい
在り方について考えることができる。 （社会的な思考・判断・表現）
○ 自分たちの生活を理解するために、家庭でのごみの処理のきまりを調べたり、市
全体のごみ処理の現状を読み取ったりすることができる。
（観察・資料活用の技能・表現）
○ 富山市のごみ処理が計画的に行われていることや自分たちの生活とごみ処理との
関係を理解することができる。 （社会的事象についての知識・理解）
② 単元について
○ 本質は良好な生活環境の維持ときまり
廃棄物を適切に処理しなければ、良好な生活環境を維持していくことはできない。その
ためには、きまりが必要となってくる。ごみを排出する人と処理する人が異なっているた
め、同じ目的に向かうためにきまりが必要となってくるのである。
きまりは、見方を変えてみると、問題点の裏返しである。問題点を改善するためにきま
りは作ら用に取り組んでいる。このような富山市の取組には、市民の協力が不可欠であり、
今後、より一層の協力が求められている。
一方子どもたちは、富山市の取組について、ごみを家庭から出してから最終的に処分す
るまでの仕組みに目を向けて学習を進める。そうすることで、子供たちは家庭からのごみ
出しの様々なきまりが、実はごみを効率よく、計画的、組織的に処理するためであること
に感心したり、ごみの処理・利用のされ方の工夫を知って驚いたりしていくだろう。そし
て、廃棄物の処理の仕方や資源として利用していく取組、行政の計画的な取組を学習して
いく中で、行政の取組のよさや法やきまりが良好な生活環境や廃棄物処理量と関連してい
ることを感じていくと思われる。
このような流れで学習し、現在の仕組みやきまりが抱える最終処分場建設の問題と出会
うことで、子供たち自身が、自分の家庭でのごみの減量化や資源の有効な利用の在り方を
真剣に模索していくと考える。
（２）単元の展開 全１４時間
学習活動 子どもの概念と思考の深まり・学ぶ喜び
第１次 わたしたちは、どんなきまりのもと、ごみを出 素朴概念
しているのだろう（６時間） 美しい富山市→きまり 多くの人がごみ処理に携わって工夫や
○ ごみが山積みの他都市の様子を見る。 努力をしてきれいな町が保たれている。
・ 町は美しいのが当たり前だったけど、処分する所
がなくて、きまりが守られないと大変なことになる。問題意識＜他都市と富山市の比較＞
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○ ごみをだす際の家庭でのきまりについて考える。 どんなきまりや仕組みによって、きれ
・ ぼくの家では、水切りをしたり、串などは折って いな富山市が保たれているのだろう。
から新聞にくるんで出しているよ。その方が軽いし、
ごみ集積所も汚れないよ。 思考の深まり
○ ごみ収集車の様子を見学、インタビューを行う。 ごみを出す人のきまりとごみ処理とい
・ 安全に収集するための服装だ。車を近くにとめて う事象が関連付けられていく。
素早く収集している。決められた時間に持って行く ごみを出す人の立場から「安全・効率
ためだな。水切りをしているから、軽くて速く運べ ・衛生的」という見方が養われる。
ている。家でのきまりが生かされている。 新しい概念の形成 学ぶ喜び
○ クリーンセンターでのごみの処理の様子を知る。 ごみを出す人とごみを処理する人が、
・ 効率よく、安全に、衛生的に処理をしているはず きまりを意識し、『安全に、効率よく、
だ。害のあるものは外に出さない仕組みだと思う。 衛生的なごみ処理』に努めているから、
きまりを守ることで、安全に処理できるんだ。 美しい富山市が保たれている。
第２次 ごみの量は、きまりによって、どのように変化 問題意識＜昔と今の比較の構成＞
しているのだろう（５時間） どうしてこんなにごみが増えているの
○ 富山市のごみの処理量について考える。 だろう。
・ ごみ処理のきまりや仕組みがきちんとしているの
に、なぜこんなにごみの量が増えているの？ 思考の深まり
・ 昔は、ごみを家で燃やしていた。今は、ダイオキ 時代の変化とごみ処理の変化の関係に
シンの法律ができていて、それはできないんだ。 気づく。法とごみ処理量の変化の関係
・ 昔の様子と比べると生活の仕方やきまりが変化し 知る。
ている。ごみの量とも関係が深いなあ。 新しい概念の形成 学ぶ喜び
・ 今は、リサイクルの法律ができて燃やせるごみの 時代の変化や変化にあったきまりをつ
量が減っているというより、リサイクルの量が増え くることによってごみの処理量は減る。
て、ごみが減っているんだ。
○ 最終処分場の様子を知り、今後、予想される問題に 問題意識
ついて考える。 きまりを作って処分場を作っているの
・ そんなに前から次の処分場のことを計画していた に、次の最終処分場が決まっていない
んだ。でもまだ何もしていないのは、どうして。 のはどうしてだろう。
・ 処分場の近くの人も協力する気持ちはある。でも 思考の深まり
灰を捨てるところが近くになるのは、心配なんだな。 ごみを出す人、ごみを処理する人、以
まだ決まっていないならどうすればいいのだろう。 外の新しい立場で考える。
第３次 ごみを減らすには、どうすればよいのだろう 見えてくる本当の問題
（３時間） きまり→美しい富山市 ごみを出す人が、ごみを減らす取組を
○ 現在のごみ出しのきまりを見直し、未来を見通した しなければ、処分場の問題は解決しな
きまりを考え、行政の人に提案する。 い。どんなきまりをつくればいいのだ
・ ごみを処理する人たちは、これ以上できることは ろう。
少ない。ごみを出す人たちが考えないといけない。 思考の深まり
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もっと厳しいきまりにすればよい。 誰に、どんなきまりを、どのように作
・ なぜ、富山市の袋は無料なの？お金をとる決まり ると効果的なのかを、獲得した知識を
にすれば、ごみも減るのに。 もとに、判断する。
・ ぼくたちが考えた”ごみを出すときのきまり”を
聞いてもらってから修正して、多くの人に見てもら 上位の概念の形成 学ぶ喜び
おう。 市民や行政がきまりの意味を考えて行
動することによって、美しい都市が保
たれている。
（３）評価問題
富山市では今まで、もえないごみ
としてうめたてていた小型家電の収
集の仕方をかえることにしました。
右のようなチラシを配り、小さな電
気製品（小型家電）をしげん物ステ
ーションで集めます。
① Ａのらんには、今の富山市がかか
えている問題を伝え、市民に協力す
ることをお願いしたいと思います。
今の富山市の問題を入れて書きまし
ょう。
② この取組は、いずれ、富山市のき
まりにしようという考えがあります。
きまりにするときには、次のような
反対意見が考えられます。
あなたは、この反対意見に答える
ために、チラシのＢのらんにどんな
ことを書きますか。授業で習った費
用のことをつかって答えましょう。
反対意見
市民のためのお金を小型家電のしょ理のためにつかうことになり、ごみしょ理の費用がさらにふ
える。
○ 問題作成の意図と解答例
・問題①…観点【社会的事象についての知識・理解】
＜授業で取り扱った富山市がかかえている主な問題＞
ごみが増加している。資源物として出されている量が伸び悩んでいる。
そして、最終処分場の建設が中止になり、処分場の７割以上が埋まってきている、等
Ａ
Ｂ
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＜解答例＞
・「今、富山市は、最終処分場がいっぱいに近づいていて、次の処分場のことでこまっ
ています。みなさんが出すごみの量をへらしたいので、今までうめたてていた小型家
電を集めます。協力してください」
・問題②観点…【社会的な思考・判断・表現】
＜授業で取り扱った費用に関する事象＞
・ごみ袋の有料化 費用：スラグにかかる費用になる
・一人が１日卵１個分のごみを減量すれば費用の大きな節約になる
・処理場がいっぱいになり、新しい施設をつくるには、調査にも費用がかかり、建設に
は１００億円かかる（八尾の事例）
＜解答例＞
・ごみ袋を有料化して、その費用をまわします。そうすれば、有料化によってごみもへ
るし、小型家電のリサイクルでさらにごみがへります。協力してください。
・費用はかかりますが、このきまりのことを考えて、ものを大切に長く使ってください。
・費用は、ふえますが、処分場は長持ちします。もし処分場がすぐにいっぱいになると、
建設にはたくさんの費用がかかるので、このきまりを守ってください。
（４）成果と課題
プロジェクトチームで検討した点、「授業で獲得した知識や概念をもとにして公正な判
断をする能力」がどのくらい育成されたかをはかる問題として作成した。
この問題では、子供たちが授業で獲得した「ごみ袋の有料化のよさ」や「ごみ処理は市
民と行政が協力して取り組むことにより減量化することができるという考え」、「処分場
の延命に直結するという考え」をもとに解答を考えることができる。
ただ、問題を解くに当たってこのチラシが表している次のような因果関係をとらえなけ
ればならない。「行政が小型家電を回収する（手段・原因）→埋め立てるごみが減る、リ
サイクルによって再資源化が図られる（目的・結果）」
これは、問題文を正確に読み取り、授業で学習したリサイクルの意味を想起する能力が
必要であることを示していると考える。
このように「思考・判断・表現」のうちの「思考・判断」の拠り所となる知識や概念を
授業で獲得した後、ポスターに掲載する言葉を書くという課題によって行政の立場になっ
て「表現」するという形式であれば「授業で獲得した知識や概念をもとにして公正な判断
をする能力」をはかることができると考える。今後も、身につけたい知識や概念を明確に
して授業を行い、このような問題の結果を分析し、授業改善につなげていきたい。
（阿久津 理）
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３．小学校５学年「社会的な思考・判断力」を育成する授業概要と評価問題
（１）単元「わたしたちの生活とお米」の実践概要
第５学年（２）の内容では、稲作が国民の食料を確保する重要な役割を果たしているこ
とや自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを学ぶ。また、ア「稲作が国民の
食生活を支えていること」イ「食料の生産物の分布や土地利用の特色」ウ「人々の工夫や
努力、運輸のはたらき」を具体的に調べることとなっている。
ここでは、我が国の稲作についての理解を深めるだけでなく、食料生産の意味や今後の
在り方まで考えることが大切である。だからこそ、農家やJＡなど稲作に直接かかわる人の
立場、流通する量を調整し一定の米を確保しようとする国の立場、主食である米を食べる
消費者の立場を通して、自分たちと米とのかかわりを考えていく必要がある。
我が国の農家の経営の様子は、規模によって大きく異なっている。稲作が盛んで規模の
大きなところでは、地形条件や気候条件を生かしながら、圃場整備や機械を使った農薬散
布などで、生産の効率化を図っている。一方で、兼業農家としての悩みを抱えながらも、
「受け継いできた水田を守りたい」「食べる量だけは確保したい」といった願いで生産し
ている場合もある。日本の稲作を考える上で、身近な事例、複数の地域を取り上げ、見方
を広げていくことは重要である。両者を比較することで、「安心できる米を安定して届け
たい」という共通した願いにも気づくことができるようにしたい。
昨今、貯蔵技術や陸上輸送が発達したこと、生産者が見える形の販売方法に変化してき
たことは、「生産」を支える一つの要因となっている。「消費」が減り、生産量を調整せ
ざるを得ない現状、収入減に伴い農家数も減少している問題をとらえながら、我が国の今
後の食料生産の在り方を考えるようにしていきたい。
第一次で、農家の工夫や努力に共感した子どもたちは、
「生産者には、質のよい米をこれからもたくさん届けて
ほしい」と願うだろう。だからこそ、第二次で、米を作
る量が国によって調整されている事実提示に、子どもた
ちは驚き、その原因を探っていくと考える。「畑作には
見られない生産調整を、国は、どうして適応しているか」と考えることで、食料確保のた
めの米の役割、生産と消費のバランス、農家の収入や後継者不足などの稲作の課題が、浮
き彫りになってくる。子どもたちは、様々な視点から日本の稲作の現状と課題について考
えていくと思われる。
そこで、第三次では、今後の稲作についてどうあればよいか、農家、生産者、国などの
立場に立って考える場を設けることで、自分の見方や考え方の成長に気付くことができる
ようにしていきたい。
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（２）単元の展開
① 知識概念の構造図
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② 本時の学習例（９／１２時間）
（１）ねらい
・ 米が生産調整されている理由から、稲作が国民の食料を確保する上で重要な役割
を果たしていることに気づくことができる。
（２）展開
学習活動 指導上の留意点と評価 （下線は資料）
どうして国は、米を作る量を調整しているのだろう
１ 資料を読み取る。 ・ 政府からの通達である生産調整に関する資料を提示
し、内容を読み取る場を設ける。
２ 米を作る量が調整さ ・ 米の消費量に着目した場合には、一人が食べる米の
れている理由について 量の推移や米の消費量と生産量の推移（グラフ）を提
話し合う。 示する。価格から、農家の収入の話になった場合には、
ある農家の支出入を提示する。農業経営が成り立たな
くなってきている現状を理解することで、子どもの素
直な思いを引き出していく。
・ 生産調整する米と、調整しない野菜を比較すること
で、稲作の役割について焦点化していく。
どうして国は、米だけを調整するのだろう。
３ 食料確保における稲 ・ 米の価格、戸別保証などの資料を提示し、食料確保
作の役割について話し における稲作の役割を考えることで、国の打ち出して
合う。 いる方針の意味を考えていけるようにする。
・ 今後の稲作の生産や消費の在り方について、どのよ
４ 学習を返り、考えを うにすべきか価値判断している子の意見も認め、立場
書く。 ごとに分けて板書をする。
③ 授業実践の成果
・ 子どもたちが調べ活動や体験活動で獲得した見方や考え方では、「説明ができない
資料（政府からの生産調整通達、新聞記事）」を提示し、焦点化した話合いの場を構
成した。その結果、子どもの心が揺さぶられ、新たな視点から考えを生み出すことが
できた。
・ 生産調整という切り口から、食料確保のための稲作の役割に迫り、事実認識を確か
にしていった。主食として安定供給させようとする政府の意図を知り、様々なジレン
マを抱えながら米作りに励む農家の思いに共感することで、これからの米作りはどう
あればよいか切実感をもって考えることができた。
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（３）評価問題
① 評価問題例（一部のみ抜粋）
１．右の写真のように、農協（ＪＡ）が中心となっ
て消費者に農作業を体験してもらうイベントを開
いているところがあります。この取り組みは、生
産者や消費者にとってどんなよいことがあります
か。それぞれの立場で書きましょう。
【社会的な思考・判断・表現】
２．１９６０年代から、政府は米の生産調整をして、
米の作付面積を制限しています。しかしながら、
この政策には、賛成・反対の２つの意見がありま
す。あなたは、この政策に賛成ですか、反対です
か。 考えを書きましょう。
【社会的な思考・判断・表現】
② 評価問題作成の意図
１．複数の立場から、一つの事象をとらえることができるかをみる。
２．根拠を明確に示して、考えを表現できるかをみる。
（４）成果と課題
・ １の正答率は９３％と高かった。これまで社会科の学習では、一つの事象がどんな意
味をもつのかを話し合い、多様な見方や考え方にふれることを意識して授業を構成して
きた。また、中学年から継続的に、様々な観点や立場に立って事象をとらえるようにし
てきた。それらの成果と考えられる。
・ ２の正答率は８８％と、想定よりも高かかった。しかし、問題のスペースの制限によ
り、問題に載せた資料の数が少なく、しっかり評価できたかどうか曖昧さも残った。価
値判断を問うには、数個の資料ではなく、資料集全てを活用したり、複数の資料を関連
づけて述べたさせたりするなどの工夫が必要であった。
・ 子供たちの誤答をみると、考えたことを表現する力、説明する力が十分に育ってい
ないように思われた。たとえば、田の耕地整理前と耕地整理後の様子を表す絵から、農
作業をしやすくなった工夫を読み取り記述する問題も、観点をとらえにくいものがあっ
た。社会的事象について、資料を根拠にして説明することは、社会的な見方や考え方を広
げるために有効である。表現力が向上できるよう、一人一人にあった指導をしていきたい。
・ 社会参画の基礎を培うといった視点から、社会的事象を自分ごととして捉えることが必
要である。今後も、単元を通してこれまでの自分を振り返ったり、これからの自分の在り
方を考えたりする場を設けていきたい。 （岩滝 修二）
16
４．中学校 1 年生 思考・判断・表現の仮説設定 
―単元「世界の諸地域 ～南アメリカ州～」の評価問題の検討を通して― 
 
（１）単元「世界の諸地域 ～南アメリカ州～」の実践概要 
①全体計画 
第１次 南アメリカの多様な自然環境・・・・・・・・・・・・１時間 
第２次 南アメリカの歴史と文化・・・・・・・・・・・・・・１時間 
第３次 変化する農業と鉱工業・・・・・・・・・・・・・・・１時間 
第４次 ブラジルに見る環境問題と対策・・・・・・・・・・・２時間（本時２/２） 
  第５次 南アメリカのまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 
 ②本時の学習 
 ア 本時の目標 
・ ブラジルにおける森林法改正案について、ブラジルの国会議員の立場で「どうしたらよ
いのか、どの解決策がより望ましいのか」を経済発展と自然保護の両面から思考し，根拠
を明確にして自分なりの判断を行うことができる。   
 イ 本時の展開 
 学習活動 指導上の留意点（言語活動との関連） 
課
題
の設
定
・把
握
 
○ 本時の学習課題を確認する。  
 
 
・前時にまとめた自分の考えを
確認するとともに、価値判断を
行う活動であることを意識さ
せる。 
（①教科の付けたい力） 
  
 
 
 
課 
題 
の 
追究 
・ 
解決 
 
 
 
○ 改正案について、全体で話し合う。 
【森林法改正に賛成する。】 
・ 資料１より、現行法を遵守できないほど農民は困っているのではない
か。農民を守るために改正は必要だ。 
・ 資料１によると現在は所有地の８０％を残しておくことが求められ
ているが、厳しすぎると考える。農地に転用することができるように
緩和してはどうか。 
・ 資料６からアメリカの穀物メジャーに縛られている農民の姿がわか
る。自国の農民を解放するためには、開発できる範囲を広げて自らの
農地が持てるようにする必要がある。 
・ 地球温暖化が心配だというが、資料１１によると二酸化炭素量に影響
はないとある。ある程度の開発は必要ではないか。 
反論 
・ワークシートをもとに生徒の
意見を把握しておき、意図的指
名が行えるようにしておく。 
 
 
 
 
 
・意見は根拠を明確にして述べ
るように助言する。 
 
 
 
あなたがブラジルの国会議員なら、森林法の改正案についてどう判断するだろうか。 
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課 
題 
の 
追究 
・ 
解決 
△ 賛成派の言う、「国民の生活を守る」ための方法はほかにもある。現
状を改善することにこだわらず、産業構造を変えていくなどの工夫を
行うことで、アマゾンの熱帯雨林の保護と両立する方法を模索すべき
ではないのか。 
【森林法改正に反対する。】 
・ このままでは森林がなくなり、地球温暖化が進んでしまう。 
・ 資料１０から生物多様性を守らねばならないと思った。多くの生き物
のすみかを考えると、改正案には同意できない。 
・ 資料１０から、先住民の住処、薬用植物を活用する知恵などが奪われ
ていくと、民族が途絶え文化も途絶えてしまう。保護を緩めて開発を
促進するわけにはいかない。 
・ 資料９より、消失した森林が世界一であることがわかる。もはやブラ
ジルだけの問題ではなく、地球規模の問題として森林保護の問題をと
らえる必要があるのではないか。 
・ 資料７より、日本の国土の 2 倍の面積の森林が失われるのは大きい
ことだ。また、世論調査で８５％が反対しているものを議員として賛
成してもよいものなのか。 
反論 
△ 地球規模の問題であることはわかるが、国会議員として国民の生活に
ついて真剣に考える必要があるのではないか。資料２のレベロ氏のよ
うに、農民を少しでも救うことを考えなくては国は成り立たない。 
【森林法の改正は一部とする。】 
・ 保全も必要だが開発も必要。資料１にある、法定アマゾン地域におい
ては所有地の森林の８０％を保護、その他は２０～３５％の保護とい
うようにこれまでも開発と保護のバランスを考えながら法律が作ら
れてきている。今の生活に合わせたちょうどよいところを注意深く探
っていく必要がある。 
・ 資料７より、世論調査で８５％の反対があるということから保護は必
要だと思われるが、開発の観点から見た法規制の緩和は必要ではない
か。山の尾根や斜面、河川周辺の開発には反対だが、小規模農業者に
対する免除は認めていくとよいと思う。 
・ 国会議員は国民全体が幸せに豊かに暮らせることを考えなくてはな
らない。様々な考えを考慮しながら、それぞれのよさを取り入れて結
論を出していかなくてはいけないのではないか。だから、規制を緩め
るのではなく、農民の生活がよくなるよう生活援助をしていけばよい
のではないか。 
反論 
△ 森林はこの法律で今まで保護されてきた。一部改正であっても法律を
緩めることには変わりなく、確実に環境破壊が進む。森林を守る法律
は少しも変えてはならないのではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・それぞれの立場について理由
を述べさせた後、反論を述べさ
せる場面を設定する。 
（②思考を促す） 
 
 
 
 
 
 
・賛成、反対、一部改正に分け
るとともに、理由と反論を別の
色で書くなど構造的な板書に
する。 
（②思考を促す） 
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課 題
の 
定着 
・ 
発展 
 
 
 
 
 
 
○本時の話し合いを通して考えたことを隣とペアで話し合う。 
 ・農民のことを大切に考えなくてはいけないことは十分にわかったが、地
球環境を長い目で見るとやはり自然保護の立場は譲れない。今を乗り切
るためにしたことで、後の世代にツケを残すわけにはいかない。 
・僕は自然保護が大切だと考えて改正には反対の立場だが、国民を守ると
いう考えから賛成の人の思いもわかった。ブラジルの人たちも自然保護
と経済発展のどちらも大切だとわかっているから葛藤しているのだろ
う。 
○課題についてわかったことや討論を通して考えたことをもとに、自分の考
えをワークシートにまとめる。 
・ 国会議員として、国民も守らなければならないし、地球全体のことも
考えなくてはいけない。開発と保護のバランスを考えて、小規模農家
に対する植えなおしの免除のみ認めることとし、そのほかは認めない
ことが望ましいと考える。 
 ・ 改正には経済発展の観点からやはり賛成だが、自然保護の重要性もよ
くわかったので、これ以上の伐採や法律違反が起きないように監視を
しっかりとしていくようにしなければならないと思う。 
・自分が討論を通して考えたこ
とを相手に伝えることを通し
て、全員が自分の考えを述べる
ようにする。 
 
 
 
 
 
・最後に自分の考えを書き表す
ことで、より望ましい解決策を
考えるようにする。 
（① 教科の付けたい力） 
（③全員が主体的に取り組む） 
 
ウ 資料 
資 料 １  こ れ ま で の 森 林 法   資 料 ２  森 林 法 改 正 と 農 業  資 料 ３  ア マ ゾ ン 横 断 道 路  
資 料 ４  大 豆 集 積 所  資 料 ５  大 豆 生 産 者   資 料 ６  ブ ラ ジ ル に お け る 産 業 別 労 働 者 数 と 所 得  
資 料 ７  法 改 正 に よ っ て 失 わ れ る 森 林   資 料 ８  森 林 法 改 正 の 問 題   資 料 ９  消 失 し た 森 林  
資 料 １ ０  生 物 多 様 性   資 料 １ １  ア マ ゾ ン の 熱 帯 雨 林  
 
（２）評価問題 
 ①評価問題 
問い ゆうこさんとまいこさんのクラスでは、下の資料 A をもとに「あなたがブ
ラジルの国会議員なら、森林法改正案についてどうしますか」という課題で
討論を行った。資料１～８を見て、次の問いに答えなさい。 
まいこさんは、はじめは反対派の立場であったが、資料３ および資料４ を
用いた賛成派の意見を聞いて「森林法は改正すべきである」と立場が変わっ
た。まいこさんは討論の最後の結論 をどのようにカードに書くと考えられる
か、はじめにもった考えからの変化も入れて書きなさい。  （「わたしは
森林法の改正に・・」につづけて書きなさい。） 
資 料 １  こ れ ま で の 森 林 法   資 料 ２  大 豆 生 産 者   資 料 ３  森 林 法 改 正 と 農 業  
     資 料 ４  ブ ラ ジ ル に お け る 産 業 別 労 働 者 数 と 所 得   資 料 ５  ア マ ゾ ン 横 断 道 路  
     資 料 ６  生 物 多 様 性   資 料 ７  森 林 法 改 正 の 問 題 １    資 料 ８ 森 林 法 改 正 の 問 題 ２   
資 料 ９  法 改 正 に よ っ て 失 わ れ る 森 林  
 ② 評価問題作成の意図 
   この単元は、学習指導要領解説では、アマゾンの森林破壊の実態、サトウキビ・小麦の生
産地域の編成、バイオ燃料の普及、焼畑をする人々の暮らし、環境保全に対する農民の意識
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や政策など追究することで、環境問題やエネルギー問題を地域に即してとらえ、南アメリカ
の地域的特色の理解する、ことにあたる。 
   本問題は、中学校第１学年の思考・判断・表現の能力を評価しようとしている。授業では、
ブラジルの国会議員の立場になって、森林法改正の是非について「討論」を通して判断させ
る展開であったが、今回は価値判断を行う実験群の学級と行わない統制群の学級とを分けて
本単元を進めた。本問題では、話し合いを通して自分の考えの立場が変わった場合の結論に
ついて書かせる問題となっている。「資料３と資料４をもとにした意見によって考えが変化
した」ことと、「はじめにもった考えからの変化を入れて書く」ことを条件としたことで、
資料が表わしていることを正確に読み取り、どのような思考をし価値判断をしていくことが
考えられるのかを表現することが必要となる。 
   用いる資料を同じにするが、授業の中ではなかった思考の流れを設定として取り上げるこ
とで、授業を応用して考えなければならない。だから、思考・判断・表現の能力が身に付い
ているかを評価する応用的な問題にしやすい。そこで、上記のような出題となった。 
③ 評価基準 
   
 
解答欄 
 わたしは、森林法の改正に 賛成します。 
はじめは、森林がなくなり地球温暖化が進むと考え反対していました
が、そこに住む人のことも大事にしなくてはいけないと感じるようにな
りました。森林をできる限り農地として切り開くことで農業が発展しア
メリカを追い越せるようになれば、国も発展するし低い所得しかもらっ
ていない農業で働く人たちを助けることができると考えました。 
 その上で、伐採しすぎないように見張っていけばよいと考えます。  
 
 
 
 
（３）成果と課題 
 ① 成果 
   資料の読み取りがしっかりできていると同時に、その資料に基づいた思考の流れがしっか
りと整理されている回答が多く見られた。提示された課題について、資料を基に考え思考を
整理して考えを深めることができたかどうかを評価することができる問題となっていたと
考える。 
 ② 課題 
実験群の学級と統制群の学級では、あまり大きな回答の質の差が見られなかった。今回の
評価問題においては、「討論」を通した価値判断を行う授業の効果を検証するには至らなか
ったといえる。資料の用い方、問題の設定の仕方をより工夫していく必要がある。 
☆正解のポイント１ 
結論が書かれていること 
☆正解のポイント２ 
問題で指定された「はじめの考え」
が書かれていること 
☆正解のポイント３ 
資料３、４から読み取れることがどちらも書かれていること 
20
５．中学校第２学年・思考・判断・表現の能力の仮説設定
－単元「欧米諸国の衝撃と日本」の評価問題の検討を通して－
(1) 単元「欧米諸国の衝撃と日本」の実践概要
１） 単元の目標
・欧米諸国における近代社会の成立とアジアへの進出に対する関心を高め、意欲的に追究しようと
する。 【関心・意欲・態度】
・欧米諸国における市民革命や産業革命、アジア諸国の動きなどについて多面的・多角的に考察し、
その過程や結果を適切に表現している。 【思考・判断・表現】
・開国とその影響について、多面的・多角的に考察し、公正に判断して、その過程や結果を適切に
表現している。 【思考・判断・表現】
・開国とその影響に関する様々な資料を収集し、有用な情報を適切に選択して、読み取ったり図表
などにまとめたりしている。 【技能】
・欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解し、その知識を身に付けている。
【知識・理解】
２） 全体計画（全７時間）
①フランス革命がおこったのはなぜだろうか･･････････････････････････････････････１時間
②産業革命によって社会はどのような変化をしていったのだろうか････････････････１時間
③片貿易から三角貿易へと変化したのはなぜだろうか･････････････････････････････２時間
④あなたが当時の幕府の老中だったら
ペリーにどのような回答をするだろうか･･････････････････････３時間（本時２／３）
３） 本時の学習
ア 目標
・開国を迫られた際の幕府の対応について、当時の世界情勢や日本国内の世論などを踏まえて、公
正に判断することができる。
イ 展開
学習 学 習 活 動 指導上の 配時
内容 留意点 （分）
課題 ○本時の学習課題を確認する。 ・配布資料 5
の設 を確認させ、
定・ 課題意識を
把握 高めさせる。
課題 ○幕府の会議に出席しているという形で意見交換を行う。 ・座席は、 35
の ・国書の内容をすべて受け入れる 互いの表情
追究 〈理由１ ペリーに対抗できない〉 が見やすい
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・ ①日本の船と黒船は大きさも装備も違い過ぎる ようにコの
解決 資料１によると、ペリーの乗っていた戦艦サスケハナは日本の大型船 字型になる
の20倍の大きさであり、日本にはない約20門の大砲が装備されてい よう配置す
る。また江戸を火の海にできると言っている。（本時の配布資料） る。
②清と同じように不平等条約を結ばされ半植民地状態になる ・根拠とな
前回の授業から、大国の清でさえイギリスに負けて不平等条約を結ば る資料や読
された。（前時までの授業内容） み取った内
〈理由２ 通商を認めた方ほうがよい〉 容、課題と
○外国の技術を取り入れることは利点が大きい の関連を指
資料２によると、アメリカの技術力がとても高い（本時の配布資料） 摘するよう、
←攘夷を主張している天皇や大名が納得しないのではないか 他の生徒に
←当時の世界情勢を説明すれば、納得させられる も投げかけ、
・国書の内容をすべて拒否する 互いに高め
〈理由１ 日本が通商すると不利なことしかない〉 あっていく
①日本の在来産業が大きなダメージを受ける ようにする。
資料３によると、貿易する国の間に経済力の差があると後発国の在来 ・読み取っ
産業が打撃を受ける。（本時の配布資料） た内容と課
②日本は外国に品物を輸出する能力がない 題との関連
資料３によると、日本の海運力、生産力が欧米諸国に比べて大きく劣 が不十分な
る（本時の配布資料） 場合、他の
〈理由２ 日本国内では多くの人が開国に反対している〉 生徒に投げ
①天皇は開国に反対している かけて指摘
資料４によると、天皇は開国し通商することをとても嫌っている（本 させるか、
時の配布資料） 教師の方で
②大名の半分以上が開国に反対している 指摘し、よ
資料５によると、大名の意見の半分以上が開国を拒否するものだから り合理的な
（本時の配布資料）。 説明を意識
前回までの授業内容によると、改革に失敗し続けている幕府に対して させる。
改革に成功し力をつけた藩もいるから
③庶民の意見も無視できない ・生徒の思
資料６によると、庶民は黒船に対してあまり動揺しておらず幕府の弱 考を助ける
腰姿勢を非難しているから（本時の配布資料） ような構造
←黒船で江戸が火の海にされてもいいのか 的な板書を
←天皇や大名の協力を得ればよい 工夫する。
・通商以外の内容を認める
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〈理由 日本が通商すると不利なことしかないから〉
①日本の在来産業が大きなダメージを受ける
資料３によると、貿易する国の間に経済力の差があると後発国の在来
産業が打撃を受ける。（本時の配布資料）
②日本は外国に品物を輸出する能力がない
資料３によると、日本の海運力、生産力が欧米諸国に比べて大きく劣
る（本時の配布資料）
③すでに薪水給与令を出している
前回までの授業内容から、アヘン戦争で外国の力を知った幕府は異国
船打払令を取り消し、薪水給与令を出した
←ますます弱腰だと天皇や大名が批判するのではないか
←すでに行っていることであることや攘夷は難しいということを説明
すればいいのではないか
課題 ○他人の意見を聞いた上での回答をワークシートに記入する。 ・はじめの 10
の 定 回答と比較
着・ し、変化し
発展 た理由を考
えさせる。
ウ 資料
資料１ 黒船の力 資料２ ペリーが持参した献上品
資料３ 貿易の利益 資料４ 孝明天皇（ペリー来航当時の天皇）
資料５ 開国に対する大名の意見 資料６ ペリー来校時の狂歌
(2) 評価問題
１） 評価問題
問い 青島君のクラスでは、「あなたが幕府の老中だったら、ペリーにどのような回答
をするだろうか」という課題で話し合いを行った。そして青島君は、「日本国内では、
明確に攘夷を実行すべきだという意見はあるものの、ペリーの乗船している船は日本
とは比べものにならないほど大きく太刀打ちできないので、国書の内容をすべて拒否
するのは大変難しい。しかし、アメリカのような先進国との貿易は日本の産業にとっ
て不利であるから。」という理由で、「通商以外の国書の内容をすべて受け入れる」と
いう回答を考えている。根拠となる資料をすべて選び、解答欄の当てはまるものを囲
みなさい。
資料（本時の学習と同じ資料であるが、資料番号は異なっている。）
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資料１ 貿易の利益 資料２ ペリーが持参した献上品
資料３ ペリー来校時の狂歌 資料４ 孝明天皇（ペリー来航当時の天皇）の書簡
資料５ 黒船の力 資料６ 開国に対する大名の意見
２） 評価問題作成の意図
この単元は、学習指導要領解説では、幕府が対外政策を転換して開国したことと、その
政治的及び社会的影響を理解させ、それが明治維新の動きを生み出したことに気づかせる、
ことにあたる。
本問題は、中学校第２学年の思考・判断・表現の能力を評価しようとしている。授業で
は、幕府の会議に参加している老中の立場になって、ペリーへの回答について判断させる
展開であったが、本問題では、ペリーへの回答の根拠となる資料をすべて選ばせる展開と
なっている。例えば、「明確に攘夷を実行すべきだと意見はある」というのは、資料４「孝
明天皇（ペリー来航当時の天皇）の書簡」に「幕府は攘夷を決行し、蛮人たちを打ち払わ
なくてはならない」とあるので、解答欄の資料４を囲む。
用いる資料を同じにするが、授業で話し合われていない内容について出題することで、
授業を応用して考えなければならない。だから、思考・判断・表現の能力が身に付いてい
るかを評価する応用的な問題にしやすい。そこで、上記のような出題となった。
３） 評価基準
・資料１、資料４、資料５、資料６
解答は、上記の通りである。授業と同じように出てきた意見に対して根拠となる資料を
考えればよいので、容易に考えることができる。だから、すべての資料を選ばなければ「思
考・判断・表現の能力は身に付いていない」と言わざるを得ない。
４） 思考・判断・表現の能力の定義仮説
ここで紹介したような授業を実施し、評価問題を作成している筆者にとっては、思考・
判断・表現の能力とは、以下のようなものと定義することができるだろう。
社会的事象について合理的に思考・判断・表現を行う能力
(3) 成果と課題
１） 成果
授業で学習したことを覚えれば解ける問題ではなく、授業で身に付けた判断の能力を応
用して解く問題を作ることができ、より質の高いものとなった。また、回答が選択式であ
るため、採点基準をはっきりさせることができた。
２） 課題
授業で使用した資料が大変多く、問題を解くのに時間がかかるので、定期考査にはふさ
わしくないと思われる。今後は、資料を精選した問題も検討したい。
（文責 堀内和直）
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６．中学校第３学年・思考・判断・表現の能力の仮説設定
― 単元「現代の日本と世界」の評価問題の検討を通して ―
（１）単元「現代の日本と世界」の実践概要
１）単元の目標
・ 現代の歴史的事象に対する関心を高め、意欲的に追究して現代の特色を捉えようと
している。 【関心・意欲・態度】
・ 現代の特色について課題を設けて追究したり、意見交換したりするなどして、歴史
的事象を関連付けて予想を立てたり、検証するために資料を基に考えたりすることが
できる。 【思考・判断・表現】
・ 現代の特色について、資料から読み取れることを検証の根拠として活用することが
できる。 【技能】
・ 現代の特色について理解することができる。 【知識・理解】
２）全体計画 （全１４時間）
第１次：なぜ、人は歴史を学ぶのか・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間
第２次：戦後は、いつ始まったのだろうか・・・・・・・・・・・・・・・３時間
（本時３／３）
第３次：なぜ、戦後の諸改革が行われたのだろうか・・・・・・・・・・・１時間
第４次：なぜ、日本国憲法が制定されたのだろうか・・・・・・・・・・・１時間
第５次：なぜ、冷戦が始まったのだろうか・・・・・・・・・・・・・・・１時間
第６次：どのように日本は国際社会に復帰したのだろうか・・・・・・・・１時間
第７次：どのように高度経済成長を遂げたのだろうか・・・・・・・・・・１時間
第８次：なぜ、沖縄返還が実現したのだろうか・・・・・・・・・・・・・２時間
第９次：どのように日中国交正常化が行われたのだろうか・・・・・・・・１時間
第10次：なぜ、冷戦が終結したのだろうか・・・・・・・・・・・・・・・１時間
第11次：現代の時代の特色はどのようにまとめられるだろうか・・・・・・１時間
３）本時の学習
ア 目標
戦後の始まりの時期について、様々な資料を互いに関連付け、根拠を示しながら
解釈することができる。
時代の転換の様子について近代の特色と現代の特色の違いを捉えるとともに、歴
史には見方・考え方によってさまざまな解釈が成り立つということを理解する。
イ ねらいに迫るために充実させたい言語活動
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時代における変革の特色を考えて、時代の転換の様子をとらえる活動を行う。戦
後の始まりの時期について、解釈するために用いた資料を根拠に発言させる。さら
に、複数の説について、互いに反論の資料なども参考にしながら、解釈したことや
その根拠の妥当性を対話させる。
ウ 展開
学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点
課
○前時までの学習を確認する。 ・いくつの考え方に分け
題
Ｆ出版社の編集会議の場面を想起させる。 られるかを尋ね、視点
の
を分類させておく。ま
設
た、最も重視する意見
定
はどれか指示し、意見
・
○本時の学習課題を確認する。 を絞り込ませておく。
把
握
戦後はいつから始まったと言えるのだろうか。
○課題に対して意見交換する。 ・座席は互いの表情が見
Ａ案「玉音放送」があった1945年8月15日 えて話し合いがしやす
＝【戦闘のない日本が始まった】 くなるようコの字形に
・資料には、天皇が自らポツダム宣言受諾について国民に伝え、国民 配置し、案ごとにかた
の多くが、この日に戦闘が終わったと認識したとある。また、この まる。
日以降、空襲や灯火管制も終わり、国民は平和を実感したから。 ・前時に回収したワーク
⇒しかし、戦闘はこの日に終わったかもしれないが、法律をはじめと シートから、生徒の意
する戦時体制や国民生活の混乱は終わっていないので、戦時中と変 見を把握しておき、さ
わっていないのではないか。 まざまな考え方やその
Ｂ案「ミズーリ号上の降伏文書調印」の1945年9月2日 根拠が出るよう、意図
＝【アメリカ主導の占領・改革が始まった】 的指名を行う。
・資料には、正式な降伏が調印された結果、戦闘が終わり平和が訪れ ・戦後の始まりとそれま
課 たとあるから。また、樺太などではソ連と8月15日以降も戦闘が続 での時代の様子につい
題 き、この日、正式に連合国側との戦争が終わったとされているから。 て対比し、「主張」と
の ⇒しかし、降伏文書調印は文書上であって、国民の多くは8月15日以 「根拠」となる資料と
追 降戦闘が終わったと認識していたし、「国民主権」という視点から をつなげる「理由付け」
究 は説得力に欠けるのではないか。 を整理できるようワー
・ Ｃ案「日本国憲法公布」の1946年11月3日 クシートを工夫する。
解 ＝【国内の体制が新しく始まった】 ・戦後の始まりを「より
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決 ・資料には、象徴天皇制や憲法の三大原則とある。それまでは天皇を よい社会をめざして」
主権者に国民の権利は制限されていたが、国民が日本国憲法公布以 「平和」「国民主権」
降は主権者となったことや戦争を放棄したことで、国民を中心とす など「選択の基準」を
る国づくりが始まったから。 想起させ、妥当性の検
⇒しかし、政治的な理念や法制度が変わっても、混乱する国民の生活 証を行うための話し合
がすぐに変化したわけではないのではないか。資料にはすでに世論 いで、論点がずれない
があったと書かれているから、ここを始まりとは言い切れないので よう助言する。
はないか。
○Ａ案からＣ案まで、採用するかしないかを採決する。
・多数決により採用を決める。多様な解釈を認めているので、採用す
るかしないかは、それぞれの案について行う。
課 ○課題について分かったことをまとめる。 ・気付いたことをまとめ
題 ることで、自らの学び
の をふり返らせる。
定 ○次時への見通しをもつ。
着 現代の特色について、学習していくことを確認する。
・
発 なぜ、戦後の諸改革が行われたのだろうか。
展
エ 評価
戦後の始まりの時期について選んだ理由を、様々な資料を互いに関連付け、根拠
を示しながら主張を展開することができたか、ワークシートの記述や発言によって
評価する。
時代の転換の様子について近代の特色と現代の特色の違いを捉えるとともに、歴
史には見方・考え方によってさまざまな解釈が成り立つということを理解できた
か、ワークシートの記述や発言によって評価する。
（２）思考・判断・表現の能力の定義仮説
ここで紹介したような授業を実施し、評価問題を作成している筆者にとっては、思
考・判断・表現の能力とは、以下のようなものと定義することができるだろう。
課題となっている社会的事象について、他に応用して考え、自ら解決方法を見つけ、
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取捨選択したことを言語化して説明する能力。
（３）評価問題
１）評価問題
次の赤羽出版社の会話文を読んで、問いに答えなさい。
あかばね
問い 会話文の説明Ａと説明Ｂを、それぞれ参考にした①～④の資料番号を明記して、
説明しなさい。
康編集長：『日本中世史』の本を出版するんだけど、「武士の世はいつから始まるんだろう」かね？こ
こでは武士にとっての「よりよい社会」を朝廷の影響を受けず「武士が支配できる土地」
と「政治的決定権」と定義付けるね。
優 子：それだったら、大河ドラマでやっている松ケン演じる【平清盛】なんじゃない？
友 美：でも、中学校の歴史で習った【源頼朝】の方が「武士の世」って感じがするなぁ。
麻 衣：私はあえて、【北条泰時】を推すねー。
敦 子：｢ホウジョウ ヤストキ｣ って誰？？
み な み：それまでの武士が土地も位も少なかったけれど、【平清盛】は全国各地の荘園を獲得した
り、自ら太政大臣に就くなど朝廷の高い位を一族で独占するようになったから、武士の世
の始まりと位置づけられるよ！
こじはる：私は資料から【源頼朝】だなぁ。→説明Ａ
まりこ様：資料を見ると【北条泰時】だよ。→説明Ｂ
康編集長：最終的には「ジャンケン」で決めよっか？
(一 同)：編集長ーーっ！そりゃ、ないでしょう（汗）
資料① 乱後の幕府・朝廷政治への影響 資料② 征夷大将軍になるとできること
後鳥羽上皇は隠岐島、順徳上皇は佐渡島、土御門天 征夷大将軍はそもそも東国を平定する（蝦夷を支配す
皇を土佐に流した。上皇が処罰されるのは前代未聞の る）ために出陣する軍団の長ですから、都にいる必要が
ことであり、計画の中心であった貴族や武士が何人も ありません。都から離れたところに臨時基地をつくり、
斬罪に処された。上皇方の貴族・武士の所領はすべて そこに常駐していればいいわけです。この臨時基地を「幕
没収され、功績のあった御家人に与えられた。これに 府」 (基地に置いたテント )といいます。そして、征夷大
より幕府の影響力が西国まで全国に及ぶようになった。 将軍は何しろ遠隔地の幕府に常駐しているわけですから、
また、京都に「六波羅探題」が設置された。おもな役 いちいち都（朝廷）にお伺いを立てずに、徴税したり（税
割は朝廷の軍事面での監視、西国の行政・司法(裁判 )で 金を集める）徴兵したり（兵を集める）、悪い人を罰した
ある。朝廷の政治のあり方まで影響を受け、朝廷はも り（裁判する）など、自分の裁量で現地の行政を行うこ
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はや独自の政治が行えなくなった。 とができます。
資料③ 守護・地頭の設置 資料④ 日本で最初の武家法
源義経を捕らえることを口実に、1185年全国に守護 手紙の内容…「あらかじめ訴訟の裁きの基準を決めて
・地頭を置くことを朝廷に認めさせました。家来とな おき、身分に関係なく公平な裁きが行うことができるよ
ることを誓った武士を御家人にして、先祖から引き継 うに細かなことを記録しておくのである。この式目は律
いだ領地の支配を認めたり、手柄に応じて領地や守護 令と少し違うところもある。（中略）律令の決まりは立派
・地頭の職を与えたりし、これを御恩といいます。御 なものだが、武士や民間にはそれを知っている者は百人
家人は土地に応じて合戦に出る義務を負い、これを奉 千人に一人くらいだ。だから朝廷の役人が勝手に法令を
公といいます。武士は朝廷や貴族の許可がなくても、 用いるので、みな迷惑するのである。」
土地の所有を認められることになりました。そして、 この式目はその後の武家政治の手本とされました。
御恩と奉公による結びつきにより、武士が住民と土地 例）武士が２０年をこえる間、実際にその土地を支配し
などを支配するしくみができました。 ていれば、慣習どおりその支配を認める。（第８条）
２）評価問題作成の意図
この単元は、学習指導要領では「冷戦，我が国の民主化と再建の過程，国際社会への
復帰などを通して，第二次世界大戦後の諸改革の特色を考えさせ，世界の動きの中で新
しい日本の建設が進められたことを理解させる」とある。また、「改訂の要点」では、
歴史的分野の言語活動の充実について、「各時代における変革の特色を考えて時代の転
換の様子をとらえる学習などを通じて，歴史的事象について考察・判断しその成果を自
分の言葉で表現する学習を行う」とある。「時代の転換の様子をとらえる学習」は「思
考・判断や表現などの活動を通じて，歴史について考察する力や説明する力を育てる学
習」であり、「政治面をはじめとする変革に着目し，それによって前の時代と違うどの
ような特色が生まれたのかを考察し自分の言葉で表現」する学習と位置付けられている。
本問題は、中学校第３学年の思考・判断・表現の能力を評価しようとしている。時代
の転換の様子を表現するためには、前の時代の様子と後の時代の様子の違いを説明する
必要が出てくる。また、その転換点の説明の妥当性を判断する際の「選択の基準」が必
要になる。本問題では、「武士にとって『よりよい社会』」が「選択の基準」であり、
より具体的に述べるならば「朝廷の影響力を受けず『武士が支配できる土地』と『政治
的決定権』」にふれる必要が出てくる。この「選択の基準」を明確にした上で、時代の
特色をとらえることで、思考・判断・表現する場が生まれると考える。
３）評価基準
（○は２点 △は１点 ×は０）
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○：前後の違いを説明することで、「転換点」を解釈している。
武士にとっての「よりよい社会」の条件を生かして説明している。
△：前後の違いについての説明が不足しており、転換について説明できていない。
武士にとっての「よりよい社会」の条件を無視した説明を行っている。
歴史的な知識理解に若干の誤りがあり、前後の説明がやや成立していない。
×：説明自体が成立していない。
無解答
＜正答例＞
・説明Ａ【源頼朝】について
資料②を利用 これまでは朝廷により政治的な決定が行われていたが、頼朝が征夷
大将軍となってからは、幕府は武士独自の政治的な決定や土地支配が
行えるようになった。
資料③を利用 これまでは武士の土地所有には朝廷や貴族の許可が必要であったが
守護・地頭の設置以降は、武士の土地所有は幕府によって独自に認め
られるようになった。
・説明Ｂ【北条泰時】について
資料①を利用 これまでは西国では幕府よりも朝廷の力が及んでおり、朝廷独自の
政治も行われていたが、承久の乱以降は幕府（武士）が全国の土地支
配や朝廷も含めて政治的な決定を行えるようになった。
資料④を利用 これまでは朝廷がつくった律令によって訴訟の基準が決められてい
たので、朝廷が裁判の中心であったが、御成敗式目により、律令とは
独自に武士の判断で裁判(政治的な決定)ができるようになった。
（以上の説明の最後に）
これらのことにより、武士にとっての「よりよい社会」が実現したと
言えるので、武士の世の始まりということができる。とつづける。
４）正答の分布 （４０人中）
（人） ○正答 △(知識理解ミス) △ (前後説明不足) × (無解答) × (誤答)
説明Ａ ２３ ５ ６ ５ １
説明Ｂ ２２ ２ ６ ９ １
（４）成果と課題
１）成果
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他に応用して考え、自ら解決方法を見つけ、取捨選択したことを言語化して説明す
る能力を評価するという点から、授業の内容は「現代」で、評価問題は「中世」を扱
ったものであることから、仮説について検討できる問題であったと考えられる。
正答の基準が、前後の時代の特色を比較しながら説明する点と「選択の基準」であ
る武士にとっての「よりよい社会」が実現した点の２点両方にふれて正答する生徒が
過半数を超えたこと。
２）課題
無解答がそれぞれいる点については、今回の５０分の時間内で、最終問題であった
点を考慮に入れたとして、全く解けなかったのか、時間不足であったのか（説明Ｂの
方が無解答者が多く、９名もいる）を分析する必要がある。最初の方に設問を設ける
必要があったのではないか。
前後の説明不足という点で正答に至らなかった生徒がいることから、今回の授業の
「転換点」を説明する力がまだ身に付いていないと考えられるので、指導の課題点と
して残った。
歴史的な事象を説明させる際には、正しい知識・理解がないと、説明そのものが成
立しなくなるので、日頃の授業でも配慮しなけらばならない。
（文責 坂田元丈）
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算数・数学教育グループ 
 
   附属小学校     萩中 泰弘、 前田 正秀 
   附属中学校     河原 弘幸、 長田 正臣、 中林 雅史 
     附属特別支援学校    柳川 公三子 
   学   部     岸本 忠之 
 
 
Ⅰ 算数教育 
１ 小学校での今年度の取り組みついて 
  簡潔性や的確性に着目して問題解決を進める中で、より一般的という点から考えを練り上げ、そ
の考えを発展させたり、統合したりしていこうとする子どもを目指して、以下の点を中心に研究に
取り組んだ。 
○ 子どもが自分なりの着眼点をもって問題解決を図るには、教材や活動の場をどのようにする
とよいか。 
○ 子どもが他の考えに心を揺さぶられ、より確かな考えを求めていくには、話し合いの倍にお
いて教師はどのような支援をすることが大切か。 
○ 子どもが自分の考えや教材とのかかわりを深め、自分の変容に気づくことができるには、ど
のような振り返りの場や試行の場を大切にするとよいか。 
 
２ 目的に応じが概数の表し方について納得を深めていく学習活動の工夫 
＜実践事例１＞ 第４学年「およその数」 
（１）提案の概要 
概数を指導するに当たり、用いる目的によって概数の取り方は異なってくるという点が理解でき
るようにすることが大切だと考える。そのためには、どのような問題場面を取り上げてそれを配列
し、そこではどのような概数についての算数的活動を取り入れていくかを工夫することが重要であ
る。本実践を通して、概数の表し方の意味について必要感をもち、思考を深める学習とするための
手立てについて確かめていきたいと考えた。 
 
（２）成果と課題 
・ 右のような海外旅行代金を、絵グラフを用いて「お
よそ何万円」という概数で表す活動を取り入れた。絵
グラフに表すことで、一万円よりも小さい金額を省略
すると簡単に大きさが捉えられることを確かめること
ができた。 
 ・ 子どもが考えた方法には、次のようなものが見られた。 
 
 
 
 
 
切り上げによる方法に対しては、多くの子どもが「反対」を示した。その子どもたちが「なぜ四
捨五入にするとよいのか」について、数直線を用いて、次のように説明した。 
 
ア 島めぐりコース ７２１００円 
イ ビーチコース ６２３００円 
ウ 歴史コース ５８９００円 
四捨五入によるもの 
ア ①①①①①①①（７万円） 
イ ①①①①①① （６万円） 
ウ ①①①①①① （６万円） 
切り上げによるもの 
ア ①①①①①①①①（８万円） 
イ ①①①①①①① （７万円） 
ウ ①①①①①①  （６万円） 
切り捨てによるもの 
ア ①①①①①①①（７万円） 
イ ①①①①①① （６万円） 
ウ ①①①①①  （５万円） 
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Ｃ１  （数直線を使って）72100 円はここで、８万と７万を比べると７万の方に近い。
62300 円も６万と７万を比べると、６万に近い。 
         60000 62300     70000 72100      80000 
             ↓           ↓ 
 
Ｃ２  いちばん大きい位の一つ下の位を四捨五入する。１～４の小さい数を捨てて、５～９の
大きい数を 10 にする。 
 
Ｃ３ 千の位が5 より上というのは、半分より上のこと。55000 より大きいのは 6 万に近い。 
近い方が、「このくらい出せばいい」と分かるから。 
Ｃ４ （数直線を使って）境界線はここ(5000 円)になる。60000 の範囲は 60000～65000
で…。 
 
  50000    55000   60000    65000    70000 
 
 
このように、数直線を用いて範囲を確かめることにより、四捨五入する方法を「近い数にする方
法」として捉えることができた。 
・ 「切り上げ」の方法について話し合う中では、子どもは次のように発言した。 
Ｃ５  72100 円を約８万にすると、お客さんは安いのを選ぶから、高いのを見せることに
なる。 
Ｃ６  72100 円を約 7 万にするのは差が 2100 円。72100 円を約８万にすると 7900
円の差になる。差が少ない方がいいと思う。 
Ｃ７  72100 円と 80000 円はけっこうの差がある。パンフレットを見た人は「高いな」
と思う。一万の違いでお客さんの感じ方はすごく違う。72100 円が約７万ならすごく
近い。 
Ｃ８  約７万にすると70000～75000 を表すことになる。予想しやすくなる。 
四捨五入をするとよい理由として、実際の値と近い数であるために誤解が少なくなったり、大
きさの見通しがもてるようになったりすることが挙げられた。ここでは、「切り上げ」の方法と
の比較を取り入れたことにより、受け手がどのような情報を得ることになるのかという「概数の
目的」について考えることができた。 
 
 
３ 既習を生かしながら、新たな見方を獲得していく学習の場の工夫 
＜実践事例２＞ 第６学年「資料の調べ方」 
（１）提案の概要 
1200 円のお小遣いをもらっている子が「みんな
．．．
のお小遣いはもっと高いよ」と母親に訴える物
語を提示し、「みんな」とは何なのかを討論していった。 
平均値では1200 円よりも高いのだが、中央値や最頻値では1200 円よりも安くなるように、
提示する資料の数値を工夫した。そうすることで、資料を見る観点によって、「みんな」のとらえ
方が変わり、子どもたちは様々な視点から、資料を読み取っていくことができると考えた。 
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（２）成果と課題 
  本時では、次のような思考の道筋を通ると仮定して、授業を行った。 
【道筋１】考えをつくり上げる（既習をもとに考える） 
     ↓ 
【道筋２】考えが揺さぶられる（それまでの考えでは矛盾が生じてくる） 
     ↓ 
【道筋３】考えを見つめ直す（考えが変わる）（根拠がより明確になる） 
 
資料を見た当初は、「最初は平均を求めればよい」と考えていた子どもたちだったが、「1200
円より安そうに見えたのに、平均すると 1200 円より高いのは、どうして？」という矛盾に考え
を揺さぶられ、外れ値の扱い方について、考えを見つめ直していった。 
 
 
Ⅱ 数学教育 
１ 中学校での取り組みついて 
   主体的な学習を実現するためには、課題意識をいかに育てるかということを大切にしなければい
けない。課題意識とは、自分は何をしなければならないかということを生徒自身が意識することで
ある。今年度は、「課題意識を高める学習展開の工夫」を主題に研修を進めた。 
 
２ 自ら考えることを可視化することで、課題意識が高まる学習展開の工夫 
＜実践事例１＞ 第１学年「平面図形」 
（１）提案の概要 
  課題に対する意識を高めていくために、紙のように折り曲げることができない黒板にかかれた角
を２等分する問題を設定した。また、解決にあたっては既習の数学を活用することのよさを味わえ
る学習展開を工夫した。ここでの既習の数学とは、点や線、多角形、円など小学校算数で学習した
図形の定義や、線分や半直線などといった新しい数学用語についての定義、そして平面図形の対称
性である。平面図形の対称性についての理解を基に、図形の対称性に着目して、基本的な作図を自
ら見いだすことで、「図形の概念や性質の理解を深め、それらを活用して考えたり判断したりしよ
うとする」ことができると考える。また、自ら見いだした作図の過程を、自分なりの言葉で説明す
ることを通して、論理的に考察し筋道を立てて説明するといった「推論の過程を他者に分かりやす
く正確に表現する」ことが培われるだけでなく、数学的活動のよさを実感できると考えている。さ
らに、作図の学習では、実測による限界や具体的操作の限界を感じられるよい機会でもある。これ
らのことを総合的に鑑みると、作図の学習は論証の素地を培う、大切な学習過程であると考えてい
る。 
   具体的には、角の二等分線を作図する方法について考える。紙を折るといった方法や分度器を利
用する方法を取り上げ、その方法の限界について確認する。ユークリッド幾何学における作図の公
法からコンパスや定規を使った作図を考える。いろいろな方法を試行する中で、直観的に角の二等
分線の作図ができる生徒が多いであろう。しかし、作図の手順の根拠が明らかになっていないこと
に気づき、平面図形の対称性や合同な図形の性質を使って、作図がなりたつ理由を考える。このよ
うに、既習の数学を基にして、新たな数学を生みだしたり、数学的な表現を用いて根拠を明らかに
し、筋道を立てて伝え合ったりすることで、数学的活動のよさを実感できると考えている。 
 
（２）成果と課題 
 ① 作図の方法に気づき、手順を言葉で表すことは他の単元でも取り組んできたので、抵抗はな 
かったようである。しかし、学習したばかりの半直線などの数学用語を正確に使用することは 
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不慣れなようであるが、生徒相互の思考の可視化により正確な数学用語を使用した説明になっ 
た。黒板に、作図の手順を言葉で残しておくことで、その後の気づきや思考の高まりができた 
ようである。 
②  ひし形の作図を用いて角の二等分線の作図を考えている生徒が多かった。また、ひし形が線 
対称な図形であることは、気づきやすかったようである。そのため、角の二等分線の作図は線 
対称な図形の対称軸を作図すればよいことに理解しやすかったようだ。そこで、線対称な図形 
はひし形以外にも存在しており、たこ形でもよいことも見通しをもちやすかったようだ。 
③  考えを言葉で書き表すことは、生徒にとって時間のかかる作業である。また、数学用語を正 
確に使った説明も不慣れなことから、思考の可視化を意識した指導を全単元を通して行う必要 
があると感じた。また、本時の取り組みでは時間が足りないと感じた。十分な学習効果を期待 
するうえで、二時間設定にした学習展開に修正する必要があると考える。 
 
 
 
３ 自ら考えようとする態度を育むために、課題解決への見通しをもつことができる学習展開の工夫 
＜実践事例２＞ 第３学年「２次方程式」 
（１） 提案の概要 
  既習の内容や方法を生かして新たな性質を見いだすことは、見いだした性質自体が実感のともな
った理解へと深まる意味で大切である。さらに、新たな性質を見いだす過程において獲得した方法
など、自らの力で解決できたという経験は、数学を学ぶ際に大切にしたい点である。そういった経
験を継続的に積み重ねていくことは、課題に出会ったときに、自らの力で解決していこうという意
欲につながるとともに、自ら学び、自ら考える能力が高まっていくであろうと考えている。 
 自ら考えようとする生徒を育てるためには、自分の力で解決できたという経験が必要であり、その
実現のためには見通しをもたせることが重要だと考えた。今回の提案では、既習の内容や方法を想
起させながら、２次方程式の解法の１つである平方根の考えを使った方法を自分たちの力で見いだ
させ、様々な２次方程式の解法を考える学習を工夫した。具体的には、平方根での学習をもとに生
徒は、 ｘ２＝ａに目を向けると解決できそうだという見通しをもつことができるだろう。また、
多項式を１つの文字に置き換えた経験を想起することで、先に解決したｘ２＝ａという方程式に帰
着させ解決することができる。解決したことが次の課題解決への見通しとなることで、既習を生か
すことのよさを体験的に学ぶことができると考える。また、解決する過程において、解決したこと
が新たな既習の内容や方法となり、平方根の考えを使った２次方程式の解法の一般化や解の公式を
導く際に、自らの力で考えるための手立てになると考える。 
 
（２）成果と課題 
 ① 何人かの生徒は答えの吟味を丁寧にやっていた。答えが題意に対して妥当であったかどうか吟 
味することは論理的な推論では極めて大切なことである。本時は土地の問題なのだから図でもう 
一度確かめるようにするのもよい。問題解決学習の初期の頃に吟味を大切に扱うことを身に付け、 
習慣化しておくと理解も深まる。今後も継続的に行っていくことで、自ら学ぶ態度が育まれると 
考えている。 
 ② 生徒にとって無いものを有ると思わせることは難しい。このようなことは過去の経験の振り返 
りを絶えずやっていると習慣となっていく。（10－ｘ)２を展開してみると100－20ｘ＋ｘ２ 
になる。このように対比することで自分でできるようになっていく。つまり、既習を生かすため 
に類似なものと比べてみるという態度が育つということであり、自ら学ぶということにつながる 
と考えられる。 
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③  ２次方程式の扱いでは、簡単な数でよいがｘ２にも係数のある一般的な形のものまで扱うこと 
で、放物線とのつながりも出てくる。また、課題学習などとしての位置づけでもよいので、何か 
の形で黄金分割も扱うことで、自然界や身のまわりにある形など、私達人間にとってきれいに見 
える物の割合として黄金分割につながる。今後より一層、生徒たちに数学の有用性、よさの感得 
の一面として触れるようにしていく努力が大切であると考えている。 
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理科教育グループ
（部員） 世話人 松本謙一
附属小： 澤柿教淳 橋本大一郎 有島智美
附属中： 堀 篤史 大門知代 玉生貴大
大 学： 椚座圭太郎 片岡 弘 林 衛
安本史恵 成行泰裕 松本謙一
（計12名）
【研究主題】
「南極授業」の理科教育的意義
【研究の方法】
・ 年間3回の部会研修を実施。
・ 今年は、石野昌太郎君の学士論文研究と、協力態勢を組み、附属小学校6年1組の
生徒を対象に、橋本大一郎先生が1単元全ての授業実践を授業者として行う。
・ 附属小・中教員 並びに 大学教員は、議論に参加するとともに、実践後、考えさ
せられたことを各自がまとめる（分担 。）
【研究の経過】
第1回 平成24年 6月27日（水） 今年度の研究の見通し
第2回 平成24年 9月25日（火） 南極授業の概要
の具体的な提案と協議第3回 平成24年10月16日（火） 南極授業
（1）
の具体的な提案と協議第4回 平成24年10月31日（木） 南極授業
（2）
南極授業の実施
(1) １回目 2014年1月27日（日）富山大学黒田講堂
(2) ２回目 2014年1月31日（木）富山大学附属小学校
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     「南極授業」の理科教育的意義に関する考察 
             富山大学人間発達科学部附属小学校 澤柿 教淳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 日時、場所、および対象等 
(1) １回目 2014 年 1 月 27 日（日）富山大学黒田講堂  
    子供〜一般 約 350 名 
(2) ２回目 2014 年 1 月 31 日（木）富山大学附属小学校  
    全校児童  約 470 名 
(3) ３回目 2014 年 2 月 11 日（月）東京都多摩動物園  
    希望者 
 
２ 「南極授業」コンテンツに関する考察 
(1) 「教材」となり得た VTR コンテンツについて 
 観測隊同行中に作成したコンテンツ（含作成中）は以下。 
 ○———使用  ▲———一部使用  ★ゲスト招聘 
No. タイトル 黒田講堂 附属小 
1 JARE54-出発式   
2 JARE54-フリーマントルにて   
3 JARE54-「しらせ」艦内生活   
4 JARE54-「しらせ」停船観測 ○  
 氷が支配している大陸、南極。最大 4000m にも及ぶ厚い氷が、
日本の 37 倍もの面積を覆い尽くしています。今、世界中の科学者
が注目しています。人間の活動が、南極の氷に影響を与える可能性
が出てきたのです。最近、南極の一部の地域では氷が急速に失われ
るところも出てきました。観測隊は何ヶ月も南極に滞在し、氷の大
地に挑んでいます。南極は、地球の未来の鍵を握っているのです。
地球上に残された最後の秘境、南極。その氷の大地で、南極観測隊
に同行しながら計り知れない南極の魅力に迫ります。 
第 54 次日本南極地域観測隊 夏隊同行 
（2013 年 11 月 25 日〜2014 年 12 月 20 日） 
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5 JARE54-「しらせ」ラミング ○  
6 JARE54-白夜のペンギン   
7 JARE54-南極の太陽   
8 JARE54-ゾンデ放球  ○ 
9 JARE54-PANSY 計画 ○  
10 JARE54-昭和基地エコ生活   
11 JARE54-昭和基地の石は語る  ○ 
12 JARE54-ブリザード並みの強風 ○ ▲ 
13 JARE54-基地内遠足   
14 JARE54-芦くら寺五人衆 ○ ★ ○ 
15 JARE54-元旦フライト   
16 JARE54-気球気体サンプリング   
17 JARE54-世界初！無人航空機気体サンプリン
グ 
○  
18 JARE54-ラングホブデ 雪鳥沢にて   
19 JARE54-スカルブスネス きざはし浜にて  ▲ 
20 JARE54-スカーレン スカーレン大池にて   
21 JARE54-ラングホブデ 袋浦にて ○ ○ 
22 JARE54-S17 写真集 スライドショー ○  
23 JARE54-立山と南極 スライドショー ○  
24 JARE54-   
25 JARE54-南極ミニ実験集  ○ 
26 JARE54-    
27 JARE54-南極の音楽  ○ 
28 JARE54-   
29 JARE54-   
30    
その他 1 仮オープニング ○ ○ 
その他 2 オープニング ○ ○ 
その他 3 エンディング ○ ○ 
 南極授業に向けての授業の素材には事欠かない。見るもの聞くものすべてが
刺激的で感動的だ。しかし、「素材があること」と「教材になること」とは別も
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のである。このことは授業者なら誰でも実感しているところだろう。今回の実
践を通してそれをあらためて痛感した。 
 よりよい「教材」に高まっているものに触れたとき、子供は思わず心をうば
われている。知的好奇心だけではないプラスαの何かがそこにはある。きっと
脳科学的にはドーパミンとかアドレナリンとかと言われるものが放出されるよ
うな何かだろうが専門外なのでよくわからない。上記のリストで言うならば、
おそらく以下だと感じている。その根拠はない。子どもたちのくらいつき、反
応の変化といった、授業者がダイレクトに受けたその日の直感である。 
 
No.5「しらせ」ラミング  
No. 9 JARE54-PANSY 計画  
No.14 JARE54-芦くら寺五人衆  
No.17 JARE54-世界初！無人航空機気体サンプリング 
No.19 JARE54-スカルブスネス きざはし浜にて 
No.23 JARE54-立山と南極 スライドショー  
その他 2 オープニング  
 
 (2)「教材」となり得たものとそうでないものの違い 
 「教材」となり得たものとそうでないものの違い、これを考察することが本
研究の本丸だろう。以下に自分なりの解釈を述べる。 
① No.5 「しらせ」ラミング  
 この手のコンテンツは、一般的に
説明的になりがち。めずらしい映像
ではあるけれど子供の心に響くプ
ラスαに欠けることが多い。これも
砕氷航行「ラミング」を説明するだ
けなら、子供にとっての「教材」に
はなり得なかったはずだ。 
 今回のコンテンツには、「しらせ」の生き様を描写してみた。すなわち、「困
難にぶち当たって一度は後戻りする。しかし、あきらめたわけではない。体
制を整えてまた挑戦する」という姿だ。 
 そんな「しらせ」が好きだ、という授業者としての思いも込めたところが
 
40
「素材」と「教材」の違いの一つだと思っている。 
 
② No. 9  JARE54-PANSY 計画  
 「教材化」をはかる上で留意する
のは、いつのときも「本質の見極め」
である。PANSY 計画を取り上げ
ると決めたら、その本質は何かを見
極めることが大切だろう。今回、
PANSY 計画に潜む本質は「大き
な目的を達成するために、1000
本のアンテナを１本１本手作業で
立てる」ということ。 
 もう一つ大切なことは、子供の問題解決を成立させる上で重要な「矛盾」が
存在しているかどうかである。ここには、「１本１本手作業で立てる、1000
本もあるのに」という矛盾がしっかりと潜んでいる。この矛盾が子供の（も
しかすると大人の私たちの）予定調和を覆すのだと思う。 
 これも「素材」と「教材」の違いの一つだと思っている。 
 
③No.14  JARE54-芦くら寺五人衆  
 「南極授業」の大きなテーマとして
いたのは、富山と南極のつながりだっ
た。一見、遠く離れた南極も、実は歴
史的には実にふるさと富山と関係深
いものだった。まず、その事実自体が、
「矛盾」であり、「予定調和をくつが
えす新たな概念形成」そのものであると言える。 
 さらに、これを授業で取り上げることができたのは、第１次隊員の佐伯さん
や、立山氷河が認定にご尽力された飯田学芸員さんのご協力が得られてこそだ
った。目の前に“本物”がご登場され、新たな概念をより現実的なものとして
刻み込む事ができるのは、おそらくこの方々以外にない。授業とは、これまで
にない概念が子供の中に形成されること、だと常々思っている。 
 このような概念形成の過程が保証されていることも、「素材」と「教材」の違
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いの一つだと思っている。 
 
④No.17  JARE54-世界初！無人航空機気体サンプリング  
 授業者の実感としは、おそらく
この時間帯の子供の反応が集中し
ていたのではないと思っている。
（遠隔授業だから、その感度はか
なり鈍っているかもしれないが。） 
 では、なぜこのコンテンツが「教
材」となり得たか。 
 一つ目は、シンプルに「ラジコン飛行機」（正確には無人航空機）が子供にと
って身近な存在であり、同時にそれが「なぜ南極で？」という予定不調和を起
こしていたこと。 
 二つ目は、それが「成功」ではなく「失敗」という場面であったこと。その
ときの研究者たちの残念そうな声、くやしさのにじみ出た言葉、それでも笑っ
てみせたあの表情、傷ついて回収された機体。。。どの映像にも子供たちの心を
とらえてはなさない魅力があった。 
 三つ目は、ついに世界初を成し遂げた研究者の、まるで少年のようなあの喜
びと瞳の輝きである。 
 一般的に、各種報道では成功場面が伝えられることが多い。このような失敗
場面を伝えられるのは授業ならではの特権ではないか。それが、「素材」と「教
材」の違いの一つだと思う。 
 
⑤ No.19 JARE54-スカルブスネス きざはし浜にて 
 採用した場面は「アザラシのミ
イラ」と遭遇したところ。授業を
しながら、ここで子供の視線が集
中したのを感じる。では、その要
因はどこにあったか。 
 まず、「動物がミイラ化する」と
いう非日常的な現象そのものがも
つインパクトの大きさ。しかも、
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その姿は私たちも驚くほど完全な形に近い状態だった。ひれの形もよく保存さ
れており、顔には真っ白な歯形がそのまま残ってた。しかも、これは偶然だが、
真上を向いて横たわっていたのだ。その様はまるでツタンカーメンの棺と重な
るようだった。興味を超えて、そこには荘厳さすら伝わってきたのである。お
そらく映像を通しても、それを感じることができたのではないだろうか。そこ
に自分の言葉をテロップで重ねる。「いつ ここにやってきたのか いつから 
ここで横たわっているのか それは 誰にもわからない 南極には 悠久の時
が流れている」 
 私は、自然解説員ナチュラリストではない。また、ミニ研究者やミニ博士で
もない。一介の教員として、自分の目で見て、自分なりの窓口で感じたことを、
自分の言葉で、次代を担う子供たちと授業の中で向き合わなければならないと、
ここ南極ではずっとそう思ってきた。それは、常に自分と向き合うという作業
の連続だった。それが「素材」と「教材」の違いの一つだと思う。 
 
⑥ No.23  JARE54-立山と南極 スライドショー 
 「南極授業」の大きなテーマ
としていたのは、富山と南極の
つながりだった、と先に述べた。
子供が自らこのような思考に向
かっていくために教師がすべき
こと。それは「比較の場の構成」
である。 
 限られた時間と場の制約の中
でどのように比較の場を構成するか悩ましいところだった。今回は、比較物を
厳選して提示するという手法で構成してみた。振り返ってみると、比較映像を
作っている自分でさえも、ふるさとの自然に多くの再発見があった。教材研究
の楽しさを味わわせてもらったと思っている。 
 写真を撮りためていけばたしかに「素材」は増えていく。しかし、そこに教
材性が浮き彫りになってくるには、自ら「比較」的思考を働かせなければなら
ない。そういう過程を踏んで練り上げたものを子供たちに提示しているかどう
か。これも「素材」と「教材」の違いの一つだと思う。 
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⑦ その他 2 オープニング  
 これは教材といえるかどうかは
疑問だと自ら前置きした上で以下
の雑感を述べる。 
 私たちは、普段の授業の中で「授
業の幕開け」を意識することが多い。
この授業の離陸を慎重にすること
で、あとは、子供の心に火がついて
議論が活発化したり、思考が深まっ
ていったりするからだ。反対に、この授業の幕開けにつまづくと、話はいっこ
うに焦点化されず、本質に触れることなく、子供にとっての新たな概念形成に
も至らない、そういうことを数多く経験してきた。 
 このオープニング映像は、そんな「授業の幕開け」を担う重要なものだと個
人的には位置づけている。 
 授業には、その教科の特質がある。その教科らしい空気感もある。そんな教
科の味を出せる教師になりたいと誰もが思っていることだろう。 
 では、教科書もない南極の「南極授業」のもつ持ち味とは何か、その空気感
とは何か。あの１分間の映像に、南極初心者である私の精一杯の南極観を込め
たつもり。南極という計り知れない「素材」が、子供にとっての「教材」とな
ることを願って。 
 付け加えるならば、エンディングにも、同様の意味がある。エンディングは
本当にエンドになってしまっては、実はいけない。次への希望や見通しをもつ
ことができてはじめて授業は終末を迎えるのが理想。つまりオープンエンドな
のだ。子供の問題解決は、問題が解決して終わりではなく、そこからさらに新
たな問題が生まれて連続していくことが大切。そんな役割を果たせていただろ
うか。 
 
【追記•補足】 
 今回のような回線をつないだ授業
であっても、自作教材のもつ魅力は
十分にフィードバックされたように
感じた。この点は先輩教員の方々が
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実践的に明らかにしてきたことだが、このような授業でも変わらない魅力を放
つことは新たな発見だったと言える。 
 
(3)「教材」となり得なかったものについての今後の改善点 
① NO.8  JARE54-ゾンデ放球  
 この素材には、「継続は力なり」というメッセージ性を設定した。しかし、子
供の心をつかむまでには至らなかったというのが直感的な感想。大きな原因の
一つは「矛盾」が存在しないこと。「こつこつ研究データを積み重ねることの大
切さ」をストレートに発信しただけ。この過程のどこかに、矛盾を潜めなけれ
ば、どれだけよい「素材」でも「教材」にはなり得ない。 
 
② JARE54-昭和基地の石は語る 
 この素材には、「常識をくつがえす」というメッセージ性を設定した。しかし、
これも子供の心をつかむまでには至らなかったというのが直感的な感想。大き
な原因の一つは、「石がごつごつしている、波打ち際なのに」という矛盾を含む
事実が子供にとってはまだまだ「予定調和の範囲内」だったこと。もっと子供
を知らなければ、どれだけよい「素材」でも「教材」にはなり得ない。 
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【お礼】 
 今回、「南極授業」を実践するにあたり、多くの方々にご協力いただきました。
紙面をお借りして厚くお礼申し上げます。 
 
極地研究所  
小濵様はじめ、南極授業プログラム関係者の皆様 
JARE54 次隊  
渡邉隊長、橋田越冬隊長はじめ、南極授業スタッフ隊員、全隊員の皆様 
立山カルデラ博物館 
飯田肇主任学芸員 
芦峅寺五人集 
第１次観測隊員 佐伯宗雄様、 故 佐伯富男ご子息 佐伯高男様 
富山大学人間発達科学部共同プロ（理科グループ） 
松本謙一先生はじめグループの先生方 
富山大学人間発達系支援グループ 
山上様 
富山大学人間発達科学部附属小学校 
校長 岡﨑誠司先生 副校長 荒治和幸先生はじめ教職員の皆様 
ふたば会の皆様 代表児童の皆様 
関係各位 
関係していただいたすべての皆様 
 
         2014 年３月 
富山大学人間発達科学部附属小学校 JARE54 澤柿 教淳 
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「本物の自然」に学ぶ理科の本質
学 部 松 本 謙 一
何といっても、雄大な本物の自然を扱った今回の「南極授業 、この「南極授業」の実」
践を通して「理科」の存在意義についていくつかのことを改めて考えさせられた。当たり
前のことばかりかもしれないが・・・、ここで整理する。
１ 「自然」を扱うことの意味（１ ： 自然科学」と「社会科学」）「
社会科学は、人間の都合で変えられるが、自然科学は、変えることができない。
例えば法律は、人間社会が合理的なものにするために、自由に変えられる 「二十歳未。
満は飲酒禁止」だったものが、法律さえ変えれば「十八歳飲酒解禁」にすぐ変えることが
できる。今までだめだったことが、人間社会にとって・・・という物差しである時突然よ
いことにできる。ESDは、まさにこの物差しを変えようとしている試みであろう。
これに対して、自然、とくに南極という時間的にも空間的にも大きな自然、全く人間の
都合通りにはならないことをまざまざと見せつけてくれているのである。
しかも、未知なことがこの地球にもまだまだあることを含めて・・・。
畏敬の念。
２ 「自然」を扱うことの意味（２ ： 理科」と「数学」）「
自然科学の中で 「数学」と「理科」を比べてみよう。どちらも「自然科学」ではある、
が、全く考え方は異なる。
「数学」は､『定義』がすべて 『定義』事態を人間が固定し、それ以外の要素を省く。。
そういった理想的な世界の中での物事の『理』を解いていくことになる。従って、追究す
ればするほど、理解できる世界が開けてくる、すべてが分かってくるのだ。しかも、実際
に体験できない世界も理想的な世界として創り出すことができ、無限に抽象的な世界を広
げることができるのである。
これに対して「理科」はどうであろうか。テキストは、目の前の「自然」､複雑で得体
の知れない「自然」そのものなのである。つまり 「数学」と異なり 「複雑で得体の知、 、
れないもの」が科学の対象なのである。調べても調べても新たな問いが生まれてくる世界
である。
したがって 「固定化された真理」は存在しない。今の時代に正しいと客観的に認めら、
れている自然の法則も、もしかしたら次の時代には「真理ではない」ことが明らかになる
かもしれないのだ。この「動的な科学観」をもつことこそ 「理科教育」の本質なのかも、
しれない。多くの知識を覚えさせても、何ら意味がないのかもしれない。
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南極授業から学んだこと 
富山大学人間発達科学部附属小学校 
橋本大一郎 
 
 今年度の共同プロジェクトでは、わずかではあるが澤柿先生の南極授業に参加させていただいた。南
極からどのような授業をされるのか、とても興味があった。その南極授業を間近で見ることができ、そ
こから学ぶことが多かった。私が学んだことをまとめていきたい。 
 
１ ライブ中継授業の意味 
 澤柿先生は、南極に出られる前「普段の授業では目の前の子どもとのやり取りを大切にしている。中
継では子どもの姿が見えないのでやりづらい」と言っておられた。日本での子どもの表情や様子が分か
らないので、日頃の授業とは形式が違ってくる。ただ一方的に伝達することを不安に思われたのだろう。 
 しかし、南極からの澤柿先生の授業は、大変心揺さぶられるものだった。授業を通して、私自身「南
極のことは何も知らない」ということを自覚することから始まった。例えば、南極観測船「しらせ」の
氷の割り方である。一度バックして勢いをつけて割る、そのように進むからこそ数週間もかかることを
初めて知った。南極観測船についてですら、そのような大きな感動がある。ましてや南極には、現地に
行かなければ感じることができないものがある。それを伝えることができたのは、現地に行かれた澤柿
先生の想いがあったからであろう。単に事実だけでなく、その素材の何を伝えるかということを、授業
者の澤柿先生が練りに練って考えておられたことが伝わってくる授業だった。場所を離れたライブ授業
でも、ねらいを明確にしていくことの授業の基本に変わりはないことを感じた。 
 
２ 見せ方の工夫・授業構成の工夫 
 澤柿先生は、単に現地から教師が話をして伝えるということだけでなく、映像を駆使しての授業だっ
た。テレビのドキュメンタリーを見ているような感じだった。約６割は映像だったと思う。その映像か
ら伝わってくるものは大きかった。 
 例えば、海岸に打ち上げられているアザラシのミイラ。このミイラから伝えたいものは何か。それは、
気温の低さのため腐りにくいとのこと。この映像だけでも、地球の広さ、時間の流れの大きさを感じる
が、そこにいっしょに寝そべる澤柿先生。映像ではあるが、その姿に南極の広さ、時間の奥深さを感じ
た。そこに授業者の想いが感じられる。もしかしたら、そのまま見逃してしまうかもしれない事象では
あるが、そこに眼を向け、授業の内容として価値を感じ、授業の材とすることの意味を感じた授業者。
何を取り上げ、どのように見せるか、これは普段の授業でも同じことであろう。 
 また、理科の時間だけでなく、「生活科の時間」、「音楽の時間」、「道徳の時間」というように、南極を
材としながらさまざまなねらいを設けて授業が構成されていた。小学生の子どもたちである。ただ実験
を見せたり、説明をしたりしているだけでは、集中力が続かないだろう。特に、「道徳の時間」では、失
敗を恐れずチャレンジする人の様子を見たり、第１回の観測隊として参加した芦峅五人衆の話を聞いた
りするなど、心に訴える内容だった。南極授業を通して、心が育まれる授業構成がとても印象に残った。
これは、普段の授業でも大切にしていかなければならないであろう。 
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南極授業雑感：南極→氷→冷蔵庫→フロン類→オゾンホール→南極 
 
片岡弘 
 
 凍り付いた南極大陸から送信されてくる澤柿先生の熱い授業をほぼ満席の黒田講
堂の片隅で聴講したのは 1 月末の日曜日だった。会場の子供達がこの授業から何を感
じ取るのだろうか思案していると、サングラスで紫外線から眼を保護する昭和基地ス
タッフの映像を見て Midgley の話を思い出した。Thomas Midgley Jr. は 1930 年
に世界で初めてクロロフルオロカーボン類（CFC、いわゆるフロン類）を開発した人
物である[1,2]。 
 1920 年代、氷を使用して冷却する冷蔵箱（icebox）からコンプレッサーを電気
的に作動させる冷蔵庫への移行が始まった。毎日のように氷を補充し、融けて溜まる
水を捨てる作業は誰でも面倒だった。しかし当時の冷蔵庫では熱交換媒体に有毒な化
学物質（塩化メチル、アンモニア、二酸化硫黄、水銀など）が使われており、安全上
の問題が危惧されていた。 
 そこに Midgley と GE 子会社の同僚 A. L. Henne が合成したフレオン-12（CCl2F2）
が登場した。無毒で非引火性という性質はエンジニアにとって理想的で、また安価で
あることから瞬く間に普及した。安全性と不燃性をアピールするため、聴衆の前で
Midgley 自ら吸引したフレオンを吹きかけてロウソクの火を消してみせることもあ
った。フレオンを含む CFC による成層圏でのオゾン層破壊[3]が判明する何十年も
前のことである。 
 Midgley はテトラエチル鉛（TEL）の開発にも深く関与していた[4]。TEL はエン
ジンの優れたアンチノック剤であったが、鉛化合物を自動車等の排気ガスとともに大
気中に拡散させることになり、地球規模での環境汚染を引き起こした（幸い、大気濃
度を見る限り南極では汚染は進んでいない）。また TEL は当初、製造工場等の作業従
事者に対して鉛中毒による甚大な健康被害をもたらし、Midgley 自身も一時期療養生
活を送った。 
 生前は賞賛され数多くの賞を受けた Midgley だが、現在の評価は随分と手厳しい。
CFC と TEL が環境破壊や健康被害を招き、それらの製造と使用が多くの国で禁止さ
れている状況から、”A Two-time Environmental Loser”と評されもしている[2]。
人の行為が他の人や環境に及ぼす影響を長期的に見通すことは困難であるからこそ
一層重要である。今回の南極授業に込められた澤柿先生のメッセージが、ひとりでも
多くの子供の将来により良い影響を与えることを願っている。 
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澤柿教淳先生『南極授業』にみる授業改善へのヒント 
 
林 衛 
 
 2012 年度に実施した澤柿教淳教諭による『南極授業』のうち，黒田講堂会
場と富山大学附属小学校体育館会場の 2 回に参加する機会を得た。1 回目は橋
本大一郎教諭とともに会場司会役として，2 回目は観察者としての参加であっ
た。 
 しらせ乗船のために日本を出発する直前まで，数度の打合せを経て，澤柿教
諭のねらいがおおよそつかめてきた。小学校 1 年生から 6 年生までの児童，さ
らにはともに授業に参加する保護者や各クラスの担任ほか小学校教師たちに，
知的に刺激的な気付きをもたらすオリジナル撮影・編集映像とライブ中継を組
合せ，南極あるいは南極調査という素材を集め，吟味して提示するというねら
いのようだった。 
 
 イメージをもって『南極授業』に入れるための工夫 
 
 そこで，黒田講堂側の会場づくりとして，以下の二つを試みた。1）来場者が
南極に関するイメージを高められるよう，南極観測隊同行記者による一連の新
聞記事を拡大コピーし，ラミネータを通した A3 サイズのポスターにして，来
場者の通り道に展示した。2）開演時間を数分早め，南極から澤柿教諭が登場す
る直前のわずかな時間を利用し，国立天文台制作の四次元デジタル宇宙ビュー
ワ「Mitaka」（実際には派生版の Mitaka Plus マック版）を用い，日本を離陸
して宇宙からみた地球の姿をプロジェクターでスクリーンに投影し，日本から
オーストラリアを経て南極に至る経路や白夜となっている南極大陸のようすと
垣間見る場面を演出した。また，国立極地研究所が制作している南極に関する
リーレットは，ほかの『南極授業』ではネタバレにならないように終了後に配
付する場合が多いそうだが，開場から開演までの時間にページをめくることで，
イメージや疑問がふくらむ効果のほうが大きいと判断し，来場時に受付で配付
してもらうこととした。 
 本番数日前のリハーサルの段階で，ほぼ完成していた映像群を確認し，知識
があってもなくとも新鮮な気付きのある南極授業が展開されていくにちがいな
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いとわかっていたからできた判断でもあった（会場側での工夫が，どれだけ功
を奏したのか，きちんと確かめる術がないのが，残念ではある）。 
 
 小学校教師の経験が生きた 
 
 さて，出発前も帰国後も，澤柿教諭は「ナチュラリストに堕したくはなかっ
た」と語っている。生きものの名前や自然現象についての一通りの解説法を身
につけ，その道の専門家の理解する科学的内容を専門家に代わりに，「わかりや
すく」解説できる人が，ここでいう「ナチュラリスト」の意味するところらし
い。専門研究者による解説のミニチュアをやるくらいならば，専門研究者に直
接語ってもらえばよく，わざわざ小学校教師が南極研究の宣伝に協力する必要
はない，といった思いならば，たいへんよくわかる気がした。しかし，澤柿教
諭は，ほんとうの意味での自然の体験者かつ紹介者である「ナチュラリスト」
を体現されたのではないだろうか。 
 物理法則を理解するためには何が必要だろうか。「数式を扱える」（1）ように
なれば，理解できたといえるだろうか。小学校でも，てこの法則は数式を用い
た明確な理解が求められているが，距離と重さの関係を発見し，パズルを解く
ように計算ができるようになっても，てこの法則の理解にはまだ途上だ。「法則
あるいは数式の意味をことばで表現できる」（2），「体感的なイメージとして法
則が概念化される」（3）を含む三つが揃うのが不可欠だ。力学や電気，電磁気
学に関して，複雑な計算問題は解けるけれど，本質的な概念形成ができていな
い一流大学の学生の分析から，いまアメリカと日本とで，高校や大学レベルの
物理教育の授業のやり方が根本的にみなおされている（例えば，エドワード・
F.レディッシュ：科学をどう教えるか——アメリカにおける新しい物理教育の実
践，日本物理教育学会，丸善（2012））。 
 南極大陸に近づくしらせが，部厚い氷床に行く手を阻まれる場面で，ラミン
グという航法をとる。前進して氷床に体当たりして滑り上がり船体の重みで氷
を割り，後退してから再び前進し氷を割るというラミングを繰り返していくの
だ。その原理の詳細をイラストを使い「わかりやすく」紹介する方法もありえ
るが，澤柿教諭はしらせが氷の上を船体を軋ませながら滑っていく大きな音と，
それに続き氷が割れる音とを，船首部分に立ち映像とともに伝えてきた。あた
かもしらせ船上にて，ラミングの本質を実感させられる機会となったのだ。 
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 小学校教師として 20 年以上にわたり，授業づくりに取り組んできた澤柿教
諭の取り組み一つ一つの意味を，このように分析し，授業改善へのヒントをみ
いだせるだろう。 
 
 学年別注目度・集中度のちがい 
 
 ところで，黒田講堂ではライトのあたる舞台上を行き来しながら司会役を務
めたためやや暗い会場のようすを観察する余裕は皆無であった。2 回目の附属
小学校体育館では，同じ内容の授業に対して，各学年ごとに注目度・集中度に
ちがいがどうでるのか，観察したいと考えた。低学年はあきてしまうことはな
いだろうか。 
 結果は，画面に近い低学年ほど集中度が高く，後ろに行くほど，とくに前の
列の頭に重なって映像が隠れてしまいがちな高学年の画面がみえない児童ほど
注目度が下がる結果であった。近くでみていた 4 年生以上の担任教師の多くが
クラスの異変に気づいていたが，席を動くタイミングがなく，手の打ちようが
ないようすであった。最後部の 6 年 2 組は，6 年 1 組の後ろで，かつ背の高い
ほうの 1 組男子の後ろの背の低いほうの 2 組女子が座るなど，たいへんみにく
いようすだった。「みえないのに最後までがんばったな」との担任教師の声がけ
が印象的であった。 
 ふだんの朝礼の際は，垣間見る登壇者の声に集中していればよい。しかし，
たとえば，スクリーンのなかを独特な脚の運びで歩いて行くペンギンの動作に
注目してはじめて，本質をみいだせる映像中心のこのような授業の場合，やや
斜めからになったとしても大画面に近い位置から高学年の児童が映像を注視で
きるように座席配置を決めるべきであっただろう。低学年児童は，横で真剣に
映像にみいる高学年児童のすがたにさらによい刺激を受ける効果もあったにち
がいない。 
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教員南極派遣プログラム「南極授業」への提言 
安本史恵 
 
背景 
本プロジェクトの基盤をなす教員南極派遣プログラムについて、情報・システム研究機構国立極地研究
所の実施要項においては、「『南極授業』により、国内の小・中・高校の生徒および国民の皆さまに向けて、
南極に関する理解の向上のための情報発信や帰国後の活動のための知識の習得や自己研鑽をしていただく
ために、文部科学省（南極地域観測統合推進本部事務局）と連携して実施」（参考文献１）としている。わ
たしはこの南極授業の計画および実施に携わり、授業当日（2013 年 1 月 27 日）は国内側（富山大学黒
田講堂）の参加者の反応を観察した。このレポートにおいては、今回南極授業に参加した小・中・高校の
生徒、大学生、生徒の親を中心とした一般市民のような対象者にとって、仮に今後また授業を行った場合
に、より「南極に関する理解」を向上させるためにどのような情報発信の改善点が考えられるかについて
論じたい。 
 
結果 
 南極地域観測隊の同行者として南極より授業（約 105 分間）を行った澤柿教淳教諭の授業計画は、以下
の三部の構成となった。 
（序盤）昭和基地からみた地球温暖化 ～砕氷艦「しらせ」が厚い氷に阻まれたわけ～ 
（中盤）南極観測の新たな挑戦 ～最新映像＆隊員さんへの質問タイム～ 
（終盤）立山と南極 ～特別ゲストと対談～ 
具体的には、中盤の授業、約 30 分間だけを取っても、南極昭和基地大型大気レーダー計画「PANSY 計
画（Program of the Antarctic Syowa MST/IS Radar）」、帰還する無人航空機による上空エアロゾル
の補足、アデリーペンギンの営巣地があるラングホブデ・袋浦の映像をはじめ、多岐にわたる内容が詰め
込まれた構成になった。30 分間における個々の内容は以下のようなものである。PANSY 計画について、
人為的活動の少ない南極大陸はノイズが少なく大気に関する現象を観測するのに適しているためレーダー
を設置して観測することや、1045 本のアンテナを手作業で構築することを説明（参考文献２）した。上
空エアロゾルの補足について、自力で帰還する無人航空機を南極で運用するのは世界初の試みであること
を説明し、成功に至るまでの試行錯誤の映像を視聴させ、エアロゾルそのものについて解説を行った。ア
デリーペンギンに関しては、営巣地での生態のみならず、行動範囲について、例えば、隔てられた海の間
を最短距離で移動することが解析されたなど、説明が続いた。 
 
考察 
 多様な内容が凝縮された授業構成であったため、必然的に授業のスピード（特にテロップ）が速く、内
容が次々に切り替わって行くという状況になった。このことに起因して、会場の参加者が、今どの内容が
話題になっているのかを見失いがちだったのではないかと懸念する。 
だが、たとえ一つの内容を掘り下げることを要求したとしても、それは 105 分間という制限された授業
可能時間を考えれば、相対的な問題に過ぎない。そのため内容の深度ではなく、別の角度から一つ今後の
改善点を取り上げたい。 
 この高速な授業においては、授業時間中リアルタイムで中継が繋がっている昭和基地の一室と、例えば
アデリーペンギンの営巣地のような VTR とが交互に視聴されることになった。それを今回は「では袋浦
に行ってみましょう」というような形で切り替えていたのだが、臨場感を持たせる演出を狙ったことが却
って、何がリアルタイムで何が過去に取得した映像なのか混乱を生じ、南極と今繋がっている、という実
感が浮遊してしまうと考えられた。 
南極現地と直接会話できるという貴重な体験が、わざわざ教員を南極に派遣するもっとも大きな意義で
あろう。現代は、インターネットの普及にともなって、世界各地と廉価もしくは無料で話ができる時代で
あり、子供たちは親世代と比べて遠隔地と通信できることに対して感慨を持たない可能性がある。それで
も南極は世界各国と比較して特殊な地域であり、その場所と直接交信できることは大きな意味があるはず
である。ならば、南極でしかできないことを参加者の「リアルタイム」の中に組み込むことをもっと重視
し、例えば今回後半に行われた、複数の南極観測隊員が現地で通信に参加するという希少性を子供たちに
きちんと訴えたい。そのためにも、「リアルタイムのもの」と「過去に取得した映像」とをしっかり切り分
ける必要性があると考えられる。 
 
参考文献 
１ 平成 24 年（2012 年）度 教員南極派遣プログラム 実施要項 
２ “見る力”の発展 南極から風をよむ、Nikon、  
http://www.nikon.co.jp/channel/light/chap05/sec05/index.htm（2013 年 2 月 27 日取得） 
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南極授業雑感 
成行泰裕 
  本年度の理科プロジェクトは、附属小学校の澤柿教諭の第 54 次日本南極
地域観測隊参加を受けて、当初の予定から実施内容を変更したと聞く。筆者は
本年度初めて理科プロジェクトに参加するので推測になるが、例年とは異なる
特別な実施年度だったのだろう。プロジェクトの軸は、2013 年 1 月 27 日に
黒田講堂、1/31 に付属学校でそれぞれ行われた「南極授業」である。南極授
業の肝は南極基地との中継で澤柿先生に授業をしていただく所であり、プロジ
ェクトの主な作業はこの授業のセットアップであった。詳細は私よりも前線で
働かれた先輩諸氏の報告に記載されていると思うので、そちらを参考にされた
い。 
  私が当日関わったのは黒田講堂で実施された回なので、こちらに関する所
感を以下に述べたいと思う。この回は基本的に一般向けに開放されたイベント
であるが、当日の客層やアンケート結果から判断する限り、参加者の多数が附
属学校の児童及びその保護者の方であった。その点では、今回のイベントはイ
ンフォーマル教育やアウトリーチ活動の類というよりも、課外授業に近い性格
のものであったと言える。筆者が当日の様子やアンケートから受けた印象だが、
聴衆の興味は南極の自然そのものよりも南極基地や技術試験などの方へ寄って
いたようだ。今回の実施の特徴に、「南極にいる澤柿先生」の参加や「立山と南
極の繋がりを知る先人」の招待など、「人」を強く意識した構成であったことが
挙げられるが、このような興味の傾向は、聴衆集めと合わせた当日の構成が功
を奏した結果とも取れる。構成の工夫によって「自然科学」よりも「技術」の
方へ聴衆の意識が向いたとすれば、非常に興味深い。筆者の個人的な印象は別
としても、児童が南極での生活やそれに関わる設備、実験業務を通じて自然科
学や科学技術へ興味を持つ過程の考察は、今回の貴重な実施を消化する上で欠
かせない視点であろう。蛇足であるが、最後にゲストの方も言及された南極基
地との中継そのものの凄さがあまり聴衆に伝わっていないのは惜しい気がした。
会場での無線技術のデモ等があっても良かったかもしれない。 
  今後は、理科プロジェクトでの実施云々を置いておくにしても、今回の貴
重な実施を消化するための事後の取り組みが重要となろう。「南極にいる澤柿先
生」と「南極にいた澤柿先生」が行うべき授業内容も異なるであろうし、「南極
にいた澤柿先生」に対する児童の捉え方の経年変化も興味深い。それらの取り
組みの結果から、学習内容に適した実施形態・構成が何らかの形で出てくれば、
今回の実施の価値もより一層高まるというものであろう。ただし、そのような
スキーム作りには現場で児童生徒に接している付属学校の先生方以上に、学部
の教員に労をとる責任がある。今回の実施に特段の寄与が無かった己を反省し、
次年度の取り組みへつなげたい。 
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音楽教育グループ 
 
学部      松本  淸  森田 信一  千田 恭子  坂本麻実子 
附属小学校   藤井 亜弓  村井 悠子 
附属中学校   関口 道子 
 
 
 
１ 研究の目的と方法 
 音楽科は今まで、教育実習生の指導を通して、大学と密に連携が図られてきたが、現在
では、音楽科学部生・実習生がいないため、大学との連携が図りにくくなった。そこで、
本共同プロジェクトでは、附属小・附属中学校の研究会の事前・事後研修を通して、より
質の高い研究授業の在り方や授業の技術の向上によって、附属の使命でもある、教科で発
信することをより充実させていくこととした。また、音楽科は、現場では、教員が一人ま
たは二人の少ない教科であるため、専門性の多岐化が困難となる。そこで、より多分野か
らの視点で研究していくことで、現場での音楽教育をより充実させたいと考え、アドバイ
ザーとして、上記の学部の教授方にご協力いただいた。さらに、研究校としての特色を生
かすために、研究会の事前・事後研という形式での共同プロを土台とした本共同プロジェ
クトの取り組みによって、学部と中学校・小学校、また中学校と小学校での教育現場の実
態についての情報交換をも行うことが可能となり、今後の教科指導を、より系統的に取り
組みことができると考える。 
 
２ 小学校における活動報告 
◆研究発表会（６月）公開授業の事後報告会 
 第２学年「ききあいながら、たのしくうたおう」       授業者  藤井 亜弓 
  歌唱イ・エ、鑑賞イ 〔共通事項〕音色、強弱、反復、問いと答え 
 第３学年「ドリア旋法による音楽づくり」          授業者  村井 悠子 
  音楽づくりア・イ、鑑賞イ 〔共通事項〕 旋律、音の重なり、反復、変化 
 
◆研究シリーズ（１２月）公開授業の事前検討会 
 第２学年「２年１組のテーマソングをつくろう」       授業者  藤井 亜弓 
  歌唱イ、音楽づくりイ 〔共通事項〕リズム、旋律、拍の流れ、フレーズ、反復 
 
◆研究シリーズ（１月）公開授業の事後報告会 
 第３学年「ひびかせよう すてきなハーモニー」       授業者  村井 悠子 
  歌唱イ・エ 〔共通事項〕音色、旋律、強弱、音の重なり、反復、変化 
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３ 中学校における共同プロの研究成果 
◆創作における創作ソフトの活用～Muse  Score～ 
同じテーマに向かってそれぞれが旋律をイメージし、そのイメージを伝え合う活動を通
してコラージュにしていくことで、個々の思いが生かされた１曲に仕上げることができる。
その過程として、三部形式を上手く取り入れることで、旋律が音楽的に生かされた楽曲に
なる。そのように効率的・音楽的にそれぞれの旋律を完成させる喜びを味わわせるために
は、イメージを音楽にできる媒体が必要である。生徒の即興的な表現を、効率的に具体化
した楽譜（音楽）にするためにコンピュータを補助として活用し、イメージを旋律にする。
そのような創作活動においては、コンピュータの活用が、効果的であると思われる。この
ようなソフトはいくつかあるが、その目的によって使用するとよいということが解明され
た。Muse  Score は、楽譜の知識がない生徒でも、即興的に、音を鳴らしながら、楽譜に
していくことができるため、生徒の創作意欲を高めつつ、創作活動ができた。また、作品
が出来た後、そのまま楽譜として印刷できる点などから、その後の活用の多様性が期待で
きる。 
○創作の過程 
 
 
 
 
 
 
◆合唱指導における審査の視点 
合唱指導において、自分の思いを効果的に表現していく 
方法について研究した。中学校の研究テーマである言語活 
動も生かし、審査の視点からの音楽的評価、講評を言葉で 
書いていくという取り組みを行った。普段、パート練習で 
パートリーダーのみが指導やコメントを伝えるという形式 
の練習形態が多かったが、今回のような取り組みでは、普 
段あまり意見や思いを伝えられない生徒でも、積極的に伝 
えようとすることができた。また、付箋を使うことで、一 
斉に思いを書き、それを一斉に共有することができるとい 
う点で、時間短縮しながら、より一人一人の思いを挙げて 
いくことが可能になった。また、文字で残ることで、その 
後の合唱の仕上げの段階までにも有効に活用したり、他ク 
ラスへの情報交換・共有にも活用することができることが 
解明された。 
・8 人グループで話し合いをして、一つのテーマを考え
る。ペアで曲のイメージを伝え合い、それぞれコンピュ
ータでモチーフを考え、楽節にし、それらを、組み合わ
せて１曲にする。＜三部形式にする。＞ 
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造形教育グループ 
 
   －幼小中のつながりを意識しながら， 
            造形教育で身につける力について研究する－ 
 
  代   表 ： 隅 敦 
  附属幼稚園 ： 中田 良子(H23・H24)，林 智子 
  附属小学校 ： 大島 孝明 
  附属中学校 ： 藪 陽介 
  附属特別支援学校 ： 中江 麻由美（H23） 
  人間発達科学部： 鼓みどり，上山 輝 
 
 
本研究グループは，校種間の造形教育における連携を目的にし，可能な限り集まって意
見交換を行うことを目的に会を行うことにした。 
 
平成 23 年度  
 校種ごとに授業研究のテーマがあり，メンバーの負担にならないことを考え，幼・小・
中の授業研究会を相互に見合うことから始め，その後話し合いをもって，幼小中の連携に
ついて考えるということでスタートした。しかし，メンバーが，それぞれの附属の公開授
業に参加できたとしても,その協議に互いに参加すること自体，なかなか難しいことが分か
った。また，それぞれの校種で，授業提供をしていただいたにも関わらず，結局共通のテ
ーマを絞り切れなかった。 
 ただし，主席可能な授業研究に参加し，合わせて教育実習も参観することで，校種を超
えた課題が見えて来た。そうした中，附属幼稚園における教育実習において，実習生が表
現に用いる材料・道具を使いこなせない場面に遭遇したことは，見逃すことの出来ないで
きごとであった。実習生がダンボールを用いて作成した玉入れをするための箱は，実習生
が背負って運ぶタイプのものであったが，園児が追いかけて紅白の玉を入れるうちにぼろ
ぼろになってしまったのである。 
 ここに，大学に入学する以前に習得しているはずのはさみの使い方，道具の使い方と技
法がきちんと身についていないことを意識することとなった。また，材料としてのダンボ
ール箱の強度を理解し，ガムテープを用いた用途に合わせた接合の方法等の技術が未習得
であることについての問題点が浮き彫りになった。前回の学習指導要領の改訂で授業時数
が大幅に削減されて以来，小学校の段階で十分な指導がなされないままに現在に至ってい
る学生は多く，授業における用具の扱い方のレベルは年々低下しているという実態がある。
したがって，教員養成の現場でも用具の扱い方を指導していく必要性も求められることが
確認された。 
  用具の存在を確認するために幼・小・中で用いられる用具の購入を行い，発達段階に応
じたそれらをどのように使いこなして行くのかについて，用具のサンプルセットを作成す
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ることにした。 
 
平成 24 年度  
 月 1 回第 2 土曜日の午後 3 時から 2 時間，概ね揃った用具のサンプルセットの確認を
しながら，各校種で身につけるべき教科書の確認等中心に情報交換を行っていった。 
 小学校図画工作科教科書に掲載されている用具を学年ごとに初出の段階に整理して改め
て並べてみると，学年が上がっていくに連れて，木工用具なども出てくるが，描画に用い
る用具は中学年頃までにほとんど使用法を押さえることが求められていることが分かる。
したがって，6 年生になると全ての用具を必要に応じて使いこなして表現を行うことがで
きるように構成されている。 
 ここまでの協議で，幼稚園から中学校までの約 9 年間の造形活動の共通の研究テーマの
設定は困難が伴うが，平成 24 年度の協議の内容から，幼・小・中で共通の材料・用具を
使用した実践を行いながら，実践を分析することになった。ちょうど附属中学校の藪教諭
がモダンテクニックを取り上げた実践研究が行われたこともあり，その授業分析の結果か
ら，デカルコマニーを用いての実践を幼・小・中と行うことになった。 
  附属小学校の大島教諭がかつて 2 年生で実施した、デカルコマニーから発想して絵に表
す題材を，幼稚園，小学校，中学校でそれぞれ実施することになった。その際の研究の観
点として以下の 2 点が挙げられた。 
（１）何を比較するのか 
・何に見立てたか。 
・どのような物語をつくっているか。 
・周りに何を描き足しているか。 
・中学生でも、プリミティブなことをやると、もしかしたら幼稚園や小学校の子どもと同
じようなことをするのではないか。 
・見立てるときに、基になっているデカルコマニーの角度や配置の仕方に違いはあるのか。 
（２）検討事項 
・デカルコマニーに使う絵具は、幼稚園はポスターカラーの共同絵の具。小学校と中学校
も同じものに揃える必要があるのでは。 
・表現した後、園児、児童、生徒がどのようなことを考えて表現したのかが分かるように、
小学校と中学校はワークシートやアンケート、幼稚園はビデオでインタビューするなど、
記録を残す。 
 
以下，平成 25 年度の共同研究に継続する。 
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家庭科教育グループ 
特別支援学校小学部の生活単元学習における 
家庭科分野の授業実践研究 
－ミシン、アイロンを使用して－ 
 
附属特別支援学校： 高附 真梨子 
附属小学校   ： 森永 郁江 
附属中学校   ： 山崎 陽江 
学 部     ： 磯﨑 尚子（代表） 
 
はじめに－研究の背景と構想― 
 平成２１年３月に改訂された特別支援学校学習指導要領において、「各教科等を合わせた
指導」として「生活単元学習」は「児童生徒が生活上の目標を達成したり、課題を解決し
たりするために、一連の活動を組織的に経験することによって、自立的な生活に必要な事
柄を実際的・総合的に学習するものである」１）とされている。 
 本授業研究では、特別支援学校小学部５、６年児童の「新しいことに挑戦したい」とい
う思い（望む姿）から、将来、家庭や地域生活で「手順表、案内表示などの情報を読み取
り、活用する」「分からないなど困ったときに周りに助けを求める」「どこが分からない
のかを表す」「周りの人とやり取りする」ことができる児童の姿（望まれる姿）の実現を
目指した。そこで生活単元学習を取り上げ、「生活科」の「役割」「手伝い・仕事」の観点
から、ミシンやアイロンを使い、教師や友達と一緒に巾着袋やコースターを製作し、教師、
友達や家族にプレゼントする「小３組きんちゃくやさん」及び「みんなで作ってプレゼン
トしよう～小３組クラフトショップ～」の単元の授業を構想し実践した。 
  
１．研究授業の概要 
 研究授業は、富山大学人間発達科学部附属特別支援学校小学部３組で行った。授業対象
児童は小学部５、６年児童５名である。始めに「小３組きんちゃくやさん」の単元開始時
（平成２４年８月）の実態について述べる。裁縫の経験については、手縫いの刺し子、パ
ッチワークやハンカチなどの小物のアイロン掛けの経験がある児童がいた。ミシンを扱っ
た経験のある児童はいないが、家庭で母親がミシンで小物を製作している様子や、テレビ
ドラマで洋服をミシンで製作している様子を見て、興味をもっている児童もいた。 
そこでこの単元では、ミシンやアイロンなどの道具２）を使って小物作りをし、教師や家
族にプレゼントする活動を設定した。この活動を通し、児童の興味・関心と発達段階を考
慮しつつ、ミシンやアイロンなどの道具を安全に正しく取り扱う学習経験を積ませたいと
考えた。初めて使う道具を使って製作できる簡単な小物で、布の柄やひもの色が選べたり、
いろいろな使い方ができたりしてプレゼント相手から多様な反応が返ってくることが考え
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られることから、初めに取り組んだ単元「小３組きんちゃくやさん」では巾着袋を製作す
ることにした。ミシンやアイロンは初めて扱うので、工程が短く、より簡単に製作できる
ポシェットやあずま袋をまず製作し、校外学習や他の授業場面で自分が作った物を使い、
作る楽しさ、できた喜び、使う楽しさを経験した。そして、次に、工程が長く、難易度が
上がる巾着袋の製作に取り組むこととした。 
１校時の展開は、学習課題１「準備をしよう」、学習課題２「巾着袋を作ろう」、学習
課題３「発表しよう」で構成した。 
学習課題１では、「ポストタイム」でプレゼントした相手からの手紙や動画のメッセー
ジ、製作中の巾着袋のプレゼント相手からの動画メッセージを発表し、児童の製作意欲が
高まることを意図した。 
学習課題２では、友達とペアになり、一人 1 個ずつ巾着袋を製作した。アイロンの工程
は、安全面に配慮し、アイロンの扱いに慣れていて技術的にも高い児童が担当し、各ペア
や教師からの依頼を受けて活動した。各工程の中には児童によっては技術的に難しい活動
もあるが、『手順表』や『チェックシート』を見ながら繰り返し製作を行うことで技術面
での向上を図りつつ、困ったときには友達や教師に必要な支援を求めて解決する力が付く
ことを意図した。 
学習課題３では、製作を振り返り、チェックシートを提示して各工程のチェックポイン
トに従ってうまくできたところや難しかったところを発表するようにした。自分の得意・
不得意を認識したり、自信や注意点への気付きを引き出したりすることを意図した。この
場面をより友達同士で成果を共有し合える場にするため、授業改善を行った。授業改善後
（After・１１月初旬）には、実物投影機を使い、実物を拡大してテレビ画面に映してチ
ェックポイントに注目して全員で評価することにした。 
 授業実践の結果、単元終了時には「自分で準備や片付けをして活動をスムーズに進めら
れるようになった」「チェックポイントを意識して製作したり、振り返ったりするように
なった」「友達同士で声を掛け合ったり、依頼を聞いたりして活動を進めるようになった」
「喜ばれることを励みに決められた製作時間内、集中して取り組むようになった」など児
童の意識や意欲などに変容が見られた。ある児童は、家庭でのお手伝いチャレンジ活動で
ハンカチのアイロン掛けや学校に提出する雑巾のミシン掛けに保護者と一緒に取り組むよ
うになった。保護者からは、ミシンやアイロンなどは今までは危険な道具として児童の前
で使用することを避けてきたが、「針は怖い」「アイロンは熱い」ということが分かり、児
童が安全に正しく取り扱うことを意識できるようになったことで、家庭で保護者と一緒に
取り組む活動の広がりにつながった、との肯定的評価を得ることができた。 
しかし、この「小３組きんちゃくやさん」の単元では、巾着袋完成までの工程が長く、
工程の流れの理解が難しかったり、注文を聞いてから届けるまでにかなりの日数が開いて
しまったりした。この反省を活かして、次の「みんなで作ってプレゼントしよう～小３組
クラフトショップ～」の単元では、児童が見通しをもって取り組み、完成した達成感をよ
り多くの回数で感じられるように、また、プレゼント相手とのやり取りの機会をより多く
もてるように、１校時で仕上がるコースター製作に取り組むこととした。コースターは布
コースター、ラミネートコースターとし、布コースターは巾着袋製作時に上達したミシン
やアイロンの技術を使い製作することとした。1 校時で仕上げるために集中して取り組む
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ことや分からない、うまくいかないなどのときには周りに支援を求めて活動をスムーズに
進めることも意図した。１校時の展開は前単元と同様とし、プレゼント相手とのやり取り
は生活単元学習の授業時間外で行うこととした。 
２．授業の結果分析と考察 
（１）授業の様子 
初めに取り組んだ単元「小３組きんちゃくやさん」では、児童にとって初めて扱う、ミ
シン、アイロン、裁ちばさみ、糸切りばさみ、ひも通しなどの道具を使ったので使い方
も分からず、初めの頃は難しい、怖いという気持ちをもっていた児童もいた。しかし、
手順表を見ながら教師の説明を聞いたり、示範を見たりして何度も道具を繰り返して使
っていくうちに上手に使えるようになってきて、次の単元「みんなで作ってプレゼントし
よう～小３組クラフトショップ～」では、教師に頼らなくても手順表を手掛かりにして児
童同士で製作を進めることができた。糸の始末やミシン掛けの線などのチェックの眼が
厳しくなるなどもっと上手に仕上げたいという質の向上を目指す気持ちも出てきて、自
分で気付いたり、友達に教えられたりして修正する姿も見られるようになった。 
＜「みんなで作ってプレゼントしよう～小３組クラフトショップ～」の 
布コースター製作時に用いた手順表、チェックシート＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『布コースターの 
チェックシート』（表） 
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＜友達同士声を掛け合いながら製作を進めたり、評価し合ったりする様子＞ 
 
（２）授業を終えて 
 児童たちは、巾着袋やコースターをプレゼントしたい相手を選び、布やひも、アイロン
プリントしてほしいものなどのリクエストを聞いて、友達と協力して製作し、出来上がっ
た物をプレゼントして喜んでもらうという経験を繰り返し積んでいった。児童たちは、こ
の過程を通して、プレゼントしたいという意欲が高まり、より良い製品を作ろうとする向
上心を持って製作に取り組む姿が見られるようになった。 
この「小３組きんちゃくやさん」「みんなで作ってプレゼントしよう～小３組クラフトシ
ョップ～」の単元を通して、児童は、友達と助け合ってプレゼントを製作し完成させる中
で達成感ややりがいを、そして、自分たちが製作したものをプレゼントすることで相手に
感謝され、より良い物を作ってもっと喜んでもらいたいという働く喜びや向上心を、育て
ることができたと思われる。 
 
３．おわりに 
 知的障害のある児童生徒に対する特別支援学校の指導では、中学部・高等部における「職
業・家庭科」や「各教科等を合わせた指導」の「作業学習」で、縫製分野としてミシンや
アイロンなどの道具を使用して学習を進めることがあるが、小学部段階で取り扱うのは珍
しいことと思われる。今回の授業で対象とした小学部高学年の児童の実態や興味・関心を
考え、道具の安全な扱い方、児童の実態に合わせた適切な指導を行えば、ミシンやアイロ
ンなどの道具を使用して学習を進めることができるのではないかと思い、研究授業を構想
した。 
 授業構想にあたり、どのような能力や意欲などを児童に育成するのか、そのためには何
を製作するのがよいか、そしてどのような手順で製作すれば安全に作業が行えるか、児童
がそれを実感する場面の工夫などについて、小学校や中学校での家庭科での取組を聞き、
本家庭科部会で検討したことで「小３組きんちゃくやさん」「みんなで作ってプレゼントし
よう～小３組クラフトショップ～」の授業を進めることができた。 
 この授業を通して、児童は新しいことに挑戦し、人と関わりながら活動を進めたり、手
掛かりを活用したりすることで成功した経験を積むことができたと思う。その経験を生か
し、次の新しいことへの挑戦につなげ、児童の生活を豊かにしていきたいと思う。 
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１） 文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説 総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』、
２４７頁、平成２１年６月 
２） 文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説 総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』
第 3 編第 2 部第 3 章第 4 節中学部の各教科第 8「職業・家庭」には、『職業・家庭
科は、小学部の「生活科」の観点である「役割」や「手伝い・仕事」の内容との関
連で示されている。』とあり、内容の９つの観点に「道具・機械等の取扱いや安全・
衛生」がある。そのため、本研究ではミシンやアイロンなどを「道具」として表記
する。 
 
なお、本研究は、富山大学人間発達科学部附属特別支援学校『平成２４年度研究紀要 第 
３４集』、５１-６２頁、平成 25 年 2 月に発表したものを加筆修正したものである。 
 
63
健康教育グループ 
児童・生徒の発達段階と生活習慣の実態 
代   表       神川 康子 
  附属小学校      松森 由香里 
  附属中学校      大場 真紀子 
  附属特別支援学校   池田 優香 
  附属幼稚園       島田 みどり 
  学部         藤本 孝子 、澤  聡美 
   
 
（１）生活習慣研究会 ―大規模アンケート調査について― 
 
近年の少子高齢化、高度情報化、国際化などによる社会環境の著しい変化に伴い、子ど
も達をとりまく環境も多様化・複雑化している。このような中、子ども達の生活習慣の乱
れが懸念されている。生活習慣の乱れは、子ども達の心身の健康だけではなく、学力や社
会的な不適応にも繋がると考えられることから、家庭・学校・地域が連携して子ども達の
適切な生活習慣の確立を支援していくことが重要な課題となっている。そこで、健康教育
グループ（以下、生活習慣研究会）では、子どもたちの成長・発達を支える生活習慣を食
生活や運動・睡眠習慣から検討し、将来を担う子どもたちが元気で健やかに育つための家
庭や学校における教育プログラムを提案することを目的に富山県内および近県で 5000 人
以上を目指した大規模アンケート調査を起案し、現在進行中である。 
平成 24 年度は 4 月 13 日から 2 月 12 日まで計 9 回の生活習慣研究会を開催し、基本
項目、睡眠、食生活、体の調子、運動習慣、放課後の過ごし方、こころの状態、生活の様
子の観点を盛り込んだ調査票を作成し、実施を始めた。幼稚園 2 校、小学校 2 校、中学校
2 校、大学 1 校、社会人より、延べ 1950 枚の調査票を回収した。次年度以降もアンケー
ト調査の実施を続ける予定である。 
分析についても途中段階であるが、今回は食生活の観点から分析を行った結果の一部を
報告する。対象は富山県内のＡ小学校に通う 5,6 年生（合計 158 名）。食生活に関する質
問項目（29 項目）と心身の健康状態（体の調子とこころの状態）に関する質問項目（33
項目）について、Mann-Whitney のＵ検定を用い有意差検定を行った。その結果、「嫌い
なものを残す」「甘い物の嗜好」「肉の嗜好」「野菜の嗜好」「しっかり噛んで食べる」「家族
と食事の買い物に行く」「家族と食事の話をする」「家族と食事は楽しい」「食事の準備や片
づけを手伝う」という 9 項目が、心身の健康状態との間に多くの有意差が見られた（表 1）。
また、食生活は身体の健康状態よりも、心の健康状態に多くの有意差が認められた。上述
の食生活に関する 9 項目は子どものポジティブな感情、意欲、集中力、自己肯定感などに
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関連することが示唆された。今後さらに詳細に検討する予定である。 
近年、だるい、疲れやすいなどの身体症状や、イライラしやすい、意欲がない等の心の
症状を持つ子どもたちの増加が指摘されている。子どもの心身の健康状態に生活習慣が密
接にかかわっていることは以前からいわれている。しかしながら、睡眠習慣・食習慣・運
動習慣と心身の健康状態を関連させた大規模調査は皆無である。来年度もアンケートの実
施と睡眠習慣、食習慣、運動習慣の観点からデータの分析を推進し、健康教育実践のため
の有効な手立てを探りたい。 
 
表１．食生活に関する項目と心身の健康状態に関する項目との有意差検定結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ：心身の健康状態に関する項目（33 項目） ＊p<0.05、＊＊p<0.01 
Ｂ：食生活に関する項目（9項目）  
嫌いな物を
残すか
甘い物の嗜
好 肉の嗜好
野菜の嗜
好
食事はしっ
かりと噛ん
でいる
家族と食事
の買い物に
行く
家族と食事
について話
す
家族との食
事は楽しい
食事の準
備や片づけ
を手伝う
めまいや立ちくらみ ― ― ― ― ― ― ＊ ― ―
すぐに疲れる ― ― ― ― ― ― ＊ ― ―
腹痛 ― ― ― ― ― ― ＊ ― ―
朝からあくびが出る ＊ ― ― ― ― ― ― ＊ ―
肩こり ― ― ― ― ― ― ― ― ―
腰痛 ― ― ― ― ― ― ― ＊ ―
虫歯 ― ― ― ― ＊ ― ― ＊ ―
大便の頻度 ＊＊ ＊ ― ＊ ― ― ― ― ＊
自分が好き ― ＊ ― ― ― ― ＊ ― ―
友達と仲良く遊ぶ ― ＊ ― ― ― ― ― ― ―
学校のことで悩む ― ― ― ― ― ＊ ＊ ― ―
イライラすると食べる ＊＊ ― ― ― ― ― ― ― ＊
食べすぎて自分が嫌になる ＊ ― ― ― ― ― ＊ ＊ ＊
お腹がすくとイライラする ― ― ― ― ― ― ― ― ―
やる気 ― ― ＊ ＊＊ ― ＊ ― ＊ ―
イライラする ― ― ― ― ― ― ― ― ―
学校行事が楽しみ ― ― ― ― ＊＊ ＊ ― ― ―
楽しく学習できる ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ― ― ＊ ―
毎日が楽しい ― ＊＊ ＊ ― ＊ ― ― ― ―
仲のいい友達がいる ― ＊ ＊ ― ― ＊＊ ― ― ―
家族が好き ― ― ＊ ― ― ＊ ― ― ＊
学校が楽しみ ― ― ＊ ― ＊ ＊＊ ― ― ―
思い通りいかなくても我慢で
きる ― ― ― ― ― ― ― ― ＊
皆の前で大きい声で返事でき
る ＊＊ ― ＊ ＊ ― ― ― ― ―
授業中は集中できる ＊＊ ― ― ＊ ＊ ＊＊ ― ＊ ＊
すぐに決断できる ― ― ― ― ― ― ― ― ＊
周りの人は良いところを認め
てくれる ― ― ＊＊ ― ― ＊ ― ― ―
やってみたいことがいろいろ
ある ― ― ― ＊ ＊＊ ― ― ― ―
学校の出来事を家で話す ― ― ＊ ― ― ― ― ― ―
家族に相談する ― ― ― ― ― ― ― ― ―
自分の良いところを知ってい
る ― ― ― ― ― ― ― ― ＊
心配事がある ― ― ― ― ― ＊ ― ― ―
失敗が気になる ― ― ― ― ― ― ― ― ―
Ａ Ｂ 
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（２）附属小学校での取り組み  ～とやまゲンキッズ作戦の取り組みから～ 
 ① 今年度は「とやまゲンキッズ作戦－健康づくりノート－」を 7 月、12 月、3 月の年
3 回実施し、結果は毎回“ほけんだより”でお知らせした。一年間の結果は下記のとお
りであった。 
   ○ベスト３ 
    1 位 朝ごはんを食べている（約９７％） 
    2 位 仲の良い友だちがいる（約９６％） 
    3 位 家族と一緒に食事を食べている（約９５％） 
   ○ワースト３ 
１位 早く寝る（約２５％） 
    ２位 TV・ゲームが 1 時間未満（約４６％） 
    ３位 朝からあくびがでない（約５０％） 
   １２月は 7 月や 3 月に比べて、ワースト３の項目、順位は変わらなかったが、値が
わずかだが低くなっていた。 
   “とやまゲンキッズ作戦”に書かれてある１～4 年生の保護者の方からのコメントか
ら、早寝・早起き、姿勢、テレビやゲームの時間、運動、お手伝いのことなど、日々、
お子さんに言葉をかけておられる様子が伝わってきた。生活習慣は学校と家庭が連携
して子どもをサポートすることが、子どもたちの毎日の生活と関係し、行動変容につ
ながったと思われる。 
 
 ② 就寝時刻について 
   年間を通して、値が低かったのは「就寝時刻」についての質問の回答だった。保健
室に頭痛や気持ち悪いといった訴えで来室する子どもに話を聞くと、就寝時刻の遅い
ことが原因に挙げられ、特に、高学年に多く見られた。 
 
   〈質問「何時に寝ましたか？」の結果より〉 
 
27.8
21.2
27.2
62.8
66.4
62.4
9.5
12.3
10.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%
7月
12月
3月
9時前 9時～１０時 １０時以降
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  保健室の掲示を利用して、子どもたちに就寝時刻が遅くなって睡眠時間が減っている
ことや睡眠の大切さについて意識を高めるようにした。また、“ほけんだより”を通して、
睡眠の重要性について保護者に伝えた。子どもだけでなく、保護者にも基本的生活習慣
の大切さを再認識すると同時に、理想の生活を送ることで、心や体にどんなよいことが
あるかを考える場を設定した。 
 
〈ほけんだより 7 月号より〉 
 
 
   早く寝て、たっぷり睡眠時間をとることは体だけでなく、心の健康につながる。ま
た、体が健康であることで、精神面も落ち着き友達とのかかわりが安定する。さらに
集中して学習もできるので、学力の向上にもつながる。体と心によい生活を送ること
で自他を認め、自己肯定感が高まると考える。 
子どもたちの就寝時刻の遅いことや運動不足などの基本的生活習慣の乱れは子ども
たちの生涯の健康にとって大きな問題である。子どもたちが自分の問題としてとらえ
るために、継続的な指導が必要である。また、生活習慣は家庭との連携、サポートが
ないと子どもたちの行動変容に結びつかない。今後は、実態把握を取るとともに、子
どもたちが課題意識をもって取り組めるように指導を続けていきたい。 
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（３）附属中学校での取り組み 
  ① 生徒の実態 
   本校の生徒は地域の学校に通う公立の生徒に比べ、通学に費やす時間が長い。また、
放課後の塾通い、家庭学習、部活動、携帯電話での友達とのコミュニケーションなど、
中学生になると生活時間は大きく変化する。そのため、時間を上手く使わないと睡眠
時間の確保が難しく、特に、入学したての１年生は、生活リズムの乱れから体調不良
を訴え保健室に来室する生徒が多い。そこで、本校では、基本的な生活習慣の育成を
以下のように行っている。   
   ② 基本的生活習慣の育成  
 時期 指導内容 指導者 対象 
保健学習 4 月 
～2 月 
保健体育科 
「健康な生活と病気の予防」 
教科担任 ３年生 
 
 
 
 
保健指導 
6 月 ・生活習慣の振り返り 
（ゲンキッズ調査） 
学級担任 全学年 
9 月～ 
11 月 
・生活習慣病講演会資料づくり 
・講演会事前プレゼンテーション 
養護教諭 1 年生保健委員 
11 月 ・生活習慣病予防講演会 
（外部講師招聘） 
 
１学年教諭 
養護教諭 
1 年生と保護者 
・すこやか検診（生活習慣病予防検診） 
  （Ｈ２４年度受診率９８．１％） 
1 年生と２・３年生の継
続観察生徒 
12 月 ・すこやか教室 
（総合病院医師・栄養士による健康相談 
・保健指導） 
富山市教育
委員会 
採血検査で異常のあった
生徒 
○生活習慣病予防講演会 
   講 師  富山大学名誉教授・富山産業保健センター所長 鏡森 定信先生 
     対 象  1 年生１６０名とその保護者（参加希望者） 
 （講演の概要）                      ＜講演後の質疑応答の様子＞ 
 
・科学的なデータや資料に基づくお話は、生徒の興味・関心を引きつけ、講演 
後に講師の先生へ意欲的に質問する生徒の姿が見られた。 
・睡眠の効果 
     成長ホルモンの分泌 
      記憶にかかわる脳の海馬の成長 
      記憶の固定 
      ＮＫ（ナチュラルキラー）細胞の活性化 
    心の健康（うつ予防） 
・朝食の重要性                      
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○生活習慣病講演会事前プレゼンテーション 
  ＜プレゼンテーションより＞        ＜講演の運営を行う保健委員＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・実態調査から見える１年生の抱える生活習慣の問題点を保健委員が分析し、自分たち
の問題として睡眠の大切さを学年に呼びかけた。 
 ③成果 
    ゲンキッズ調査（１年生１６０名）のＨ２４．７月とＨ２４．１２月の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒の就寝時刻に大きな変化は見られなかったが、「夜、ぐっすり眠れる」と答える生徒
や「朝食を毎日食べる」と答える生徒は増えていた。また、「学校生活が楽しい」と答え   
る生徒も７８．１％から８５．０％に増えていた。生徒が学校生活に慣れてきたことも背
景にあると思われるが、生活習慣の改善が心や体の安定を生み、学校生活の楽しさに繋が
ったのではないかと思われる。今後も指導を続けていきたい。 
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（４）附属特別支援学校での取り組み 
①はじめに 
      本校は、5 月に行った歯科検診の結果、う歯率は 11.9％と低かったが、軽度歯肉 
炎率は 25.4％、歯垢の付着率は 52.5％と高かった。そこで、今年度、歯に関する
取り組みを以下の通り実施した。 
 
②実践 
むし歯予防週間 
7 月 2 日(月)～6 日（金）をむし歯予防週間とし、ポスター・標語の作成、歯みが
きカレンダーによる歯みがきチェック（小学部）、賞状の配付、お昼の校内放送など
を行い、歯の健康について考える期間を設けた。   
 
 
 
 
 
 
 
 
〈ポスター・標語〉       〈歯みがきカレンダー〉       〈賞状〉 
 
集団指導（中学部） 
保健の授業で、デンタルフロスの使い方を体験した 
り、位相差顕微鏡を用いて自分の口の中の細菌の様子を 
観察したりして、口腔内の衛生について指導した。 
生徒たちは、動いた細菌を見て驚くとともに、「これか 
らはしっかりと歯をみがきたい。」と感想を述べていた。 
 
『歯科に関する連絡票』の活用 
近年、予防歯科が浸透し、定期的に歯科受診をし、クリーニングやフッ素塗布な 
どを行っている児童生徒も多い。定期受診を行っている児童生徒の割合を知るため、
また、現在口の中で気になることはないか把握するため、『歯科に関する連絡票』（資
料１）を作成し、活用した。このことにより、保護者の歯の健康に対する意識を高
めると共に、年 2 回の貴重な歯科検診の機会を有効に実施することができた。 
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治療状況の確認 
      1 回目の歯科検診（5 月）後、少しずつ治療カードは戻ってきていたが、10
月の懇談会時、未提出の保護者には、確認用紙（資料２）を配付し、治療状況
を把握すると共に、保護者へ治療の呼びかけを行う機会とした。 
 
歯みがき教室の実施 
   11 月 30 日（金）に歯科保健医療総合センター 
より歯科衛生士 5 名に来校していただき、小・中 
学部において、だ液検査（RD テスト）や、染め出 
し検査、ブラッシング指導、紙芝居、クイズなど 
を行った。 
小学部１，２年では、希望する保護者に参加し 
てもらい、歯みがきの仕方について学ぶ機会とした。 
 
歯科受診の練習 
歯を削る音が苦手なケースが多いため、機械音を IC レコーダーで流しながら電
動歯ブラシを用いて口を大きく開ける練習や、口の中に綿を入れる練習などを受
診前に行うことにより、不安を軽減し、スムーズに治療を受けられるようにした。 
 
③まとめ 
      卒業後、社会に出てからも歯を大切にする意識をもって生活してもらいたい。 
そのために、年２回の歯科検診のみならず、年間を通して定期的に染め出し検査 
を行ったり、集団指導を行ったりして、丁寧な歯みがきの習慣化を図り、児童生 
徒や保護者へ口の健康について働き掛けを続けていきたい。 
    
【資料１：歯に関する連絡票】      【資料２：治療状況確認用紙】 
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英語科教育グループ 
ラーニングジャーナルを用いた授業改善の研究 
 
  代   表 ： 岡崎 浩幸 
  附属小学校 ： 横山 恵 
附属中学校 ： 浦田 栄信、吉崎 理香、岩城 廣和 
   学 部  ： 荻原 洋、岡崎 浩幸 
 
１ 目的 
本年度はラーニングジャーナルを活用し、小学校・中学校で英語授業改善を試みた。生徒からのフィードバッ
クをもとに、教師がいかに授業を改善していったのかその一端を報告する。 
 
２ 研究の背景 
授業改善の中心は教師であるが、生徒も授業改善に積極的に参加することを可能にする方法を探究した。生徒
からのフィードバックをもとに、授業改善を進めていくツールを開発できないかメンバーで話し合った。様々な
研究によれば、教師変容にもっとも影響力のある要因の一つは生徒からのフィードバック(student feedback)
があると言われている。生徒からの肯定的なフィードバックは教師の改善への意欲を維持しながら、授業改善を
継続できる原動力になりうる。言うまでもなく授業改善は生徒の学びをより豊かにするためのものであり、一番
恩恵を受けるのは生徒である。ならば生徒のニーズや要望に耳を傾け、取り入れていくのは当然のことであろう。
またAllwright(2003, 2006 )が指摘しているように、授業を作り上げているのは教師だけでなく生徒（児童）
にも責任があるという考えに基づいている。教師も生徒もよりよい学びのために協力しながら成長していくので
ある。 
 
３ 方法 
生徒にlearning journal（学習日誌）を配布し、各lesson の終わりに授業を振り返るための、いくつかの質
問に回答させることで自己の学習を振りかえってもらう。今回の lesson で何を学び、何ができるようになった
のか、まだ十分にできなかったことは何か、などを記述してもらう。実際に授業で起こったこと（目に見えるこ
と）や生徒の内面を記述できるよう工夫する(5 参照)。教師はその記述回答を自分の授業の振り返り、そして改
善のための貴重な資料として活用する。learning journal（学習日誌）を回収し読み終えた後で、大学教員から
担当教員に、生徒の記述を分析考察するための質問をする。教師がどのような面に気づき、どのような点で授業
改善に役立だったのかを明らかにする。 
 
４ 小学校教員の事例 
 小学校教員の外国語活動実践例を以下に示す。研究の成果として、生徒からのフィードバックを得るための
振り返りカード（学習日誌の役割を果たす）をもとに、教師が継続していきたいこと、改善したいことを考察し
てもらった。 
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（解:指一本で触った感じでは“バナナ”っぽいな）  出・・・出題者側 解・・・解答者側 
出: “What's this?”（これは何？） 
解: “Hint, please.” （ヒントをください。）“What color？”（色は何？） 
出: “It’s yellow.” （黄色です。） 
解: “Yellow？” （黄色？）（やっぱり“バナナ”だ） “What group？” （グループは？） 
出: “It’s fruits.” （果物です。）（解: “バナナ”にまちがいないな） 
解: “Big? Small? ” （大きい？小さい？） 
出: “It’s big.”（大きいです。） 
解: “ Long? Short? ” （長い？短い？） 
出: “It’s short. “ （短いです。）（解:あれ、短いの？“バナナ”ではないのかな） 
解: “Do you like? ” （好きですか？） 
出: “Yes.”（好きです） 
解: “It's banana.”（バナナだと思う。） 
出: “Final answer?”（最後の答え？） 
解:（箱の中に手を入れて、手全体で形を確認した瞬間） 
“OK. I know. It's lemon！ ”（分かった！レモンだ） 
出: （笑顔で）“That’s right.”  
 
コミュニケーションの楽しさを味わうルールの工夫 
 
富山大学人間発達科学部附属小学校・教諭・横山 恵 
 
1．研 究 実 践 ―Hi, friends １  Lesson 7「What’s this？ クイズ大会をしよう」より― 
各グルーブ（８人）でブラックボックスゲームを実施した。このゲームで、ヒントを積極的に出し合ってコ
ミュニケーションを楽しむ子どもの姿を期待し、次の点を工夫した。 
 
工夫① クイズの素材は身近で既習の物 
  果物、野菜など、既習の素材を用意することで、ヒントを出しやすくした。 
工夫② ヒントが出しやすい場面設定 
出題者側がヒントを出しやすいよう、５種類（色、大きさ、長さ、グループ、好み）
のヒントカードを用意し、ヒントを工夫して会話を楽しめるようにした。 
工夫③ ゲームのルールの工夫 
    解答者側は、５つのヒントを聞いて予想した後に箱の物を“手のひらで触って”答えを当てることとし、
出題者側が何とかしてヒントを出そうとする場面を設定した。 
  
  １回目のブラックボックスゲームでは、最初から“手のひら全体”で触ることで答えがすぐに分かってしま
い、出題者側と解答者側の両者の意欲が半減する場面が見られた。そこで、２回目のゲームでは、解答者側に
“最初は指一本で触る”という新たなルールを加え、「ヒントがほしい」という会話への必要感や「きっと○○
が答えだな」という見通しが生まれるよう活動場面を仕組んだ。 
下の事例は、クイズの答えの意外性が子どもたちの活動意欲を高めるきっかけとなった場面である。 
 
 
 
下の振り返りカードからは、初めはヒントの出し方が難しいと感じていた児童が次第にヒントを出す楽しさ
を感じている様子が見られた。 
 
 
２．研究の成果  
① ルール作りについて 
ブラックボックスクイズのように見えない物を当てるクイズを展開する場合は、“最初は指一本で触る”
というような新たなルールを加えることでクイズへの“わくわく感”が高まる。また、少しだけ触ること
で答えに見通しをもつことで、ヒントを聞く楽しさだけでなく聞く必要感も高まる。 
《子どもの振り返りカード》 
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② ふり返りカードについて 
積極的なコミュニケーションへの鍵がどこにあるかを、子どもたちの実態を活動の様子やふり返りカー
ドから見取り、次の活動に生かすことが大切である。 
 
【継続していきたいこと】 
 ・ ふりかえりの観点を「今日のマイベスト」の三点「す」「て」「き」としたことで、観点ごとの具体的
な姿をふり返ることができた。また、児童は活動への思いを自由に記入することができた。 
・ 単元ごとに１枚のふり返りカードを活用したため、単元を通しての児童の成長が把握しやすかった。 
 
【改善していきたいこと】 
 ・ ふり返りカードには単元全体のねらいだけを示すのでなく、単元のねらいに迫るための１時間ごとの
目当ても記入しておく方がよいのではないか。単元の最終場面の子どもの姿を見通した単元構想や支援
の在り方を考える“バックワードデザイン”をもとにふり返りカードを作成し、今後活用したい。 
 ・ 言語や文化への気付きについては、あまり記述していなかった。言語や文化への気付きについては児
童に無理に気付かせる必要はないが、ふり返りを促す教師の言葉かけが必要だと感じた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
言語への気付きを書いている。 
単元のねらいは
あるが各時間の
活動の目当てが
ない。 
観点があるのでふ
りかえりをしやす
い。 
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５．中学校教員の事例 
レッスン（単元）終了後に、中学教員は生徒からのフィードバックを得るために簡単なアンケート（learning 
journal）を２回実施した。以下はラーニングジャーナルの結果について大学教員から、担当教師になされた質
問と教師の回答である。 
 
Learning Journal 実施後の教師への質問 
 
Learning Journal 内容 
A 生徒にどのようなことを聞かれましたか。（質問内容）（実施日も教えてください） 
（１）今日の授業の目標 「一般動詞の過去形を知る」（２月２８日、３月１９日） 
（２）目標の達成度 ５（十分できた） ４（できた） ２（あまり…） １（全く…） 
（３）授業の内容でわかりにくかったこと 
（４）面白かった活動、充実していた活動 
（５）授業への取り組みで反省すべきこと 
（６）先生へのお願い（困っていること） 
 以上６点について、生徒に授業後記入させました。 
 
生徒の回答について 
B 生徒の回答で多かったものはどのような内容でしょうか。 
（３）不規則動詞の変化 
（４）「ダンゴ虫ゲーム」（バトルシップゲームの変形版。パターンプラクティスのひとつ） 
  「塗りつぶし音読」教科書の本文をプリント化しておき、いくつかの単語を黒で塗りつぶして見えないよう
にしておく。そのプリントを使って音読練習を繰り返す。少しずつ、塗りつぶす単語を増やしていく。 
（５）ノートをとらないことがあった。 
   ノートをとることに時間をとられ、他の活動にきちんと取り組めなかった。 
↑（上記と逆） 
（６）規則動詞の過去形の発音がよく分からない。（-ed が〔ｔ〕なのか〔ｄ〕なのか。） 
   ・不規則動詞の過去形の発音、つづりを覚えられない。 
   ・ノートを素早くとることができない。 
 
C （B に関連しています）自分が励まされた、今後教える意欲につながるような回答があればお書きください。 
・ペアで日本語←→英語にする活動が、英文を覚えるのに役立った。 
・楽しい活動が多かった。 
（・先生のオヤジギャグをもっと聞きたい。） 
 
D 早めの改善が必要だと思われた回答などをお書きください。（全体に関することや個人の生徒に関することで
もかまいません） 
・授業中眠くなることがあった。 
 
先生自身のことについて(生徒からのfeedback を受けて) 
E 今後も継続していきたい活用や方針、学習方法などをお書きください。 
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・ペアによる様々なスピーキング活動（主にウォームアップ段階で） 
・いろいろな工夫を加えた音読用プリント（教科書の本文）を継続して利用し、「暗記しよう」と思わなくても、
練習を重ねている内にいつの間にか教科書の英文を覚えていた、という状態をつくっていきたい。 
・単純なパターンプラクティスを避け、今後もゲーム化して取り組ませたい。 
 
F 今後改善したい指導法や活動、方針などをお書きください。 
・教師側の説明が冗長になりすぎることがしばしばあるので、どんどん英語を使わせて、飽きのこない授業をつ
くっていきたい。それが、授業中のついうとうと・・・を避けることにつながると考える。 
 
G すでに改善した（しつつある）指導法や活動、方針などをお書きください。 
・板書の内容をすっきりとさせることを心がけている。必要最低限の事項のみ板書し、さらに視覚的に残りやす
いものにしたい。 
 
H 今後受けてみたい研修はどのような研修でしょうか。 
・ペアやグループによるアクティビティの例 
・効果的なライティング指導 
・授業が成り立たない状態の学年を（突然）受け持ったときの対処法  等 
 
I ラーニングジャーナルをどのように改善していく必要があると思いますか。 
・複数の教員で実施し、常によりよい問いかけ（生徒に対する）を模索すること 
・教科書には、通常の単元（ＵＮＩＴとかＰＲＯＧＲＡＭとか）の他に、ライティング、スピーキング、リスニング等 
 一つのスキルに特化したページもあるので、そのようなスキルのみに焦点をあてた授業にも対応できるようなジャ  ー     
ナル（質問項目）を準備すること。        (浦田) 
 
６．まとめと今後の方向性 
 生徒のフィードバックをもとにした授業改善において、生徒からの否定的なフィードバックだけでは教師のモ
ティベーションは低くなり授業改善への意欲がそれほど高まらない場合もある。質問 C は「自分が励まされた、
今後教える意欲につながるような回答」を尋ねることで予想していたフィードバックを受けて教師の自信につな
がると考えられる。さらに、自分でも気づいていない授業の良さを生徒が認めていてくれてさらなる意欲や教え
る喜びにつながることもある。質問D は生徒の視点から「改善を要する」と考えられる点を意識してもらう質問
である。この後の質問F、G は、教師に改善案を考えるきっかけを与えることを狙っている。さらに、すでに改
善に取り組んでいる試みを説明してもらうことで自分の改善策を客観的に捉える力量を高めるのにも役立つ。 
今回は小学校１名、中学校１名のみにこの方法を用いて授業改善に取り組んでもらった。今後はほかの教員に
も取り組んでもらい、どのような質問項目が授業改善に役立つのかを明らかにしていきたい。  
 
参考文献 
Allwright, D. (2003). Exploratory practice: Rethinking practitioner research in language teaching. Language 
Teaching Research, 7(2), 113-141. 
Allwright, D. (2006). Six promising directions in applied linguistics. In S. Gieve & I. K. Miller (Eds.), 
Understanding the language classroom (pp.11-17). Basingstoke: Palgrave Macmillan. 
（岡崎） 
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生活・総合グループ
（部員） 世 話 人 ： 松本謙一
附属幼稚園 ： 加藤ちえみ
附属幼稚園 ： 舟林 美乃
附属小学校 ： 有島智美
大 学 ： 松本謙一
(研究協力) 人間発達科学部4年 荒田幸平
松本ゆめか
（計6名）
【研究主題】
幼小の接続を考える
附属幼稚園「親子栽培活動 ・1年生活科の取り組みから」
【研究の方法】
・ 年間4-5回の部会研修を実施。
・ 今年は、附属幼稚園「親子栽培活動」の取り組みと附属小学校1年生活科の栽培活
動に焦点を当て、松本ゼミと協力の下、実践研究に当たる
せられたことを各自がまとめる（分担 。）
【研究対象として取り上げた２つの活動】
富山大学人間発達科学部附属幼稚園「親子栽培活動」
「 」富山大学人間発達科学部附属小学校1年生活科 つくろうわたしのちいさなおにわ
【研究の経過】
実践の参与観察 4月～9月
アンケート調査 9月
第１回 研究部会 ６月２７日 今年度の研究の見通し
第２回 研究部会 ６月２８日 実践の考察
第３回 研究部会 １１月２７日 アンケート集計の考察
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「生活・総合」グループに参加して
附属幼稚園 加藤ちえみ
１ はじめに
、 「 『 』」 、本年度 生活・総合グループでは 協働の視点から見た 附幼 親子栽培活動 と
「生活科のねらいに直結した栽培活動の在り方～１年『つくろう わたしの ちいさな
おにわ』の提案～」の２つの研究をもとに協議を行ってきた。その中で学んだことをま
とめてみたい。
２ 協議からの学び
（１ 「協働の視点から見た 附幼『親子栽培活動 」の研究から） 』
幼稚園で、園長先生から「家庭でどんどん話そうとする子どもを育てよう」との趣
旨で始まった「親子栽培活動」であったが、活動の実際からは、家庭でだけではなく
活動の場そのものがコミュニケーション力育成の場になっていたことに気付かされ
た。活動の場を整えたこと、活動の場に親・保育者・友達・友達の親がいたこと等が
子どもの育ちを育むとともに、親と保育者の協働につながっていることにも改めて気
付かされた。
（２ 「生活科のねらいに直結した栽培活動の在り方～１年『つくろう わたしの ちい）
さなおにわ』の提案～」の研究から
１年生の生活科でアサガオの栽培をすることが多いが、より生活科に適した栽培活
動を求めて『つくろう わたしの ちいさなおにわ』の単元を提案している。自分で
好きな花を好きなだけ選んで庭を作るという自由度の高さが、子どもの意欲を高め、
主体的な活動へと導いていた。子どもが問題解決をしていく際に、友達の活動の様子
を気にする姿が見られるが、全員が同じアサガオを育てる場合と、全員が大きな枠の
中で異なるものを育てる場合とでは友達を気にする時の質が異なることに気付かされ
た。ねらいに合わせてどのような活動にしていくか細やかな吟味が大切であることを
改めて考えさせられた。
３ おわりに
この「生活・総合」グループでの協議を通して、附属幼稚園の『親子栽培活動』につ
いての研究の成果を詳しく聞かせていただくことができ、大変貴重な時間であった。実
際の『親子栽培活動』の様子から自分なりに考え学んだことも多かったが、この時間を
通して改めて活動を振り返ることができ、新たな視点を得ることができた。今回の学び
を今後の保育に生かしていきたい。
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共同プロジェクト 生活・総合部会 
協働の視点からみた 附幼「親子栽培活動」 
附属幼稚園  舟林 美乃 
 
１．研究の目的 
 「協働」とは、同じ目的のために、対等の立場で協力して共に働くことである。教育において、
学校・家庭・地域・社会との協力は不可欠であるが、とりわけ望ましい学校と家庭の関係は、協
働であると考えた。そこで、附属幼稚園が平成２３年度より行っている親子栽培活動について、
聞き取り調査・アンケート調査を行い、協働の視点からその効果と問題点を明らかにする。 
 
２．研究の方法 
 ① 活動での子どもの会話や行動を継続的に観察・記録する。 
 ② 子どもの会話や行動の記録をカンファレンスで読み取り、活動による子どもの育ちや保育
者や保護者のかかわりについて検討する。 
 ③ 保護者、保育者にアンケート調査し、協働の視点から活動の効果と問題点について考察す
る。 
 
３．活動の概要 
 ・ 園長から保護者へ活動の説明を行う。親子での会話を大切にし、親子栽培活動を通して「子
どもを育てる」ことが目的であることを伝える。 
 ・ 年少児：プランターで花を育てる。 
   年中児：プランターで野菜を育てる。 
年長児：畑で花でも野菜でも好きなものを育てる。 
 
４．研究結果と考察 
・ 観察対象児Ａ児は、母親に自分の気持ちや発見を受け止めてもらうことが活動の原動力に
なっていた。また、Ａ児は双子であり、保護者がずっと一人の子どもにつきっきりで見るこ
とができないため、友達の親との会話もよく聞かれた。友達の母から自分の育てている野菜
について他者評価を受けたことや、保育者からの一人一人を認める言葉がけが、Ａ児の活動
に対する自信を膨らませることにつながった。そして、他の子どもたちからも、野菜が育つ
喜びだけでなく、周りの多様な人にたくさん見てもらえること、褒めてもらえることが、子
どもの大きな喜びにつながっている。 
・ 保護者アンケートから、子どもが活動に本気になって取り組めることを大切にしながら活
動に取り組んだという意見が多数あった。栽培活動の目的を幼稚園と共通理解してあったか
らこそ、保護者と保育者で子どもに対して全く変わりのない援助ができたと考えられる。 
 
５．今後の課題 
 数名ではあったが、栽培活動になかなか興味をもてない子どもがいた。このような子どもに対
して保育者や保護者はどのような援助をすべきであったか。 
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自分のよさや可能性に気付きながら豊かに活動する生活科の在り方 
富山大学人間発達科学部附属小学校・教諭・有島 智美 
⒈ 課題設定の理由 
本単元は、栽培活動である。自然とかかわる活動であり、
生命に関する学習活動であり、自然の面白さ不思議さを実感
できる学習活動である。そこで、子どもが思いや願いをもっ
て主体的に栽培活動ができるように、植物を選び、複数種類
の植物を育てることができる単元を考えた。 
本単元では、自分で育てたい植物を選び、自分だけの小さ
な庭（図１）を作り上げていく活動が軸となる。「こんなお庭
をつくりたいな。」という願いをもって、今までの知識や生活
経験、人間関係などを総動員してお庭に向き合う活動こそが、
自分の持ち味やよさ、自分の成長を自覚することにつながる。そのことが、より本質的な価値だと考
え、生活科の究極の目標「児童が自分
の思いや願いを生かし、主体的に活動
する」を目指し、本課題を設定した。 
⒉ 研究実践 
単元構想は、図２に示す通りである。
「お花工場」とは、全員が使える苗を
各グループ（学級の生活班）に１種類
ずつ種から育てる活動である。苗が育
つにつれ、各自で行うお庭づくりへの
活動へと進んでいった。毎時間の授業
の流れは、①「今日のお庭づくりです
ることを紹介し合う」②「各自のお庭
づくり」③「振り返り・自己評価を行
う」というパターンで行った。各自の
お庭づくりでは多様な工夫が見られた。 
    
⒊ 研究の成果 
これらの多様な活動から、子どもたちのお庭づくりにみられる工夫を、肥料をあげる、虫退治をす
るなどの「維持的な工夫」と、飾りつけをする、鉢の並べ方を工夫するなどの「創造的な工夫」の２
つの視点で分類した。維持的な活動に取り組んだのは、３５人中９人で、創造的な工夫を行ったのは
３５人全員であった。従来のアサガオの栽培では、維持的な工夫が中心であったが、本単元で創造的
な工夫がより多くみられたという点から、お庭をつくるという単元の設定が生活科のねらう主体的な
学びに効果的だったといえる。 
また、育てるものをどこから持ってきたかについては、「お花工場でできた苗を使った」が最も多
く 35 人中 24 人であった。この 24 人のうち、自分の班の苗を使った子どもは、24 人中 10 人で
あり、自分のお花工場に特別な愛着をもった子どもは少なかった。この理由として、お花工場で育て
るものは教師が決定したため、子どもが自ら願いをもって活動に打ち込むことができず、主体的な取
り組みができていなかった可能性が考えられる。このことから、自分で決めた活動であることが子ど
もの主体的な取り組みに重要であることが指摘できる。 
⒋ 今後の課題 
  多様な植物を扱ったため、種類によって成長の差が見られた。また、鉢に利用したものや土の量、
気候などの理由から、成長の度合いに個人差が見られた。このことから、全員が植物の成長を実感で
きたわけではなかった。どのような植物がこのような実践にふさわしいか検討する必要がある。 
【図１ 自分だけの小さな庭】 
【図２ 単元の流れ】 
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 生 活 科 の ね ら い に 適 し た 栽 培 活 動  
～ １ 年 「 つ く ろ う わ た し の ち い さ な お に わ 」 の 実 践 か ら ～  
4 年  荒 田  幸 平  
 
1 研究の目的 
生活科の創設から現在まで、小学校第 1 学年の
栽培単元ではアサガオを一人一鉢で育てる活動が
一貫して行われている。さらに旧低学年理科にお
いても同様の活動が行われていた。 
低学年理科から生活科へとねらいが変わったに
もかかわらず、アサガオ中心の活動は変わってい
ないことについて再考の必要があると考えた。 
そこで、理科的な栽培活動から脱却した、生活
科のねらいに適した栽培活動単元を提案・実践し、
妥当性を検証することを研究の目的とした。 
 
2 研究の方法 
(1) アサガオが栽培活動の中心として扱われてき
た理由を考察し、問題点を指摘する。 
(2) 生活科のねらいに適した栽培活動単元を荒田
が構想する。 
(3) 本学附属小学校 1 年 1 組にて教諭有島が実践
を行い、荒田が参与観察する。(平成 24 年 5 月
10 日～9 月 4 日 全 20 時間) 
(4) 授業記録、単元中のワークシート、授業後アン
ケート等データの分析結果から提案単元の妥当性
を検討する。 
 
3 アサガオが継続して扱われてきた理由とその
問題点 
 現行の生活科教科書の分析から、アサガ
オが長期にわたって扱われてきた理由を
考察した。するとアサガオ栽培は生活科の
内容(6)、(7)を同時に満たすという利点が
あることがわかった【表 1】。 
 
しかし、現在のアサガオ栽培は旧低学年理科か
ら変わらない、アサガオを枯らさないための維持
的な活動が中心であり、子どもの創造性が発揮さ
れにくいなどの問題点があることが分かった。 
 
4 実践の概要 
(1) 単元の特徴【写真 1】 
①育てる植物の種類や数を子ども自身が決定する 
 本実践では子
どもが自分の興
味や願いに応じ
て、植物の数や
種類を決める。
また、同時に複
数の種類の植物
を扱うことで、
植物ごとの違い
に気づく。 
②「お庭をつくる」という活動を行うこと 
鉢はペットボトルなどの廃材を子ども自身がも
ってきて使用した。廃材の形を活かして鉢を工夫
したり、箱の中で自由に鉢を並べ替えたりし、子
ども自身がお庭という世界を作ることで、自分の
思いを表現していく。 
(2) 単元の流れ【図 1 を参照】 
内容 内容(７) 植物に親しみをもち、
大切にする
内容(６)
身近な自然
を利用し遊
ぶ
条件 時期
が適
切
栽培
が容
易
成長が
分かり
やすい
確かな
実りが
ある
植物を使っ
た遊びがで
きる
アサ
ガオ ○○ ○ ○ ○
ex:色水遊びなど
100円の
食器カゴ
思い思いの小さ
な世界をつくる
鉢は廃材
を使う
【表 1 アサガオが扱われる理由】
【写真 1 本単元でつくるお庭】 
【図 1 単元全体の流れ】
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 4 単元展開の実際と考察 
(1) 単元中の子どもの姿から 
子どもた
ちの作った
お庭には多
様な工夫が
見られた。
【写真 2】
は願いを表
現するため
の工夫をす
るH児であ
る。見た人が笑顔になるようなにぎやかなお庭に
したいという願いを、カラフルなビーズでお庭を
飾り付けることで表現している。H 児の満面の笑
みからは自分の願うお庭を実現できたことへの満
足感が窺える。多様な子どもの工夫を、植物を枯
らさないための『維持的な工夫』と、願いを表現
するための『創造的な工夫』の 2 つの視点から分
類した。その結果、ほとんど全ての子どもが創造
的な工夫をしており、本単元の設定が子どもの創
造性や柔軟な発想を引き出したと言える。 
 
 (2) お庭についての聞き取り調査から 
 授業終了後、子どもたちのお庭について聞き取
り調査を行った。ここでは項目「育てた植物は何
種類か」について見ていく。子どもたちが育てた
植物の種類は一人当たり 2 種類から最も多い子ど
もで 9 種類であった。平均すると一人あたり 4.23
種類、全体で 35 種類の植物を選択している【グ
ラフ 1】。
0
2
4
6
8
10
12
1 2 3 4 5 6 7 8 9
一人平均
４．２３種類
人数
種類の数
全体では
35種類
 
 子どもが主体的に植物を選択していたことが分
かる。また、自分で植物を選べるという設定が子
どもの興味を引き出したと考えられる。 
 
(3) 話し合いの場面から 
 本実践の中での子どもたちの育ちについて、6
月 6 日の話し合い場面を取り上げ考察した【図 2】 
 
 
学級の子どもは他者の悩みに共感的に耳を傾け 
ることができるようになっていると考えられる。
H 児の側からみると、自分の悩みを友達に受け止
めてもらえたことに喜びを感じ、自分の価値観を
大切にして活動を決定している。 
H 児が自立へとむかう上で、また学級全体とし
て他者への共感や思いやりを育む上で、本実践の
設定が効果を上げたと考える。 
 
5 討論 
小学校学習指導要領解説生活科編では生活科の
目標を 5 つの要素に分けて説明している【図 3】。
 
 
本研究では 5 つの視点から、子どもの学びにつ
いて考察した。その結果、本実践が従来のアサガ
オ栽培と比べ、(1)～(5)にあげられている学びに
おいて優れており、より生活科のねらいにせまる
ことができるものになったと考える。詳細は当日
発表する。 
 
6 まとめ 
(1) 結論 
子ども自身が選んだ植物を使い、廃材を組み合
わせて庭をつくるという単元の設定が、子どもの
創造的な活動を誘発し、従来のアサガオ栽培より
生活科のねらいに適した栽培活動になる。 
(2) 残された課題 
植物の生長を実感できるよう、材としてどのよ
うな植物を扱うことがふさわしいか検討し改善す
る必要がある。 
(1)具体的な活動や体験を通すこと 
(2)自分と身近な人々、社会及び自然とのかかわりに関
心をもつこと 
(3)自分自身や自分の生活について考えること 
(4)生活上必要な習慣や技能を身につけること 
(5)自立への基礎を養うこと 
(文部科学省 2010) 
【写真 2 お庭を飾り付ける H 児】 
【グラフ 1 育てた植物の種類数】
【図 2 話し合いの概要】 
【図 3 教科目標の 5 要素】 
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附属幼稚園｢親子栽培活動｣の具体とその効果 
                                   4 年 松本 ゆめか 
１ 研究の目的 
21 世紀の教育の充実を図るには、学校・家庭・地域社会が一体となることの重要性が指摘されている（中
教審答申）。また、実際の教育現場においても実際に、３者の関係の希薄さが問題視されている。これらに対し
て、附属幼稚園では保護者と協力して昨年度から｢親子栽培活動｣を新たに実施した。そこで、その効果と問題
点を明らかにすることを本研究の目的とする。 
２ 研究の内容と方法 
(1)内容 
① 活動から、子どもにどのような育ちがみられるかを調べる。 
② 幼稚園と家庭が､協働で子どもを育てることの効果と問題点を見いだす。 
(2)研究方法 
① 活動での会話や行動(特に観対児 2 名)を継続的に観察・記録する。 
② 観察･記録を 14 名でカンファレンスし､活動での子どもの育ち､教師･保護者の援助について検討する｡ 
３ 実践の概要 [写真 1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 結果と考察 
(1) 観察対象児Ａ児、Ｂ児を通しての考察(Ｂ児については省略) 
① Ａ児の活動の深まり 
カンファレンスを繰り返しながら、Ａ児のエピソード記録をすべて分析・整理して、Ａ児の活動の深まり
を示すと表 1 のようになる。 
【表 1 Ａ児の活動の考察】    □ ：事実(青：子どもにとって悲しい事実) (赤：子どもにとって嬉しい事実) 
雲  ：エピソード  矢印:エピソードから考えられる観察対象児の内面の動き                                                                 
表 1 から、Ａ児の特徴的な動きを３つ
読み取ることができる(エ､オ､コの矢印)。 
・特徴 1：種から育てている自信：矢印エ 
・特徴 2：植物がうまく育たない原因の追  
及：矢印オ 
・特徴 3：母親の受け止めが原動力：矢印  
コ 
これら3つの特徴から、一貫して、
お母さんに1番に自分の気持ちを受
け止めてもらうことに喜びを感じな
がら活動し、植物すべてを種から育
てていることで、不安になりながら
も生長の違いは取り組み方（植える
段階からの違いなど）の違いである
ことに気づき、自分の活動に大きな   
誇りと自信をもって取り組んだＡ児
であるととらえることができる。 
② Ａ児の活動の広がり 
エピソード記録やアンケート結果を手がかりに、Ａ児の活動の広がりを整理した。 
Ａ児の活動には、7 種類の『家庭への広がり』につながった活動、1 種類の『虫への興味の広がり』につながった活動、5 種
類の『友達とのかかわりの広がり』につながった活動、2 種類の『友達の植物への興味の広がり』につながった活動がみられた。 
家庭､虫､友達､友達の植物と、多方面にＡ児の活動は広がりをもっていることがわかる。 
③A 児を支える親の援助 
次に観察対象児であるＡ児、Ｂ児の保護者と教諭は、活動を通してどのような援助を行っていたかをエピソ
ード記録、アンケートを手がかりにまとめた。 
 子どもの頑張る気持ちを支える援助、 友達とのかかわりをうむ援助、 子どもの自主性を促す援助などの
ように ３種類の親と教諭、同じ援助をしているととらえる。  
月 4 5 6 7
日 30 1 2 7 8 9 10 11 14 15 16 17 18 21 22 23 24 25 27 28 29 30 31 1 4 5 6 7 8 11 12 13 14 15 18 19 20 21 22 25 26 27 28 29 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13
観察日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
活動の中心は
水やり
出た芽の数や、植物の大きさ、植物の変化に興味
自分の思ったように生長しない原因を追及
（カラス、てんとうむし、なめくじ、だに、あぶらむし、風）
葉の手触り(堅さ)に注目
種から育てていることの自信
収穫(実がなること)への期待
枝豆の種を
まき直す
(5/9)
家で芽が出た
枝豆を､芽がまだ
出ない2カ所に
植える（5/23）
友達の植物
への興味
今年
は、種
から
植え
るぞ！
(4/30) 
とうもろこし、
実がしっかりつ
まってる。大成
功だ！(7/11) 
キラキラ
テープの
カラスよけを
作る(5/21)
とうもろこしの種
を3個ずつ3箇所、
枝豆の種を3個
ずつ4箇所に
植える(4/30)
赤丸はつか
ラディッシュ
の種をまく
（6/6）
とうもろこ
しを1本初
収穫する
（7/11）
とうもろ
こしの芽
が出る
(5/1~5/5)
枝豆の
芽が
出ない
（5/7）
枝豆の
芽が何カ
所か出る
(5/15~5/20)
枝豆が虫に
食べられる
(5/21~6/11)
枝豆の
芽が
出ない
（5/14）
赤丸はつか
ラディッシュ
の芽が出る
（6/11）
枝豆の実が
ならない｡花
すら咲かな
い。（6/20）
とうもろ
こしの
花が咲
く（6/25）
枝豆に
小さな
実がつく
（6/25）
枝豆が大き
くなったがま
だ収穫でき
ない（7 /2）
とうもろこ
しが茶色
になりはじ
める（7 /2）
とうもろこ
しが茶色
になる
（7 /2）
とうもろこ
しの芽が
のびる
(5/7）
とうもろこを
3箇所とも1
個ずつにす
る（5/23）
とうもろ
こしの芽
がのび
る(5/22）
枝豆の
背丈がが
大きくなる
（6/11）
よし！水やろう
(5/7､5/9)
やったー、とうもろこ
しの芽がのびたぞ！
(5/7､5/14、5/22､)
枝豆の葉が､虫に食べられ
ている(穴があいてる)(5/21､
5/22､5/31､6/5､6/11､6/12)
赤丸ラディッ
シュの芽が
でたよ!(6/11)
枝豆の背丈が
大きくなったよ!
(6/11､7/2)
枝豆の(実の)
赤ちゃん出来た！
(6/25)
とうもろこし
の花が咲い
た!(6/25)
枝豆の実､皮は
できたけど､中身は
まだ!もう少し(7/4)
とうもろこしの
ひげ、茶色くなっ
た!(7/10､7/11)
キラキラテープで
カラス対策はＯＫ！
(5/21) どうして、枝豆、この2
箇所だけ芽がでないん
だろう?(5/21､5/22)
とうもろこしの葉っ
ぱは堅い!(6/5)
やわらかい葉っぱの方
が食べられやすいな(6/8)
葉っぱって、大きくなって
くると堅くなるんだよ(6/11)
枝豆の葉っぱふわふわ!
気持ちいいな(6/5､6/11) 枝豆、まだ
出来ない・・。
花も咲かな
いし。(6/20)
とうもろこし、
早く収穫した
いな(7/10)新たに小さな葉っぱが
でてきているぞ!(6/11)
(友達の植物の所
に自ら行き、)○○君
のお花咲いてる！き
れい！(7/10)
ぼくは、苗からではなく種から育てているんだ!
(6/12､6/20､6/25、7/4)
枝豆の実、収
穫まだできない
な。もう少しだ。
(7/2､7/4)
母親に自分の気持ちや、発見を受け止めてもらうことが活動の原動力
お母さんに、一番に僕の驚き、喜びを
伝えたい！5/22,6/25,7/10,7/11)
虫に植物を食べられる不安
○○(虫)に食べられ
ているのでは？(5/21､
5/22､5/31､6/5､6/8)
いつ虫に食べられ
ているのな?(5/31)
風で葉っぱ、
破れたのか
な？6/12)
枝豆の芽が生
えてこない(5/7､
5/14､5/21､5/22)
Ｅ君の植物の葉っぱに、
僕のも似てる!(6/20)
植物の細かい所
まで観察
葉っぱの 裏側は、なん
かへっこんでいる(6/11)
ア
イ
エ
ウ
オ
キ
カ
クケ
コ
【図 1 活動の概要】 
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(2) 保護者アンケートからの考察(アンケート抜粋) 
① 保護者に対して、活動の中で工夫したことたずね、その内容を整理すると、
７６%の保護者が、子どもへの対応の工夫を書いていた。つまり、 ほとんどの保
護者は目的が子どもを育てることだとしっかり理解していたことがわかる。  
また、さらに子どもへの対応の工夫の内容を分類してみると子どもの主体性に関
することと、社会性に関することにわけられ、９７%の親が主体性に関すること
を書いていた。 このことから、親は子どもが活動を本気になって取り組めるよう
にすることを大切にしながら活動していたことがわかる。 
② 次に、子どもはどのようなことに喜びを感じていたかとたずねた。 
自分の畑や収穫したものを人が褒めてくれることに対して、全ての子どもが喜
びを感じていた。  
先生、家族はもちろん、観察者、友達の親、様々な人に自分の植物を見てもらえ
ること、褒めてもらえることが子どもの大きな喜びになっていたといえる。 
③ 最後に、昨年度の親子栽培活動と比べると、９５％、つまりほとんどすべての子どもの積極性は増したといえる。そして、
積極性が増した理由を１１項目考え、記号で質問した。１０項目めに注目すると、親自身も栽培活動を楽しめたからという理
由を８８%もの保護者が当てはまると答えた。 １１項目を比べてみてもこのことが理由の１つだと考える親が２番目に多かっ
た。このことから、親自身が活動を楽しんだことが、子どもの成長を促したと考えられる。 
5 討論 
(1) 観察対象児 2 名の活動と全体の育ちから、どのような効果があったといえるか 
 Ａ児、Ｂ児、全体の育ちを総合的にみると、子どもの活動には表 2 の共通点がみられた。 
【表 2 子どもの活動の深まりの共通点】 
・ 活動の始まりから終わりまで、一貫して自分の育てている植物、その変化に興味をもっている。 
・ 植物がうまく育つようにと考えながら活動している。 
・ 自分の感じたことや考えたことを、豊かに表現しながら、活動している。 
・ 活動を通して、自分自身に自信をもったり、喜びを得たりと、自尊感情が高まっている。 
・ 家庭、友達の植物、友達、虫などに活動が広がっている 
 また、活動のスタイルは一人ひとり異なるにもかかわらず、すべての子どもに育ちがみられた要因は、表 3
にまとめられる。 
【表 3 子どもの育ちを生んだ親子栽培の活動の特徴】 
ⅰ 植物を継続して育てる活動であったこと                    ･･･オ､ツより 
ⅱ 親子ごとの活動であり、親子で活動方法、植えるものなどが自由であること    ･･･エ､ツより 
ⅲ 子どもの活動の周りには､子どもの気持ちを共感的に受け止める様々な人がいたこと･･･コ､ツ､チ､トより 
(2) 親子栽培活動の附属幼稚園としての目的と実際の効果のずれ  
活動の目的は、保護者と子どもが一緒に活動し、植物の生長を一緒に楽しみ、そのことを話題に家庭での会
話を豊かにすることであった。しかし実際には、家庭での会話にもつながったが、その何倍も、実際活動を行
っているそのときに大きな効果を生んだといえる。  
 (3) 多様な｢協力｣の中での親子栽培活動の意味と可能性 
① 附属幼稚園の実践の多様な協力関係の中での位置        
今回、附属幼稚園で実践された親子栽培活動は、活動前にしっかりと行われた幼稚園からの説明を契機に、
保護者、教諭が子ども達を育てるという共通の目的（思い）のもと、子どもに対して変わりのない援助をして
いた、つまり、保護者と教諭が対等の立場で子どもにかかわっていたことから保護者教諭の協力関係は“協働”
であったといえる。 
② これからの活用への可能性  
幼稚園では、保護者が送り迎えしているので小中学校に比べ容易にできた。 また、この活動を、学校教育の
最初である幼稚園で行うことで、これから先、保護者と学校は同じ立場で協力しあえると考える。          
6 まとめ 
(1) 結論 
活動は、家庭での会話の増加の手段として行われたが、実際は栽培活動そのものが子どもの大きな育ちを生
み、活動そのものが価値深いものとなった(図 3)。また、本気になって取り組める活動があり、 それに取り組
む子どもの気持ちを受け止める多様な人がいる、さらに、保護者と教諭は同じ価値観で協働しながら活動を支
える、 そのような環境を幼稚園が整えたことこそ、子どもの大きな育ちを生んだといえる(図 4)                                                                   
【図 3 園長の願いと実際の活動】 【図 4 子どもの育ちを生んだプロセス】 
【図 2 保護者アンケートから ①】 
(2) 残された問題   
親子栽培活動を３年間連続して行っ
たことによる効果をみいだす必要があ
る。 
小学校中学校での継続観察の必要性
がある。この活動が、小、中学校でどの
ように活きるかということをみていく。 
附属幼稚園以外の幼稚園、保育園でも
実践が可能であるかを検討する。 
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支援ツール開発グループ 
キャリア発達を育む支援ツール～「『参加』を高める四つの力」と関連して～ 
 
代  表     ： 阿部 美穂子（人間発達科学部） 
附属特別支援学校 ： 長濵 由香、書川 隆行、大村 和彦、檜木 哲也、飯島 貴英 
 
１． 研究の主題 
キャリア発達を育む支援ツール～「『参加』を高める四つの力」と関連して～ 
 
２．研究内容 
  附属特別支援学校では、平成 8 年度から平成１５年度まで、研究課題「一人一人の教育的ニーズに
応じた支援はどうあるべきか」と
し、児童生徒が主体的に活動する
姿の実現を目指した。「主体的」
とは、「すべてのことを自分一人
でするというのではなく、他人の
力を借りたり、補助具を用いたり
しながらも、できる限り自分の力
で行うこと」と捉えた。この主体
的に活動するために必要な道具
や手段として「支援ツール」を考
案した。その後研究主題を「児童
生徒が地域社会で主体的に活動
するための支援はどうあるべき
か」とし、現在では、「支援ツー
ル」は、附属特別支援学校のすべ
ての教育活動で活用され、児童生
徒が主体的に活動するためにな
くてはならないものとなってい
る。また従来の教材と違い、「い
つでも、どこでも、誰とでも」使
えるように作成されているため、
家庭や地域生活にも活用が広が
っている。 
さて、平成２３年度から附属特
別支援学校では、研究テーマとし
て「児童生徒が地域社会で主体的に活動するための支援はどうあるべきか～キャリア発達を育む授業づ
関連する状況 直前のきっかけ 行動 結果
環境 理解 技能 結果
支援環境を
整える
協働ツール
自発を促す
手がかりツール
実行を助ける
手がかりツール
評価の機会を
与える
交換記録ツール
 
図１ 四つの支援ツール 
 
図２ 『参加』を高める四つの力 
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くり」を掲げている。研究を進めるにあたり本校では「キャリア教育における『参加』を高める」を「人
とのつながりの中で、児童生徒一人一人が自己の立場に応じた役割を果たしつつ、ねらいに沿って、自
己及び他者の価値観を認め、喜びを感じながら、主体的に活動する姿を実現すること」と定義した。ま
た、この「参加」を高めるために、必要な力として、本校の過去の研究を基に四つの力（図２）を考え
た。そして、これら四つの力を支えるものとして、これまでの研究で取り組んできた、支援ツール・支
援環境の工夫、支援者間の連携、学習プロセスの工夫があり、これらを手段として授業づくりを行い、
四つの力を養うことで、児童生徒のキャリア発達がスパイラル的に育まれ「望む姿・望まれる姿」が実
現できると考える。 
そこで本年度はグループの主題を「キャリア発達を育む支援ツール～「『参加』を高める四つの力」
と関連して～」とし、児童生徒の将来の主体的な生活につながる支援ツールについて考えることとした。 
 
３．研究の経過 
   第 1 回 １０月       今後のスケジュールについて・事例研究のテーマの検討 
第２回 １１月～２月    支援ツールの作成、実践 
第３回  ２月       支援ツールの発表、質疑応答、協議、まとめ 
    
４．成果と今後の課題 
附属特別支援学校では校内のいたるところに児童生徒の自発を促すための支援ツールが配置されて
おり、児童生徒が自立した生活を送る上でかかせない手掛かりとなっている。この支援ツール部会は、
学校内の支援ツールについて話し合い、新たなアイディアや可能性について考える場としている。 
今年度はグループ各人で作成し指導を行った支援ツールの事例について、「キャリア発達」「『参加』
を高める四つの力」という観点から話し合った。実際の実践事例を持ち寄りながら製作者と他教員が意
見を交わし合い、また人間発達科学部教員から助言を受けたことで、いろいろな視点から支援ツールを
見直すことができた。今後は更に、他学園、学部の教員方からもアイディアをいただき、授業や学校生
活に使える支援ツールを共同で開発することができればと考える。 
  
＜実践事例（別紙資料）＞ 
（１）課題解決力（知識・技能の活用）につながる手がかりツール 
「だいふき、じょうずにできるかな？」 
（２）協同力（役割分担、自己理解・他者理解）につながる手がかりツール 
「集会を盛り上げよう！～プレゼンテーションを活用して～」 
（３）実践力（目標設定、主体性）・課題解決力（知識・技能の活用）につながる手がかりツール 
「目標をもって、意欲的に取り組もう！～『リサイクル封筒作り』のツールセット～」 
（４）協同力（役割分担、自己理解・他者理解）につながる手がかりツール 
「みんなで決めて、みんなで実行」 
（５）課題解決力（向上心、知識・技能の活用）につながる手がかりツール 
「伸び縮み手順・メモ帳（コレで安心！）」 
 
   参考文献 
  １）富山大学人間発達科学部附属特別支援学校 研究紀要 第２０集～第 3４集 
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だいふき、じょうずにできるかな？ 
附属特別支援学校 小学部教諭 大村 和彦 
 
 小学部 生活単元学習「お手伝い名人」の中で取り組んだ支援について紹介します。 
 
カエルの洗濯ばさみを取り付ける 
 
カエルを目指して 
 
お手伝い名人 
児童への願い 
＜対象児童＞小学部 1 年生男子  
・家庭で行うお手伝いチャレンジにつながればという願いから、作成した。 
 夕食の時の座卓ふきをしてほしいという希望を受けて、授業で取り組んでみた。 
課題解決力（知識・技能の活用）につながる手がかりツール 
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使い方 
①カエルの洗濯ばさみの付いていない方からスタートする。 
②カエルを目ざして台拭きを行う。 
③端まで拭くとカエルを落とす。 
④繰り返す。全部カエルを落としたら終了。 
 
作成ポイント 
・児童の興味のもてるカエルのキャラクターにした。 
・端から端までを意識できるようにした。 
・体が小さく、テーブルの縦方向を端から端までまだ拭くことができないため、横移動で
拭くようにした。 
 
感想 
・児童机、家での座卓の拭き方など、担任、保護者と連携を取りながら、進めていければ
よいと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
カエルを１匹ずつ落とすこと、「おもしろい」が、意欲になる支援ツールである。拭
き始めは何もなく、拭き終わりにカエルがいることで、「はじまり」と「おわり」が児
童に対して分かりやすい。物事の段取りを考えることができる。家庭の座卓でカエル
を使用することが可能かどうか、他の物で代用できるかどうかなど、家庭のニーズを
調べて、家庭でも使用できるようになるとよい。 
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集会を盛り上げよう！～プレゼンテーションを活用して～ 
附属特別支援学校 小学部教諭 長濵 由香 
 
 本校の小学部では、４・５・６年生の集会活動（特別活動）で、パワーポイントなどの
プレゼンテーションソフトで作成した進行表などを視覚支援のツールとして活用していま
す。そのうちのいくつかを紹介します。 
 
「集会で児童が司会進行」 
  
 
「一緒に歌う、手話ソング」 
 
 
「ゲームの説明カード」 
 
「実物投影機を使った、夏休みの思い出発
表」 
児童への願い 
本校の小学部の児童は、毎日行われるような活動では積極的に活動できるが、特別活
動のように単発的な活動内容では見通しがもてず不安になったり、集中力を欠いたりす
ることがある。しかし、視覚優位の児童が多数おり、プレゼンテーションや分かりやす
い進行表を活用すると集団活動でも司会者や活動内容の説明を注視することができる。
そこで、集会活動などで視覚的に分かりやすい支援ツールを活用することで、活動に積
極的に参加してほしいと考えた。 
協同力（役割分担、自己理解・他者理解）につながる手がかりツール 
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使い方 
＜一緒に歌う、手話ソング＞ 
・集会で、音楽に合わせて静止画のスライドショーで手話の動作を提示する。画面を見
ながら一緒に手話を行う。 
＜ゲームの説明カード＞ 
・集会のゲームのルールやポイントを紙芝居式に説明したり、掲示して確認のために使
用したりする。 
＜実物投影機を使った、夏休みの思い出発表＞ 
・夏休み中に行った場所などの思い出を写真や文字で表したカードを各自が持ち寄り、
実物投影機で映しながら発表する。 
 
作成ポイント 
・複数の児童が同時に情報をつかむことができるように、絵・写真・文字などを複数同時
に使用する。 
・分かち書きをしたり、漢字にはふり仮名をつけたりするなど、読みやすさに配慮する。 
・集会時は児童生徒が司会進行を行えるように、進行表の場合は顔写真やせりふなどを入
れたものを用いる。このような進行表のスタイルは、小学部でほぼ統一されている。 
 
感想 
今回、小学部の集会活動で使用した視覚支援に関す
る支援ツールを幾つか紹介した。本校の中ではこのよ
うなイラストや写真入りの支援ツールが必要に応じて
学習の一部として活用されており、集会の中も例外で
はない。学部集会や全校集会はもちろんのこと、卒業
式や入学式でも「校歌の本」などが生徒の手によって
提示されており、一人一人の児童生徒が少しでも活動
に参加できるような配慮が多くみられる。学校でこのような個への配慮が全体の場でも行
われるようになったのは、ここ１０年ほどのことではないかと思う。「校歌の本」などは１
０年ほど前の教員と教育実習生の協力でできた物と聞いているが、最近では視覚支援のツ
ールは液晶テレビ、パソコン、iPad などに変化してきた。デジタル化しても、教員の愛情
と手作り感あふれる支援ツールでありたいものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
校歌の本などは、学校としての歴史を感じる。今後は、時代に合わせて児童生徒が
自らパワーポイントで映像を作るなどあってもよいのではないか。高等部の情報の時
間に自分たちが出演して作るのもよい。学校紹介ビデオなどでもよい。児童生徒が作
ると言うことは時間がかかり、教員が作る方が早い、と思われるかもしれないが、時
間をかけてでも、自分たちが期待をもって見たいと思う物を作成してもらいたい。目
標設定においては、同世代の子どもたちが体験している活動を念頭に、どんどんチャ
レンジしてほしいと思う。 
 
全校集会で使用している「校歌の本」 
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目標をもって、意欲的に取り組もう！ 
～「リサイクル封筒作り」のツールセット～ 
附属特別支援学校 高等部教諭 飯島 貴英 
 
 高等部では、就業体験やチャレンジタイムで、富山大学や附属小学校から依頼のあった
「リサイクル封筒作り」の仕事に取り組みました。「リサイクル封筒作り」は、名称の変更
などにより使うことができなくなった封筒に、新しい表紙をのり付けして、再び使えるよ
うにする仕事です。生徒たちが、依頼された仕事にやりがいを感じながら、目標をもって、
意欲的に取り組めるように、以下のようなツールセットを作成しました。 
＜実践力：目標設定するためのツール＞ 
「チェックシート」 
目標をもって仕事に取り組めるように、手順やポイ
ントや目標などをまとめたシート。 
＜実践力：主体的に取り組むためのツール＞
 「準備シート」 
準備や片づけを生徒自ら行ったり、仕事に必要な道
具や材料を効率よく配置したりするためのシート。 
 
＜課題解決力：知識・技能を活用するためのツール＞「のり付けシート」 
表紙の紙ののり付けをより良く仕上げることができるように、封筒を置く位置（青い線）
やのり付けをする箇所（赤い線）を示したシート。封筒を置くシートとのり付けをするシ
ートの二つの枠を組み合わせて作ってある。 
実践力（目標設定、主体性）・課題解決力（知識・技能の活用） 
につながる手がかりツール 
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生徒への願い 
・依頼された仕事に、やりがいを感じて、自信をもって取り組んでほしい。 
・手順やポイントを、その日の目標などを意識して取り組んでほしい。 
・準備から片付けまで、主体的に行ってほしい。 
・のり付けの部分をより良く仕上げてほしい。 
・活動後に振り返って自己評価することにより、反省点や意欲を次につなげてほしい。 
使い方 
①「チェックシート」は、目標をもって活動に取り組めるように、活動前に目標を設定
したり、教師と目標を確認したりして活用する。また、反省点や意欲が次回につなが
るように、活動後に自己評価したり、教師の評価を得たりして活用する。 
②「準備シート」は、必要な道具や材料をそろえたり、道具や材料を効率よく仕事がで
きるように配置したりできるように、道具や材料などを準備する際に敷いて活用する。 
③「のり付けシート」は、表紙の紙をより良くのり付けできるように、赤い線のシート
をめくる、青い線に沿って封筒を置く、赤い線のシートをかぶせてのりを付ける、表
紙を貼る、の手順に沿って活用する。 
作成のポイント 
①「チェックシート」は、「次は○○を気を付けよう」「次はもっと頑張ろう」という気
持ちをもってほしいと考え、アドバイス欄を入れた。 
②「準備シート」は、効率よく仕事ができるように考えて置き場を配置した。 
③「のり付けシート」は、ポイントとなる部分を赤と青の線で示した。 
感想 
これらの取組の結果、集中して仕事に取り組む姿、きれいに作る
ためのポイントを意識する姿、目標を守れたか振り返って自己評価
する姿が多く見られるようになった。不良品を出してしまったとき
も、自分で気付いて、次から改善する様子が見られた。このことか
ら、自分の仕事に責任をもって意欲的に仕事に取り組み、より良い
ものに仕上げようとする姿を実現するためには、活動を支える支援
ツールを導入するとともに、目標を振り返って評価するという「評
価の機会」を多く設定することが有効であると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
 県内の学校やセンターなどでもたくさんやっている仕事である。現在は一部だけを
しているが、紙のカットなども自分たちで行い、一続きの独立した仕事になるともっ
とよい。完成するための手順に配慮してうまく作りこんであるが、うまくいかなかっ
たときのための修正の手段や、途中で何かアレンジができる余裕があるとよい。生徒
が「こうしたらやりやすい」「自分はこうしてみました」と言ってくれるような工夫の
チャンス、である。そういうことを自分から言える人を育てたい。 
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みんなで決めて、みんなで実行 
附属特別支援学校 中学部教諭 書川 隆行 
附属特別支援学校 中学部教諭 荒木 直美 
 
 日常生活の指導「チャレンジタイム・クラスタイム」における、「ワークチャレンジ」（掃
除や教師の手伝いなど）「お楽しみチャレンジ」（余暇活動、運動など）について、クラス
の友達 6 人と調整し合い、１週間のスケジュールを決める際に利用するボードを作成しま
した。 
 
 
生徒への願い 
・１週間のチャレンジ活動のスケジュールを選んで決めることができるようになってほし
い。 
・「ワークチャレンジ」（掃除や教師の手伝いなど）「お楽しみチャレンジ」（余暇活動、運
動など）について、クラスの友達 6 人と調整し合い、１週間のスケジュールを決めるこ
とができるようになってほしい。 
使い方 
① 自分のしたい「お楽しみチャレンジ」を二つ決める。 
② 自分のしたい「ワークチャレンジ」を三つ決める。 
③ 「ワークチャレンジ」について友達と重なったら話し合いで誰がするか決める。 
④ 同じ日に同じ「ワークチャレンジ」が重ならないように話し合いで調整する。 
 ※トレーニングは毎日行うため「ワークチャレンジ」とセットにしてある。 
 
「チャレンジスケジュールボード」 
 
 
 
調整している様子 
私、交替しても
いいですよ。 誰か替わっても
らえますか？ 
協同力（役割分担、自己理解・他者理解）につながる手がかりツール 
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作成ポイント 
・「ワークチャレンジ」と「お楽しみチャレンジ」は色で区別した。 
・自分、友達の１週間の動きが分かるように、６人分を一つのボードにした。 
感想 
・最初は予想通り、自分がしたい「ワークチャレンジ」に固執する生徒が見られたが、徐々 
 に譲り合う姿が見られ、生徒達の成長に驚かされた。 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
まず、書き換えて変更できるところがいい。このツールのように、物を介して話し
合いをすることでみんなが注目できる。見ないと自分に有益な情報が得られないから、
見る必然性が生まれる。また、自分の仕事を他の人も担当することがあるので、自分
の仕事が他の人とどう関わっているのかも分かる。話し合う機会、ゆずり合う経験な
ど大切なことを学び合えるツールであると思う。 
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伸び縮み手順・メモ帳（コレで安心！） 
附属特別支援学校 高等部教諭 檜木 哲也 
 
高等部 作業学習の中で取り組んだ支援について紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「腰下げ式手順・メモ帳」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜使用場面＞ 
 
生徒への願い 
・手掛かりをかっこよく使ってほしい。 
・さっと取り出して、活用してほしい。 
・アドバイスをすぐメモしてほしい。 
・自分の力で問題を解決してほしい。 
 
使い方 
①知りたい手順や書きたいことなどがあったら、引っ張る。 
②見る・書く 
③手を離す。（シュっともとに戻る） 
 
作成ポイント 
・作業中でも邪魔にならないように、小ぶりに。 
・さっと伸ばして見られるように、リール式のフックを付ける。 
・メモを取るための付箋メモやマジックも一緒に綴っておく。 
ワックスの
掛け方は… 
課題解決力（向上心、知識・技能の活用）につながる手がかりツール 
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 感想 
・いざ困ったときに、さっと取り出す姿がかっこいい。 
  
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
 ツールにおいて、「かっこいい」はとても大事ポイントである。私たちも、かわいい
ものなど、自分の好みの使いたい物を選んで使う。一方で、「使い勝手がいい」という
のも大事なポイントになる。人によって、首から下げたり、ポケットに入れたりする
方が使いやすいという人もいると思う。情報量が少ない方がいい場合もあると思う。
「かっこいい」と「使い勝手がいい」、この二つの視点から、使う人が自分にぴったり
の物を選べるようにできたらよい。そして、将来的には、自分で自分の仕事のやりや
すいツールを作ったり、アレンジできたりする社会人になってほしい。 
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１ 目的 
 ・ムーブメント教育について理解を深め、教育活動に生かしていけるようにする。 
 
２ 方法 
 ・ムーブメント教室や、ムーブメント研修会に参加することで、ムーブメント教育の理
解を深める。 
 ・ムーブメントを取り入れた授業実践や事例検討を行うことで、ムーブメントの教育活
動への生かし方について考える。 
 
３ 研修の経過 
実施日 研修会 
平成２４年 
８月２６日（土） 
研修会『親子ムーブメント教室』 
場所：しらとり支援学校 体育館 
１０月３１日（水） 授業研究『高等部 音楽科』 
場所：附属特別支援学校 音楽室 
１１月 ８日（木） 
   １３日（火） 
   ２０日（火） 
授業研究『高等部 自立活動』 
場所：附属特別支援学校 体育館 
１１月１２日（月） 研修会『運動感覚統合プログラム国際シンポジウム・ワークショ
ップの事後報告会と実技演習』 
場所：富山大学人間発達科学部 プレイルーム 
１２月２２日（土） 研修会『親子ムーブメント教室』 
場所：高志支援学校 体育館 
平成２５年 
３月１５日（金） 
授業研究『小学部低学年グループ 遊びの指導』 
場所：附属特別支援学校 遊戯室 
３月１９日（火） 研修会『事例・事後検討会』 
場所：附属特別支援学校 生活訓練室 
 
ムーブメント教育グループ 
 
学      部   阿部美穂子(代表) 
附属特別支援学校   栗林睦美・野﨑美保・池田弘紀・竹脇里織 
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ムーブメント教育研修会（しらとり支援学校会場）       ８月２６日（土） 
 
（１） プログラムについて 
 「みんなで海底大冒険！」 
プログラムの概要 活動の様子より 
１）ダンスムーブメント 
【海の仲間たちの登場】 
○赤：カニ、緑：ワカメ、ピンク：サンゴ
の登場 
○海のイメージでサークルダンス 
【海に潜ろう！】 
○波遊びのイメージで走行ムーブメント 
・青ロープやスカーフをまたいだりくぐっ
たりする。 
・それぞれにテーマカラーが決められてい
たり、キャラクターに合わせた動きを設
定したりと、児童にとって分かりやすく、
参加しやすい工夫がなされていた。 
２）設定ムーブメント 
【海底で遊ぼう】 
○海のイメージで設定されたエリア遊び 
＊エリアＡ：「ワカメさんとゆ～らゆら」 
・ユランコを使った揺れやトランポリンを
楽しむ。 
＊エリアＢ：「カニさんと一緒にバランスよ
く進もう！」 
・平均台、足型、形板の飛び石、ロープの
道でバランスを保って歩く。 
＊エリアＣ：「サンゴちゃんのおうちでかく
れんぼ」 
・フープのトンネルやカラーバンドをくぐ
ったりまたいだりして通り抜ける。 
・３か所のエリアを自由に行き来しながら、
それぞれの場所で積極的に活動する姿が
見られた。 
・ユランコやカラーバンドなどの道具を使
う際には、近くの大人に依頼したり話し
掛けたりする姿が見られた。 
３）設定ムーブメント 
【サンゴちゃんを救え！みんなでサメを追
い払おう！】 
○「スイミー」の物語のイメージでストー
リー表現 
・皆で塊になり、「右、左、前、後」などの
掛け声に合わせて動く。 
・参加者全員がスカーフに包まれて一つの
塊になって動くことで、隣の人にぶつか
らないように気を付けたり、掛け声と動
きを合わせようとしたりする姿が見られ
た。 
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４）設定ムーブメント 
【パラシュートで海の宝石のパワーを集め
よう！】 
○パラシュートムーブメント 
・助けてくれたお礼の宝石（カラーボール）
をパラシュートに乗せて、皆で弾ませた
り、転がしたりする。 
・カラーボールが弾む様子に着目してパラ
シュートを動かす児童や、パラシュート
の揺れる様子を見るために下に潜り込む
児童がおり、それぞれ自由にパラシュー
ト遊びに参加する姿が見られた。 
５）振り返り 
○活動の振り返り 
・波のロープとスカーフを再びくぐって（海
を出て）活動を終了する。 
・「今日は何をやったかな？」「楽しかっ
た？」などの問いかけをしながら活動を
振り返る。 
・「こんな風に遊んだよ」「○○が楽しかっ
たよ」など、具体的に話したり、実際に
やってみたりする児童がいた。 
 
（２） 講演 
「創造的な遊びの場を共に創ること 
～クリエイティブムーブメントの活用を中心に～」 
講師 和光大学 准教授  大橋 さつき 先生 
 
（３）参加を終えて  
  今回も、参加者が児童、大人を合わせて５０名を超える大集団であったが、大きな輪
になってダンスをしたり、集団で塊になって動いたりするなど、大集団の良さを生かし
たダイナミックな活動の展開となっていた。また、「海」というテーマに沿って、ポイン
トの絞られた分かりやすいダンスや様々な身体表現によって、参加者全員が自由にイメ
ージしたり工夫したりして主体的に参加する姿が見られた。 
  講演の中で大橋先生よりお聞きした、創造的ムーブメントによる環境作りのポイント
として、「選択肢を作る」「自由にイメージできるようにする」「別のやり方を準備してお
く」「物や音など環境との対話ができるようにアレンジする」が印象に残った。 
  今回の活動プログラムや大橋先生のお話など、今後の授業づくりに生かしていきたい
と感じた。 
 
（竹脇 里織） 
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附属特別支援学校 高等部教諭   野﨑 美保  
１ 対象生徒 
    高等部 １年４名、２年４名、３年４名 （※当日１名欠席） 
２ 目標 
・号令に合わせて楽器演奏と手拍子とを切り替えたり、楽器を使って自由に演奏したりすることがで
きる。 
・号令から音をイメージして楽器の鳴らし方を工夫したり、友達の演奏する様子を参考にして鳴らし
方を変化させたりすることができる。 
３ 活動内容                 
学習活動 目標 
１ 導 入 
   
①即興演奏や、今日の活動内容につい
て知る。 
 
  
②楽器選び・楽器紹介 
・各自が楽器を一つ選んで準備し、
楽器の名前と鳴らし方を友達に発
表する。 
 
 
  
③「ドン・ユ」について説明・練習 
   
 
2 ドン・ユ  
※半分のメンバーが行い、残りのメンバーは、友達の様子を見る。 
 
①「ドン！」 
・教師の「ドン！」という号
令を聞き、楽器を選んで自
由に鳴らす。 
 
・自分で演奏方法を工夫して鳴
らすことができる。 
＜音楽＞「トライ ミュージック」 
～号令を聞いて、自由にならそう（ドン・ユ）～ 
この日は、スローとメカに 
ついては行いませんでした。
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 ②「ユ！」 
・「ユ！」の号令が聞こえた
ら、楽器の演奏をやめ、手
拍子をしながら行進する。 
・友達とペースを合わせ、移動
や手拍子をすることができる。
・友達の様子を見て演奏方法を
変化させることができる。 
③ ①と②を数回、繰り返す。  
３ 感想発表 
 
  
①友達の演奏についての感想や気付
いたことを発表する。 
  
 
 
 
②友達がやっていた演奏方法の工夫
を見合う。 
    
 
４ メンバー交代して、２と３を行う。 
 
４ 成果 
   ・いろいろな演奏の仕方を工夫することをねらって「ドン！」を繰り返してみたが、演奏法の工夫や
変化は見られず、周りの音に気を向ける様子も見られなかった。「やさしくドン！」、「風のよ
うにドン！」などイメージも一緒に伝えたところ、号令を聞いて楽器を鳴らす強さや鳴らし方に変
化をつける様子が見られた。さらに、その生徒を見て自分もそっと鳴らすなどグループでの取り組
みに変化がみられ、音もまとまりのあるものになった。 
・別のグループの演奏する様子を見て友達が行っていた演奏方法の工夫を参考にしたり、次はどんな
号令がかかるのかを楽しみにする様子が見られたりするなど、普段あまり積極的に楽器演奏に取り
組むことのない生徒も、友達と一緒に伸び伸びと楽器に向かい、表現することを楽しむことがで
きた。 
 
＜実践のポイント＞  人間発達科学部  阿部美穂子 
手拍子をする場面では歩くなどして動きを出し、演奏する場面との変化をつけるとよい。いろい
ろな楽器に触れさせたいのであれば、外側に円状に机を並べ、間隔を開けて楽器を置くなど、環境
の設定が大切である。合図があったらすぐに目の前の楽器を使って演奏することができる。 
演奏の際には楽器をどのようなイメージで鳴らすのかを、「○○な風に」など、教師から間髪い
れずに次々に示していくことが大切である。その際には効果的に音楽を用いる方がよい。 
活動の最後には、まとめとして一つの演奏として形にして終われるとよい。 
101
 
 
 
 
附属特別支援学校  高等部 教諭 栗林 睦美 
 
１．対象生徒 
（１）高等部 １年生５名、２年生４名、３年生３名 
（２）実態 
 １）体の使い方にぎこちなさがある。 
    ２）友達と一緒に動きを合わせて活動する経験が乏しく、難しい。 
    
２．題材 
 学習発表会のステージ発表「プレイバックロンドンオリンピック」では、友達と協力し
合って組み体操、マット運動などいろいろな動きに取り組んだ。この経験を生かし、本題
材では、更に、ロンドンオリンピックをテーマに挙げ、新しいイメージ、動きの中で、自
分の体を知り、友達との関わりの中で、他者の身体を知ることを目的に設定した。 
 
３．目標 
（１）個別の指導計画（自立活動の目標） 
    友達と動きを合わせたり、自分の体の使い方を考えたりしながら、いろいろな道具を使
った軽運動に取り組むことができる。 
（２）題材の目標 
１）ロンドンオリンピックをイメージした活動を通して、自分の体を工夫して動かした
り、教師や友達の動きを模倣したりすることができる。 
 ２）道具を使って友達と関わる中で、自分や友達の身体、動きを意識することができる。 
 ３）集団の中で自分の役割を果たしたり、適切に行動したりして活動をすることができ
る。 
 
３．活動内容 
（１）入場（行進）…旗を持った入場をイメージしてかっこよく歩こう 
（２）開会式（聖火）…聖火が燃える様子をみんなで表現しよう 
（３）競技（シンクロナイズドスイミング）…音楽に合わせて、ダンスをしよう 
（４）閉会式（フィナーレ）…オリンピックの終わりを手拍子と動きで表現しよう 
 
＜自立活動の指導＞「プレイバックロンドンオリンピックパート２」 
～イメージして体を動かそう～ 
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学習活動 ねらい 
入場（行進） 
 
＜ペアで＞ 
○スカーフをペアで持って広げて張る。 
・一人が動かず、もう一人が距離を少し
ずつあけていく（近づいていく） 
○音楽に合わせて、スカーフを張りながら
歩く。 
・カニ歩きで歩く。 
  
○音楽が止まり、教師の指示を聞き、スカ
ーフを体の部位にくっつける。 
・５数える間その部位にくっつける。 
 
 
・スカーフを張る、たる
ませることを体感し
ながら、友達との距離
感を学ぶ。 
・スカーフを張り、友達
との適切な距離間を
保ちながら歩く。 
・頭、腹、膝など体の部
位を意識し、その位置
に正しくスカーフを
くっつける。 
開会式（聖火） 
 
＜ペアを基準に集団で＞ 
○スカーフを持って中心の教師の所に集
まる。 
・リーダーは自分が持っているスカーフの
端を中心にいる教師に手渡し、ペアの友達
が持っている端を二人でそれぞれ持つ。 
※中心の教師は動かず、手渡されたスカー
フの片方を束ねて持つ。 
○スカーフをペアで持って、中心の教師を
軸に回転しながら歩く、止まるを繰り返
す。 
・音楽が止まった時に教師の指示を聞きそ
の姿勢や動きを繰り返す。ポーズが取れた
ら１０回上下に振る。 
※言葉掛け「片足を前に出す、立てる、お
尻を上げる」 
○スカーフの片付けをペアで行う。 
※言葉掛け「このかごに入るように畳んで
ください」 
 
 
・音楽が変わると、中心
に移動し、聖火をイメ
ージした隊形を作る。 
 
 
 
・聖火が燃えるイメージ
を、スカーフを持って
円を描くように歩く、
振る、ポーズをとると
いう動きで表現する。 
 
・音楽や教師の指示を聞
き、スカーフの振り方、
ポーズの姿勢を変え
る。 
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４．成果 
・入場（行進）では、最初は、ペアでスカーフを広げ張った状態で歩くという活動が難し
かった。課題を、スカーフをペアで広げて持つ、張る、張って歩くと三つに分け、練習す
ることでペアの友達と適切な距離を取りながら歩くことができるようになってきた。 
・開会式（聖火）では、聖火と自分たちの動きの表現のイメージが一致できるよう写真を
提示しながら活動したが、創造的かつ、目的的な動きには中々ならなかった。しかし、ス
カーフを媒介に、友達と一緒に動きを共有することで、できなかった膝立ちなどの動きが
スムーズにできるようになったり、スカーフの振り方を工夫したりする様子が見られた。 
・競技（シンクロナイズドスイミング）では、基本のポーズから次の動きに変化するとい
う活動の中で、動きにめりはりが出てきた。音楽に合わせて、友達とダンスを行うことを
楽しみにして活動に参加する生徒が増えてきた。 
・閉会式（フィナーレ）では、ドンドン、パッのリズムに合わせて教師の動きに注目し、
瞬時に模倣することが、難しかったが、繰り返しの中で、教師を見て、素早く摸倣する姿
が増えてきた。 
 
競技（シンクロナイズドス
イミング） 
 
 
 
 
 
＜集団で＞ 
○輪になって体育座りで座り、どんな泳ぎ
をするか考えて発表する。発表した友達
の泳ぎをみんなでやってみる。 
○音楽に合わせて、友達の考えた泳ぎや基
本の動き（体育座り、手を後ろにつく）
から足上げなどシンクロをイメージし
たいろいろな動き、姿勢を取る。 
 
・プールの中で、自分が
泳ぎたい泳ぎを自由
に考え、発表する。 
・友達の発表を見て、同
じ動きをする。 
・音楽に合わせ、友達と
一緒に動きを合わせ
ることを楽しむ。 
閉会式（フィナーレ） 
 
 
＜集団から個人へ＞ 
○音楽に合わせて、教師の動きを模倣しな
がら、歩き、整列する。 
（ドンドンで手を２回叩き、パッで教師の
動きを見て万歳、胸、膝など摸倣する。） 
 
・瞬時に動きを見て 
反応し、模倣する。 
 
〈実践のポイント〉  人間発達科学部 阿部美穂子 
 動きの経験の乏しさがあるので、いろいろな活動の中で自分の体を意識して使うこと、友達
と一緒に行う活動を通して、他者との関係を学べる経験を増やしていくことが大切である。動
きの練習的なことは、毎回さらりと行うとよい。今後はパラシュートを取り入れたいろいろな
学習活動を毎回行うことで動きや活動のバリエーションを広げていけると思われる。 
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附属特別支援学校 小学部教諭  池田 弘紀 
１ 対象児童 
小学部 １、２、３年 各３名 
２ 目標 
○活動に見通しをもって「おおかみと七ひきのこやぎ」のごっこ遊びに取り組み、友
達や教師と一緒に楽しむことができる。 
【こやぎ役】 
   ・こやぎの家に遊びに来た動物たちの姿勢や動き、特徴などを考え、表現すること
ができる。 
   ・おおかみ役の友達や教師に見つからないように工夫して隠れたり、自分で新たな
隠れ場所を考えたりすることができる。 
  【おおかみ役】 
   ・おおかみ役の教師と一緒に、ストーリーに沿って、おおかみ役を演じることがで
きる。 
３ 活動内容 
学習活動  
①先生の話を聞こう（導入）  
 
 
 
〈話を聞く児童の様子〉 
・「おおかみと七ひきのこやぎ」のストーリーに沿って、今日の活
動や自分や友達の役割を理解する。 
・前回の様子を写した動画やスライドを見て、自分や友達の良か
った点や新しく工夫した点などを振り返る。 
  
 
 
 
 
＜遊びの指導＞ごっこ遊び 
「おおかみだ！かくれろ～おおかみと七ひきのこやぎ～」
【配慮点】 
音や動きのある話『おおかみと 
七ひきのこやぎ』を作成し、そ 
の内容に沿って、授業を進める。 
 
前回の様子を写したスライド 音や動きのある話 
『おおかみと七ひきのこやぎ』 
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②森の動物と遊ぼう  
 
 
 
 
〈動物の姿勢や動きなどを 
    表現している様子〉 
・こやぎの家に遊びに来た動物に興味をもち、全員で声を合わせ
て尋ねる。 
・こやぎの家に遊びに来た動物の姿勢や動き、特徴などのイメー
ジを膨らませて、歩いたり走ったりする。 
※表現する動物は、毎時間２種類ずつ行う。 
例：ごりら、うさぎ、さる、へび、ぞう、ぺんぎん  など 
 
 
 
 
 
 
③おおかみだ隠れろ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（こやぎ役の児童） 
・時計やテレビに見立てた段ボ
ールの中やテーブルの下など
に隠れる。 
・見つかった場合、おおかみの
家に入る。 
・おおかみ役の児童と教師が寝
る演技をしたら、捕まってい
ないこやぎ役の児童に助けを
求める。 
・捕まらなかった児童は、おお
かみの家の鍵を開け、友達を
逃がす。 
（おおかみ役の児童） 
・隠れているこやぎ役の児童を
見つけ、おおかみの家に連れ
て行く。 
・捕まっていないこやぎ役の児
童が残り一人になったら、寝
る演技をする。 
・こやぎ役の児童が全員隠れた
ら、おおかみ役の児童と教師
は目をさまし、こやぎ役の児
童を捕まえに行く。 
※３回繰り返す。 
※３回目は、こやぎ役の児童は全員捕まる。 
 
 
 
 
 
【配慮点】 
こやぎの家に遊びに来た動物のイメージ 
が膨らむように、絵や写真を提示したり、 
曲（ぞうの場合『ぞうさん』、さるの場 
合『アイアイ』など）を流したりする。 
【配慮点】 
「おおかみと七ひきのこやぎ」をイメージして楽しむことがで 
きるように、隠れ場所として、時計やテレビなどに見立てた段 
ボールを用意する。また、新しい隠れ場所を自分で考えるよう、 
遊戯室の周りに長机や衝立など、隠れやすそうな物を置く。 
〈こやぎ役の児童の様子〉 
〈おおかみ役の児童の様子〉 
〈友達を助ける 
こやぎ役の児童の様子〉 
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４．成果 
・簡単なストーリーのある「ごっこ遊び」を通して授業を展開したことで、 
児童のファンタジー世界への入り込みやすさを活かして、友達や教師と 
一緒に主体的に活動を楽しむ姿につながった。 
・活動③では、ただ隠れるのではなく、おおかみ役の児童や教師の動きを 
物陰や隙間から目で追ったり、見つからないように小さく縮こまったり 
するなどの友達を意識して活動することができた。 
・友達がおおかみ役を演じることにより、「私も（おおかみ役を）したい」 
という声を、何人もの児童から聞くことができた。友達が楽しく演じる 
姿から遊びの幅を広げることができた。 
・活動①⑤の導入と振り返りにおいて、動画やスライドを用いたことによ 
り、自分や友達の良かった点に気付き、友達のまねをしたり、新しく考 
えたりするなどの姿につながった。また、テレビに映ることが意欲とな 
り、積極的に動物の姿勢や動き、特徴などを表現することができた。 
 
 
 
 
 
④おおかみをやっつけろ  
 
 
 
 
 
（こやぎ役の児童） 
・お母さんやぎに、助けを求め
る。 
・マジックテープが付いた、石
に見立てたカラーボールを、
おおかみ役の児童や教師のお
腹に付けて退治する。 
（おおかみ役の児童） 
・寝た振りをして、石に見立て
たカラーボールをお腹に付け
られる。 
・目をさまし、退治された演技
をしながら、遊戯室から去る。 
⑤今日の活動を振り返ろう（振り返り）  
・動画で今日の活動を振り返り、質問に答えたり、動きや隠れた
場所を発表したりする。 
〈おおかみ退治の様子〉 
〈退治された演技をする 
おおかみ役の児童の様子〉 
〈実践のポイント〉  人間発達科学部 阿部美穂子 
 毎回新しい課題を盛り込んでみると、より面白い。例えば活動②③では、どのタイミングで
どの動物が出てくるかまでも児童が選べるようにしてみるのもよい。同じ動物でも、ペアで表
現してみたり、○○の動物になって～をしてみたりなど、バリエーションを増やすのもよい。 
〈隠れる児童の様子①〉 
〈隠れる児童の様子②〉 
〈こやぎ役を演じる 
      児童の様子〉 
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障害理解教育グループ 
視覚障害理解教育の実践とその効果２ 
－視覚障害者の日常生活を伝えることによる子どもの認識の変化－ 
 
  代   表 ： 西館有沙 
  附属幼稚園 ： 岩田郁代 
  附属小学校 ： 秋盛勇 
  研究協力  ： 阿部美穂子、岡崎誠司 
 
 
１．はじめに 
 子どもが視覚障害者の能力を過小評価し、それによって「目が見えない人は常に援助を必要としてい
る」「困難に立ち向かう努力家である」などの認識を形成する傾向にある（河内，2001；水野，1999）
ことをふまえて、昨年度はそうしたステレオタイプの形成を防ぐことを目的とした教育実践を小学 1 年
生と 3 年生を対象に行った。実践に先立って行った質問紙調査では学年に関係なく、「着替え」「靴履き」
「食事」「外歩き」「入浴」のいずれも、視覚障害者一人でできると答えた子どもは 4 割に満たなかった。
靴を履くという単純な動作でさえ、1 年生の 68％、3 年生の 61％は視覚障害者一人では困難であると
考えていることが確認された。 
 昨年度に小学 3 年生に対して行った教育実践では、総合的な学習の時間 2 コマを用いた。1 コマ目に
は、子どもたちに視覚情報を得られなくても触覚や聴覚を使ってわかることがあるという実感をもって
もらうことをねらい、目隠しをして硬貨等の識別体験を行った。2 コマ目には、触ってわかる工夫とし
て点字がついている製品や設備の紹介を行った後、点字ブロックの役割について伝えた。 
 
２．今年度の研究の目的 
今年度は、昨年度に授業実践を行った子ども（昨年度に小学 3 年生であった子ども）に対して、昨年
度のフォローを含めた教育実践を行い、子どもの視覚障害理解の促進を図ることを目的とした。昨年度
の実践では、子どもが得たさまざまな気づきのなかに、視覚障害者がお金を区別することはむずかしい、
視覚障害者が一人で外を歩くのは大変である、物を触っていろいろなことがわかる視覚障害者はすごい
など、そのままにしておくと視覚障害者の能力観をゆがめてしまう可能性のある内容が含まれていた。
それらは、子どもたちが視覚障害者の実際の姿を知らないことにより生じている誤解であると考えられ
た。そこで、本実践では、視覚障害者が日常生活をどのように送っているかについての知識化を促す教
育を行うことにした。加えて、多くの子どもが昨年度の授業において興味を示した点字に触れる体験や、
視覚障害者への援助方法について考える活動を行った。 
 
３．小学 3 年次を対象にした総合的な学習の時間における教育実践 
（1）実践の手続き 
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対象児は、富山市内の小学校の第 4 学年 2 クラスの子ども 79 名であった。1 クラスにつき総合的な
学習の時間 2 コマ（1 コマ 45 分）を使って、視覚障害理解教育を行った。第 1 回目の授業の実施時期
は 2013 年 1 月中旬、第 2 回目は 1 月下旬であった。授業は各クラスの教室内において担任が行った。 
（2）各コマの授業テーマと指導案 
本実践において用いた指導案を表 1、2 に示した。1 コマ目のテーマは「目の見えない人の実際の生
活を知ろう」に設定し、視覚障害児の一日を描いた紙芝居（図 1）の読み聞かせを行った。紙芝居の物
語に出てくる音声時計や視覚障害者用オセロゲームは実物を子どもに見せ、音声信号機は録音した音を
子どもに聞かせた。2 コマ目のテーマは「目の見えない人を手伝う方法を考えよう」に設定し、視覚障
害者と食事を一緒にとることになった場合に、食器の位置や皿の中身（図 2）等をどのように視覚障害
者に教えたらよいかをグループごとに考える活動を行った。なお 2 コマ目には、昨年度の授業実践や 1
コマ目のフォローとして、点字に触れる体験も行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1．1 コマ目の指導案（1 コマ 45 分） 
学習活動 主な指導・支援（○）と留意点（・） 準備物 
1. 導入（2 分） ・昨年の実践を振り返った後、本実践の内容を説明する。
「今日は目の見えない友だちが、どんな風に一日を過ご
しているかを一緒に見ていくことにしましょう。」 
 
2. 紙芝居の読み聞かせ 
 （25 分） 
○視覚障害児の日常生活を、紙芝居を用いて伝える。 
 ・読み聞かせの途中で、実物を見せる、実際の音を 
聴かせるなどの工夫をする。 
〔紙芝居の内容〕 
 ①主人公は小学 4 年生の女の子 
 ②主人公の見えの状態 
 ③起床と着替えは自分でする 
 ④朝ごはんも自分で食べられる 
 ⑤学校には白杖を使って一人で登校 
 ⑥毎日通う学校だから、どこに何があるかがわかる 
 ⑦学校の勉強のこと 
 ⑧点字という文字を使う 
 ⑨上手に歩く練習をする 
 ⑩家での過ごし方（テレビや音楽など） 
 ⑪風呂には一人で入る 
紙芝居 
 
音声時計 
 
音声信号機の音 
 
オセロ 
3．グループで話し合い 
 （15 分） 
○新しく得た知識を整理し、視覚障害者に聞いてみたい 
ことを考え、ワークシートにまとめる。 
ワークシート 
4．まとめ（3 分） ・次の時間の内容を伝える。 
「実際に点字を見て、さわってみましょう。」 
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表 2．2 コマ目の指導案（1 コマ 45 分） 
学習活動 主な指導・支援（○）と留意点（・） 準備物 
1. 導入（1 分） ・授業の内容を説明する 
「目の見えない人が使う文字を実際に触ってみよう」 
 
2. 目の見えない人が
使う文字「点字」 
（20 分） 
 
○目をつぶって、「同じ点字あてクイズ」をする。 
 ①二人一組になり、点字を触る順番を決める。 
 ②点字を触る人は目隠しをする。隣の子どもが点字触察クイ
ズ（6 問）の点字カード１枚を目隠しした子どもの前に置
き、目隠しをした子どもの手を点字のところへ誘導して、
「同じか、違うか」とクイズを出す。 
③目隠しをした子どもは点字を触ってみて、同じか違うかを
答える。隣の子どもは、「正解」「不正解」を目隠しの子ど
もに伝え、記録カードに○×をつけていく。 
④役割を交代して、同様に点字を触る体験をする。 
⑤クイズの答え合わせをする。 
⇒点字には触ってすぐにわかるものと他の文字との区別がつ
きにくいもの、わかりにくいものがあることを教員は子ど
もと確認するようにする。 
点 字 ク イ ズ
用 の 点 字 
カード 
 
記録シート 
 
 
 
3. 目の見えない人の 
お手伝い（1 分） 
「目の見えない人を手伝う方法について考えよう」  
①文字を読む 
 （2 分） 
○朗読ボランティアの紹介 
・図書館などに点字の本があること、点字を使う人にとって  
点字の本があるのは助かることを伝える。 
・また、図書館には本を読んでくれるボランティアがおり、  
このような手伝いがあることを伝える。 
 
 ②一緒にご飯を 
食べる 
（20 分） 
 
○目の見えない友だちとご飯を一緒に食べることになったら、
どのようなことにお手伝いが必要かを考える。 
①失敗例を出す（イラストで示す）。 
②よい手伝いの仕方についてグループで試してみる（ワークシ
ートにまとめる）。 
③おすすめの手伝いの仕方を発表する。 
④視覚障害者が助かる手伝いの方法について解説する。 
イラスト 
 
ﾜｰｸｼｰﾄ 
 
4. まとめ（1 分） 「私たちが、目の見えない人にわかる方法で、正しく 
手伝うと、目の見えない人も安心だね」 
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＜着替え場面＞                ＜食事場面＞ 
    
＜外歩き場面＞                ＜入浴場面＞ 
図 1．指導案 1 で読み聞かせた紙芝居の 4 場面の絵 
 
 
図 2．食事場面における援助方法を考える際に設定した皿の中身 
 
  
牛乳 
スープ 
ミートボール、
サラダ、 
ミニトマト 
白飯 
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４．授業前後における視覚障害者の能力に関する子どもの認識の変化 
（1）方法 
 2 コマの授業とも受けた富山市内の小学校の第 4 学年 2 クラスの子ども 73 名を対象に、授業の 1 週
間前から授業日前日までの期間内（2013 年 1 月 9、10 日）と、授業後 1 週間以内（2013 年 1 月
22、25 日）に、同じ内容の質問紙調査（自記式）を 2 回行った。質問紙は各クラスの担任によって直
接配布・回収された。授業前後で個の回答結果を対応させる必要があったが、実名を記入させることに
より回答にバイアスがかかることに配慮が必要であった。そこで、好きな動物と好きな食べ物を組み合
わせたニックネームを質問紙に記入させた。2 回目の調査時に 1 回目と同じニックネームを記入できる
よう、1 回目の調査時に使ったニックネームはカードに記入してペンケース内に保管させた。 
（2）結果と考察 
授業前と授業後の調査結果を表 3 に示した。授業前に視覚障害者が一人でできると回答した子どもの
割合は、靴履き 62％、外歩き 51％、食事 34％、着替え 32％、入浴 22％であった。授業後は、靴履
き 71％、外歩き 66％、食事 15％、着替え 58％、入浴 37％であった。この結果より、食事を除けば、
授業前と比べて授業後には一人でできると考える子どもが増えたことがわかる。食事については、2 コ
マ目で食器の位置や皿の中身等を視覚障害者に伝える方法について考える活動をもったため、視覚障害
者一人でできると回答した子どもが減少したと考えられる。 
個人の回答が授業の前後でどのように変化したかを、「変化なし」「できる方向への変化」「できない方
向への変化」に分けて計数した結果が表 4 である。加えて、授業前後で回答に変化がなかったケースに
ついて、変化しなかった回答を「一人でできる」「少し手伝うとできる」「たくさん手伝うとできる」「で
きない」に分けて計数した結果を表 5 に示した。 
表 4、5 より、靴履きについては授業前に一人でできると回答した子どもが 62％いた。また、彼らの
多くは、授業後に回答を変化させることがなかった。これは、昨年度の実践において教員が目隠しをし
て靴を履く場面を見せたことによる効果が持続していることを示唆する結果と言える。さらに、授業前
に手伝いが必要と答えていた子ども 19 名ができる方向へと回答を変化させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3．授業前後における子どもの認識                        N＝73 
  一人でできる 少し手伝うと 
できる 
たくさん手伝う
とできる 
できない 
靴履き 
授業前 62％（45 名） 36％（26 名） 1％（ 1 名） 1％（ 1 名） 
授業後 71％（52 名） 26％（19 名） 3％（ 2 名） 0          
外歩き 
授業前 51％（37 名） 33％（24 名） 15％（11 名） 1％（ 1 名） 
授業後 66％（48 名） 25％（18 名） 8％（ 6 名） 0          
食事 
授業前 34％（25 名） 53％（39 名） 8％（ 6 名） 4％（ 3 名） 
授業後 15％（11 名） 79％（58 名） 3％（ 2 名） 3％（ 2 名） 
着替え 
授業前 32％（23 名） 56％（41 名） 11％（ 8 名） 1％（ 1 名） 
授業後 58％（42 名） 34％（25 名） 8％（ 6 名） 0          
入浴 
授業前 22％（16 名） 47％（34 名） 23％（17 名） 8％（ 6 名） 
授業後 37％（27 名） 45％（33 名） 16％（12 名） 1％（ 1 名） 
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外歩きについては、授業前の時点で約半数が視覚障害者一人でできると回答していた。子どもの回答
は一人でできるというところから変化しないか、できる方向に変化するケースが多かった。授業では、
紙芝居を用いて「視覚障害児は、家から学校までの登下校を一人でできるように練習する」「白杖や点字
ブロック、音声信号機が一人での外歩きを助けてくれる」ことを伝えていた。 
食事についてみると、55％の子どもには授業前後で回答の変化がみられなかった（表 4）。変化のみ
られなかった子どもの回答をみると、「少し手伝うとできる」が 8 割を占めている（表 5）。また、授業
後にできない方向へ回答を変えた 27％の子どもの多くは、「一人でできる」から「少し手伝うとできる」
に移行していた。 
 着替えや入浴については、できる方向へ変化した子どもは着替えで 37％、入浴で 45％であり、授業
のねらいに沿って認識を変容させた子どもが 4 割近くいた（表 4）。一方で、授業前後で回答が変化しな
かった子どもの半数近くが「少し手伝うとできる」と回答していた（表 5）。また、入浴に関しては回答
に変化がなかった子どものうちの 22％が「たくさん手伝うとできる」と回答していた（表 5）。授業で
は、着替えや入浴を視覚障害者が一人で行っている様子を、紙芝居を用いて伝えていた。しかし、特に
入浴については、子どもたちの多くが「一人でできる」という考えをもつには至らなかった。 
 
５．授業教材の適切性の評価 
 指導案 2（表 2）において、「2 つの点字は同じか、違うかクイズ」を行った。このクイズは、子ども
が点字を識別できるという体験と、識別しにくい点字があるという体験の両方をもつことをねらった。
そこで、そのねらいが達成されたか否かを確認し、授業教材として適切であったかどうかを評価するこ
とにした。クイズの出題内容および問題ごとの正答者数と正答率を表 6 に示した。表 6 の①～④につい 
表 4．視覚障害者が練習すれば一人でできることに関する授業前における回答の変化   N＝73 
 変化なし できる方向へ変化 できない方向へ変化 
靴履き 59％（43 名） 26％（19 名） 15％（11 名） 
外歩き 48％（35 名） 36％（26 名） 15％（11 名） 
食事 56％（41 名） 16％（12 名） 27％（20 名） 
着替え 55％（40 名） 37％（27 名） 8％（ 6 名） 
入浴 37％（27 名） 45％（33 名） 18％（13 名） 
 
表 5．授業前後で回答に変化がなかった子どもの回答 
 一人でできる 少し手伝うと 
できる 
たくさん手伝う
とできる 
できない 
靴履き（n=43） 79％（34 名） 21％（ 9 名） 0          0          
外歩き（n=35） 74％（26 名） 14％（ 5 名） 11％（ 4 名） 0          
食事（n=41） 20％（ 8 名） 80％（33 名） 0          0          
着替え（n=40） 48％（19 名） 45％（18 名） 8％（ 3 名） 0          
入浴（n=27） 26％（ 7 名） 52％（14 名） 22％（ 6 名） 0          
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表 6．指導案 2 において行った「2 つの点字は同じか、違うかクイズ」の正答率（4 年 2 組） 
出題内容 正答者数 正答率（N=40） 
①「め」と「う」 39 名 98％ 
②「め」と「め」 36 名 90％ 
③「う」と「ふ」 40 名 100％ 
④「こ」と「め」 37 名 93％ 
⑤「む」と「む」 26 名 65％ 
⑥「む」と「へ」 27 名 68％ 
 
ては正答率が 9 割を超えており、これらの問題では多くの子どもが点字を識別できる体験を行ったこと
が確認された。一方、表 6 の⑤と⑥は識別しにくい体験をすることをねらったが、いずれも 6 割台の正
答率であった。これらの結果より、識別のしにくい点字の組み合わせについては今後も検討が必要であ
る。ただし、本実践でも 3 割を超える子どもが⑤や⑥の識別に失敗する体験をもっているのであり、こ
のことをクラス内で共有することで、識別しにくい点字があることへの気づきを促すことはできると考
える。 
 
６．まとめ 
 視覚障害者が一人で着替えや靴履きができないとすると、生活全般に介助が必要になる。加えて入浴
や食事が一人でできない、外歩きが一人でできないとすれば、独立した生活は不可能である。これらの
行為を視覚障害者一人では行えないという考えは、視覚障害者は常に援助が必要な存在であるというス
テレオタイプの形成につながると考えられる。本実践は、こうしたステレオタイプな見方を防ぐととも
に、子どもたちの認識を視覚障害者の実像に近づけるために行われた。 
 食事を除いた 4 項目（着替え、靴履き、外歩き、入浴）については、視覚障害者一人でできると考え
る子どもが増えた。また、「一人でできる」と回答するには至らなかったが、できる方向に回答が変化し
た子どもがいた。さらに、食事と入浴を除けば、授業後に「できない」と答えた子どもは 0 であった。
食事については、授業で援助方法を考える活動をもったことから、「少し手伝うとできる」と回答した子
どもが授業後に 8 割にのぼった。そのため、「一人でできる」という回答は 15％に減ったものの、「た
くさん手伝うとできる」「できない」という回答が増加することもなかった。 
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 本実践の対象児は、授業後に、視覚障害者の学校生活をより詳しく知りたい、道路をどのように歩い
ているかを具体的に知りたいなどの感想が挙がったことから、子どもの興味・関心に合わせつつ、今後
は視覚障害者が一般市民に配慮してほしい事柄について教育を行い、その教育効果を確認したい。 
 
引用文献 
河内清彦（2001）視覚障害学生及び聴覚障害学生に対し大学生が想起するイメージの意味構造 : 性及
び専攻学科との関連，教育心理学研究，49(1), 81-90． 
水野智美（1999）大学生の視覚障害者（児）に対する態度－20 年前の結果との比較および接触の質と
の関係から－，障害理解研究，3，33-40． 
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特別支援教育キャリア教育グループ 
キャリア発達を促すための大学附属特別支援学校と大学との連携
－大学という地域資源を活用した就労支援・作業学習－ 
 
代  表     ： 水内豊和 
  附属特別支援学校 ： 和田充紀、大村和彦、栗林睦美、檜木哲也 
             柳川公三子、池崎理恵子、野崎美保、黒地忍 
  研究協力     ： 芝木智美（富山大学大学院医学薬学研究部・特命助教） 
 
 
【問題の所在と目的】 
生徒の多くは、個別の教育支援計画で、高等部卒業後、一般企業や作業所で主体的に働
くことを目標としている。そのため、卒業後の働く生活を思い描き、働くやりがいを感じ
たり、働く意義や価値を感じたりすることは重要である。また、地域の方と接しながら働
くためには、社会人としてのふさわしい態度を身に付けてほしいと考える。その点、大学
は職務内容も多様であり、障害者就労という視点で大きな可能性を秘めている（水内ほか，
2013）。 
そこで、附属学校という特性を生かし、大学と連携し、教職員などから依頼された仕事
を行う取組を継続して実施した。身近な地域資源である富山大学を社会の場として取り上
げ、そこで仕事をすることで感謝される喜びを感じ、仕事へのやりがい、ひいては地域の
中で働く意欲を高めることを目的に支援を行った。ここにその実践について報告する。 
 
【方法】 
１ 対象生徒 
対象者は高等部１～３学年在籍生徒の合計２０名である。 
全員が知的障害であり、てんかん、筋ジストロフィー、ダウン症等の障害のある生徒も
含まれる。また、対象者のうち１０人が、自閉症または自閉的傾向の生徒である。 
対象生徒は、文字による手順表を読んで活動できる生徒や実物の提示や写真による見本
が必要な生徒、ドライバーなどの道具を操作できる生徒や指先を使った作業を苦手とする
生徒などがいる。学習面、作業面について個々の能力差が大きく、進路先として一般企業
での就労を希望する生徒、福祉作業所を希望する生徒、生活介護事業所を希望する生徒な
ど進路希望も様々であった。一般企業や地域の作業所での就業体験を何度か経験した生徒、
ほぼ未経験な生徒がおり、社会の場での働く経験にも個人差が大きかった。 
２ 手続き 
作業学習の授業や６月と１１月に実施する就業体験において大学と連携を図った。大学
内の施設の提供を受け、大学校内で活動をさせてもらったり、大学や大学と関連する機関
から仕事の提供を受けて活動を行ったりした。活動にあたっては、生徒の目標から、大学
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教員と連携内容を協議し、大学教員を中心に大学内での受け入れ体制を整えてもらった。
また、大学の教職員や学生の協力を得て、仕事の依頼や報告を生徒が直接行う機会や仕事
についての社会的評価（感謝や指摘）を伝えてもらう機会を積極的に設定した。 
対象とする生徒の学年や実態に応じて、活動内容や活動時期は様々である。各単元、活
動ごとの対象生徒、大学との連携内容を次に示す。 
 
番号 実施時期 
日数・回数 
対象学年 
・生徒数 
連携内容 
１ ６月 
3 回 
１学年 
男子：３名 
女子：５名 
市販の菓子を組み合わせて袋詰めし、学生協で販売させて
もらう。袋詰めの中身は学生の意見を参考にし、生徒が学
生協で購入した。学生協への納品も生徒が行った。 
２ ６月 
５日間 
２学年 
男子：７名 
女子：１名 
大学内の１室を作業室として提供してもらい就業体験を
行った。学校から朝大学に行き、終日作業を行った。仕事
として、大学職員や附属図書館から提供されたリサイクル
封筒の作成や封入作業を行った。 
３ １１月 
５日間 
１~３学年 
男子：６名 
女子：６名 
大学内の２室を作業室として提供してもらい６月と同様
に就業体験を行った。大学職員の紹介を受け、保育所から
依頼された菓子袋を作ったり、一般企業から委託作業を提
供してもらったりした。 
４ １１月 
１回 
１~３学年 
男子：１名 
女子：２名 
学生協からサービス用割り箸を箸袋に入れる仕事の提供
を受けた。仕事を行った生徒が納品も行った。 
５ １~３月 
１４回 
１~３学年 
男子：４名 
女子：２名 
作業学習で清掃班が、大学内で清掃を行った。清掃業者に
委託していない部屋のワックス掛けを行う床面清掃や教
職員が使用する印刷室内の清掃や整理を行った。 
 
【結果】 
 １、３では、大学の教職員から依頼された仕事をすることで、注意点やポイントを守っ
て仕事をすることにつながった。納品の際に職員から感謝の言葉をかけられ、喜ぶ姿が見
られた。大学内の施設を終日利用することで、廊下で職員や学生に会釈したり、迷惑にな
らないようにトイレや廊下を利用したりするなど社会的な振る舞い方に気を付ける姿が見
られた。 
２、４では、納品した菓子袋により報酬を得たり、割り箸を手にする客の姿を見たりし
て、自分の仕事が社会で役立つ様子を知ることができた。 
５では、大学職員から直接仕事を依頼してもらい終了を報告することで、責任感をもち、
ポイントを守りきれいに確実に清掃を行うことができた。清掃道具の置き方に気を付ける
など社会の場で仕事をする上で必要な配慮をすることができた。清掃した部屋を使用する
学生や職員から感謝を伝えられることで働く喜びにつながった。 
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【考察】 
大学という社会的な場を活用し、自分たちの行った仕事が社会の場で役立つ姿を見たり、
仕事によって外部から評価を受けたり、感謝を伝えてもらったりすることで、仕事に対し
てのやりがいや喜びを得ることができた。継続的に活動を積み重ねることで、自分たちが
行った仕事がどのように役立つかを知り、責任感をもって働く姿につながった。また、社
会の場で仕事を行うことで、社会との関わりを知り、社会での適切な振る舞い方への意識
が芽生えた。仕事へのやりがいや働く喜びを感じる機会を設定することで、友達と協力し、
自分の役割を果たし、前向きに働く姿が実現できたのではないかと考える。 
卒業後の進路は生徒によって異なるが、社会の一員として、地域の人たちの中で働く力
を発揮してくれることを願う。 
なお、この取組は、附属学校を持つ大学にとっても有意義なものであり、キャリア教育
実践のあり方の一つとして、今後も発展的に継続して検討していく。 
 
【引用文献】 
水内豊和・芝木智美・新田真理・中島育美（2013）国立大学における計画的な障害者
雇用の現状と課題―国立大学に対する質問紙調査から―．富山大学人間発達科学部紀要，
7（2），71-84． 
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